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第一話　不思議な声



　人間ほどの大きさもある、茶色い鳥に、少女がまたがっている。

　四、五歳くらいに見える、幼い女の子だ。お下げに結った茜あかね色いろの髪と、同色のこぼれるほどに大きな瞳ひとみが印象的な、かわいらしい顔立ちの少女である。

　ぷっくりとした手のひらを、鳥の羽毛に突っ込んで、少女は不安げに足下を見ている。

　少女の脇わきには青年の姿があった。見たところ、二〇代半ばくらいだろうか。一見若そうな顔立ちだが、青みがかった白はく髪はつに老成した浅緑の瞳とが相まって、全体的に枯れた感じのする、そんな青年だ。青年は懐ふところから紙切れを取り出すと少女に渡した。

「……パウエル。これが地図だ。コカートがちゃんと連れて行ってくれるだろうが、念のため持っておきなさい」

　パウエル。それが少女の名前なのだろう。青年は慈いつくしむように少女の頭をなでた。

「そこに、サトリという巨人の女性がいる。私の古い知り合いだ。悪いようにはならないはずだよ」

　少女は地図を大事そうに自らの懐にしまい込み、

「サトリ……」

　確かめるように呟つぶやいて、青年を見上げる。

「メイネ様。サトリ様って……おばあさんなの？」

「いや、たぶんもうちょっと若いはずだよ」

　メイネと呼ばれた青年は僅わずかに苦笑して言った。急いでいたとはいえ、そんなことすらも教えられなかった。彼の心を不安がよぎる。

　それはパウエルも同じようだった。彼女は不安げな表情で彼を見つめ、

「じゃあじゃあ、メイネ様とサトリ様は、『すてでぃ』な関係なの!?」

　メイネは思わずずっこけた。

「『すてでぃ』って……どこでそんな言葉を覚えたんだ。パウエル……」

　彼は頭を抱えながら何とかそう言ったが、パウエルは容よう赦しやなかった。

「どーなのっ!?」

　真剣そのものな瞳ひとみで追い打ちをかける。

　がさり。

　その時、物音が聞こえた。慌ててメイネが叫ぶ。

「行け！　コカート！」

　その言葉とともに、茶色の巨鳥は飛び立った。少女を乗せ、森の風を切って進む。

　最後に、少女が何か叫ぶ声が聞こえた。

「メイネ様のばかぁ！　ちゃんと答えてからにしてぇー！」

　しかし、風に阻はばまれ、その言葉がメイネに伝わることはなかった。

　森を飛び出し、少女と鳥は大空を行く。

　巨人の家を目指して。



　　　＊＊＊＊



「はあ」

　一いち弥やはため息をついた。

　弓ゆみ島しま一弥。一七歳。現在、兵庫県立宝たから稲いな高等学校――通称宝稲高の二年生だ。黒い瞳に日に焼けて少し茶色くなった髪。肌はそれとは対照的に色白で、やや細身の体つきをしている。一見、貧弱そうな少年だが、割合丈夫な体質で、意外にスポーツも得意だったりする。

　現在、彼は教室で弁当を食べていた。お昼の時間なのだ。

　季節は五月。窓際の彼の席には爽さわやかな風がそよいでいる。一弥は何とはなしに、外の景色を眺めていた。

「どうしたんだ？　弓島。ぼーっとして」

　突然、声がして、一いち弥やはハッとなった。見ると、前の席に、見覚えのある少年が腰を下ろしている。菊きく池ち大だい輔すけ。一弥の友人だ。彼は一弥の机に腕を置き、何を考えているのか分からない表情で一弥を見ていた。

「俺おれとしたことが……気配に気付かなかった……」

　とりあえずボケる一弥。しかし菊池はそれをあっさりかわした。

「剣豪のフリはいいから。それより弓ゆみ島しま、悩みでもあんのか？」

　一弥は僅わずかに驚いた。まさにその通りだったからだ。といってもそこまで大げさな悩みでもなかったが。

　一弥は何だか嬉うれしくなって、少し苦笑しながら、箸はしを置いた。

「いやな、ちょっと小さ百ゆ合りのやつが……」

「なにぃぃぃぃぃ―――！」

　一弥の話を菊池の絶叫がさえぎった。

「さゆちゃんに何があったんだ！　言ってみろ弓島。さあ言ってみろ！」

　菊池は机の横の窓枠に手をかけて一弥に顔を近付けてきた。先ほどまで普通に自分を心配してくれていた少年とは思えないほどの豹ひよう変へんぶりだ。一弥もさすがに驚いて、

「あ、あのなあ菊池……」

「もったいぶらずに早く言えよな？　弓島」

　いっちゃった目をしながら菊池はすごんだ。思わず弁当ごと後退する一弥。

　小百合とは一弥の妹のことで、もうすぐ一〇歳になる小学四年生だ。一弥は大してかわいいとは思わないのだが、菊池からしてみれば『俺の天使』らしく、『さゆちゃんを見守る会』とかいういかがわしい会までつくっている始末である。知りたくもないので聞いていないが、恐らく会員は彼一人に違いない。

　ともかくそんなわけで、小百合の名前に異常反応する男なのだ、この菊池という男は。

　一弥はうっかり妹の名前を出してしまったことを後悔した。しかしもはや言わない、ではすまされないだろう。

　つばが飛んでくることを警戒して、一弥は弁当の蓋ふたを閉めてから言う。

「最近、勝手に部屋に入ろうとすると怒るんだよ、あいつ」

「そんなことは俺だって許さん」

　言え、と言ったくせにいきなり話の腰を折ってくる菊池に、一弥は少し眉まゆをひそめた。

「それだけじゃないんだ。最近、あいつの部屋からよく話し声がするんだよ」

「電話！　電話か!?　相手は男か！」

「それがうちの電話はコードレスじゃないんだよ」

　いいかげん話すのが疲れてきたが、一弥は頑張ってそこまで言った。最近、本当に気になっていたことなのだ。急によそよそしくなった妹。そして彼女の部屋から聞こえる謎なぞの話し声……。何か、ヤバいものに取り憑つかれてるんじゃないだろうか――。

「さゆちゃんしかいない部屋で、話し声……」

　菊きく池ちは事の重大性にようやく気付いたのか、真剣に思案している。そして、

「分かった！　本読みの練習だろ」

「なぞなぞじゃないんだって」

　嬉うれしそうに答える菊池に、一いち弥やは頭を抱えながら、

「もういい。どうせ妹のことだし、放ほっとくことにするよ」

　そう言って弁当の残りを食べ始める。

「お前、最悪な兄だな……」

「まふぁな」

　食べながら、一弥は答えた。菊池は存外真剣な顔をしている。

「何かあったら大変だから、ちゃんと調べた方がいいぞ。少しでも妹が心配ならな」

　菊池は立ち上がった。

「今んとこたぶん、男ではないと思う。俺おれが調べた限りで、さゆちゃんにそういう交友関係はなかったはずだ」

　そこまで言うと彼は自分の席に戻って行った。

「菊池……」

　一弥は弁当をしまいながら、友人の後ろ姿を見つめた。

（――俺が妹を心配する優しい兄なら、真っ先にお前を何とかすると思うぞ……）



　授業が終わり、一弥は家に向かって歩いていた。反対方向にもかかわらず、家までついてくると言った菊池の申し出も丁重に断り、一弥は一人歩いている。

　でこぼこの田舎いなか道みちだ。

　学校までは国道を通るルートと森林の間を抜けて行くルートがあるが、一弥は断然森林派だった。ただし、夏から秋にかけては蜂はちと蚊かが大量生産されるため、しぶしぶ国道ルートを選ぶのであったが。

　一弥の住むこの宝たから稲いな郡ぐんは、まさに『中途半端な田舎』である。ちゃんとした道路も通っていれば、鉄道も通っているし、お店だってちゃんとある。しかし、言ってしまえばそれだけで、必要最低限は揃そろっているのだからと行政にも見放されている感がある、どことなくさびれた町であった。

　普通に下水道が通ってない上に、国道を少しでも離れると、とたんに田舎度が増してくる。しかも、美しい自然というわけでもなく、不法投棄のゴミやら、中途半端に開発した跡やら満載の田舎道だったりするから質たちが悪い。そこからもっと離れると本当に大自然な景色が広がっているのだが、これといった名所もなく、誰だれも行かないので意味がなかった。

　一いち弥やの家はそんな、都会な田舎いなかと本当の田舎の微妙なラインに属していた。住宅街より少し離れた場所にぽつんと建っている一軒家。それが一弥の家であった。

　五月の陽光はやんわりとしていて、木々の間を抜ける風も適度に涼しく、気持ちがいい。

　一弥は家に帰るのが少しもったいない気分になった。

「あ！　いっくんだー」

　すっかり和なごんでいた一弥に、後ろの方から声がかけられた。同時に走り出す足音。ランドセルの中身が揺れて、賑にぎやかな音をたてている。一弥は首だけで振り向いて、

「お、小さ百ゆ合りか」

　そこにいたのは妹の小百合だった。背は一三〇センチほど。小柄な、ショートヘアの女の子だ。

　彼女はまだ一生懸命走っている。肩から下げた大きな水筒がガゴンガゴンと上下に揺れる。言っちゃ悪いがかなりの鈍足である。恐らく、同年代でも後ろから何番目か、というくらいであろう。

　小百合は、やっとのことで一弥に追いつくと、肩で息をしながら、

「いっくん……一緒に帰ろ……！」

　膝ひざに手を置きながらそう言った。俯うつむくと長い睫まつ毛げのせいで瞳ひとみがよく見えない。色白の肌は走ってきたせいで頬ほおの部分だけ不自然なくらい真っ赤になっていた。彼女はひゅっと息を吸い込んでから、持っていた水筒からお茶を注いで一気に飲み干すと、

「はぁ」

　満面の笑顔である。大きな茶色がかった瞳が揺れる木の葉の影を映してきらきらと輝いている。どうやら、一弥の返事を待っているようであった。一弥は呆あきれて、

「一緒に帰る気なかったら待ってないって」

　そう言って小百合のランドセルを持ってやる。

「うん！」

　小百合はにこっと笑って、一弥と並んで歩き始めた。

　一弥は少し意外に思った。今の妹は、様子が変になる前の妹そのままだったからだ。

　小百合は、昔から身体が弱かったせいか、少々過保護に育てられてきた。自然の中で遊ぶことはあっても、街に出て何かをするということはほとんどなく、今まで世の中の悪意というものに、全くといっていいほど触れずにきた人間だった。

　ようするに、世間知らずなのだ。学校の成績で頭の良さを判断するなら、小百合は確実に秀才である。しかし、普段の行動から判断させてもらうならば、

『ちょっとバカな子』。

　これが妥だ当とうなところだろう。少なくとも一弥はそう思っていた。純粋さ故に時々無性に腹の立つことを言ったりもするのだが、まあ小百合だからな。ですまされてしまうようなふしがあった。もちろん、そうやって内心憐あわれまれていることも彼女は分かっていないに違いない。

「なあ、小さ百ゆ合り」

　一いち弥やは、今なら聞けるかもしれない、そう思って声をかけた。それからすぐにしまった、と思った。

　いつも通りの妹。もしかして、彼女を変だと思っていたのは自分だけなのではないだろうか。そして、あの声――壁を通して伝わる、怪あやしい話し声も、自分の幻聴だったのではないか。

「なあに？」

　小百合はそんな一弥の悩みを知ってか知らずか、瞳ひとみを輝かせながら一弥を見上げている。

（うっ……）

　一弥は思わず視線をそらし、前方に広がる田んぼを見つめた。どう考えても、おかしいのは自分の方であるように思えてならなかった。やはり聞くのはよそう。

「ほ……ほら。あそこ！」

「え？　なになに？」



    

  
    
      



    

  
    
      　とりあえず田んぼを指差し、何と言おうか考える。しかし、田んぼには何もなさそうだった。小四にもなって、おたまじゃくしがいるよ。では逃げられないだろう。ひっそりくだらないことで悩む一いち弥やの横で小さ百ゆ合りが感嘆の声をあげた。

「あ！　ねじり草そうだぁ！」

「ヘ？　ねじり草？」

　言うが早いか小百合はあぜ道を駆け、しゃがみこむと何かを覗のぞき込んだ。遅れて一弥も駆け寄る。小百合の陰になったところに、小さな花が咲いていた。

　この地方では昔からよく見かける花である。小さな淡い色の花が、茎くきの部分にねじ巻き状にぐるぐると巻きついている姿から、一般にねじり草とか、ねじ巻き草だとか呼ばれている。確か、正式名称はネジバナ。以前、知り合いのおばさんがそう言っていた気がする。

「こんなところに生えてるなんて……珍しいね」

　小百合は呟つぶやいた。そういえば、この花も小さい頃ころはいろんなところで見かけたが、最近はあまり見なくなったような気がする。自分よりずっと年下の小百合には珍しく感じられるのかもしれない。小百合はすっくと立ち上がると、一弥を見て言った。

「このこと、里さと美みおばさんに教えてあげたら喜ぶかなぁ？」

　里美とは、一弥たちの知り合いのおばさんの名前である。縁あって昔から何かと一弥たちの世話をやいてくれている人だ。彼女の趣味は園芸だった。

「どうかな……」

　一弥は曖あい昧まいな返事をした。というのも、一弥にネジバナのことを教えてくれた張本人が、里美だったからだ。しかし小百合は決意に満ちた表情で言った。

「さゆ、一応教えてみようと思う」

「そうだな」

　一弥は内心どうでもいいと思いながらも、うまくごまかせたことにホッと胸をなで下ろすのであった。



「……っていきなり聞こえてるし」

　一弥は思わず独りごちた。

　ここは二階にある彼の自室。一弥はベッドに座りながら漫画を読んでいた。そして……。

　隣の部屋との壁から、やはり変な声が聞こえるのだ。ベッドに座り、頭を壁に押しつけた状態でぼんやりしていると、壁を伝わる音がよく聞こえてくる。

　それはいつものことだ。聞くともなしに聞く音なので、ちゃんとは聞こえてはこない。しかし、聞き耳を立てれば充分聞こえるだろう。

　一弥はごくりとつばを飲み込むと、向こうに音が漏もれないように、ゆっくりと身体の位置を回転させ、耳を壁に押しあてた。

（こんなことなら、やっぱりさっき聞いときゃよかった……）

　一弥は僅わずかに漏れる自身の息を感じながら、少しばかり後悔していた。

　しばらく耳をすましていると、雑音だったものはしだいにはっきりとした音声となって一いち弥やの耳に届いてきた。

「……ちゃん。あ……コカートちゃんも来てたのね……」

　小さ百ゆ合りの声だ。

「……ゅ……」

　何か聞こえたような気がしたが、うまく聞き取れない。外で鳴いている小鳥のさえずりが邪魔をしているのだろうか。一弥は空いている方の耳を手で押さえ、聞き取りの精度を上げようとした。

「今日ね……学校の図書館で……きたんだけど……つからなくて……」

　そこまで聞いて一弥は壁から身を離した。話の内容はさっぱり分からなかった。しかし、一つだけはっきりしたことがある。

　――隣の部屋に、何かいる。

　一弥は言いしれぬ恐怖を覚えた。自分の知らないところで何かが起きている。場合によっては自分の妹が変になっているかもしれないのだ。今は別にいいかもしれない。しかし、万が一ご近所で噂うわさになるくらいになったら大変だ。俺おれが恥ずかしいじゃないか。

（こうなったら強行突入しかない！）

　一弥はベッドが軋きしまないようにそっと床に足をつけると立ち上がった。本当に何かがいるなら、気付かれてはまずい。

　部屋の扉を細心の注意をこめて静かに開き、そっと閉める。気分は密偵だ。

　忍び足で隣の部屋の扉の前まで歩く。扉の向こう側からは、いまだ小百合の声が聞こえてくる。大丈夫、気付かれていない。

　一弥は震える手で扉のノブに手をかける。

　そして一気に開け放った。

「小百合！」

　叫んで部屋を見渡す。大きく開け放たれた窓の傍そばに、小百合はいた。

　カーテンがはためいている。

　そしてその横の机の上に――、

　雀すずめがいた。

　茶色いその鳥は突然の乱入者に驚いたのだろう、「ヂュッ！」と一声鳴いて窓の外へと飛び立った。

「すず……め？」

　一弥は間抜けな声をあげた。そんな彼に小百合がうわずった声で言った。

「な……何なの？　いっくんってば」

　訳が分からない、といった表情だ。当然だろう。いきなり叫んで入ってきて、勝手に呆ぼう然ぜんとなられたら普通の人間は驚く。

「さっきの雀すずめ……」

　一いち弥やはぼそっと言った。小さ百ゆ合りはガラガラと窓を閉めながら、

「コカートっていうの。きっとびっくりさせちゃっただろうなー」

　残念そうにそう言った。その言葉によどみはない。

「ごめんな」

　一弥は素直にそう謝った。そうだ。さっきのはあの鳥に語っていただけなのだ。小さい子が犬やら猫に話しかけるのと同じレベルなのだ。きっと。

　そう分かったら、何だか急にバカバカしくなってきた。明日、菊きく池ちに会ったら報告してやろう。最近、うちの妹は雀まで手なずけてるみたいなんだよ。ってな具合だ。

　嬉うれしさやらおかしさやらが顔に出てしまって、奇妙な笑い顔になる。

　一弥は何とかそれを隠そうと、小百合から視線をそらした。

「いや～、特に用事はなかったんだけどさー。……あれ？」

　視線をさまよわせるうちに、一弥は彼女の学習机の下に、小さな女の子の人形が落ちていることに気がついた。

「こんなとこ置いてたらふんづけちまうぞ？」

　一弥はそう言うと屈かがんでその人形に手を伸ばした。と、

「あ、それはいいの！　さゆが後でちゃんと戻しとくから！」

　小百合が慌てた声でそう言った。何だか本気で怒っているようにも聞こえる。

「そうか？」

　一弥は一度手を引っ込めて、それでもせっかく屈んだのだから、せめて机の上に置いてやろうと人形を掴つかんだ。微妙に温かい。

「うお、なんかホカホカするぞ」

「もー。だからいいって言ってるのにー」

　小百合は頬ほおを膨らませて言うと、一弥の手からその人形を奪い取った。

「最近の人形はみんなホカホカなんだからぁ！」

　疑わしい新事実を告げ、小百合は人形をそっと手のひらにのせた。

「そうなのか……」

「そうなんだよー」

　小百合はにっこり微笑ほほえむ。一弥には無縁の分野なので本当かどうかは分からないが、どうやら最近のおもちゃ業界は進んでいるらしい。生温かい人形が何の役に立つのだろうかという疑問は残ったが、とりあえず一弥は突っ込まないでおくことにした。

「そっか。覚えとくよ」

　と、

（あれ……？）

　ふいに、一いち弥やは小さ百ゆ合りの持っている人形と目が合ったような気がした。微妙に動いている気もする。そして――、

「へくちっ！」

　その人形は盛大なくしゃみを一弥の顔面にお見舞いしたのだった。



「いっくん……」

　真まっ暗くら闇やみの中で、小百合の呼ぶ声が聞こえた。

「小百合……？」

　声のした方へ向き直る。白い光と共に、小百合の姿が浮かび上がった。同時に、彼女の足下に連なって立つ、たくさんの人形。

「さゆ……り……？」

「さゆね。今まで黙ってたけど……」

　小百合は両手を組みながら一弥を見つめる。瞳ひとみに浮かぶ涙が、光を反射して輝いていた。

「小百合……」

　掠かすれた声で、一弥は呟つぶやく。彼女の元に向かおうとしたが、どうしてか足が動かない。

「さゆ……本当は人形の国のお姫さまだったの」

　光の中で、小百合は言った。無茶苦茶な話である。

　しかし、一弥は焦あせった。今の小百合は嘘うそを言っているような顔ではない。もしかしたら本当なのではないか――。

「そ……それじゃあこの人形は……」

「さゆを迎えに来た人たち……」

　小百合は再び一弥を見つめた。

「一〇歳になるまでは、ここにいるつもりだったけど……さゆ、もう行かなきゃ」

　そう言った彼女の瞳からは、ぽろぽろと涙がこぼれている。

「楽しかった。さゆ、いっくんと一緒に過ごせて、楽しかったよ……」

　もうほとんど泣きじゃくっている状態で、小百合は何とかそれだけを言った。同時に彼女の姿がかすんでいって……。

「なっ……小百合―――！」

　絶叫する一弥をよそに、彼女の姿は暗闇の中へと完全に消えてしまったのだった。



「……っくん？　ちょっといっくん！」

　小百合の声で、一弥はハッとなった。目の前には――消えてしまったはずの小百合。

「あれ？　俺おれ……」

「白目をむいて座ったまま寝てたみたいだよ」

「人形の国は……？」

「何それ」

　小さ百ゆ合りは呆あきれて言った。一いち弥やはその言葉にようやく頭の焦点を戻して、辺りを見渡した。普通の、何の変へん哲てつもない小百合の部屋である。

　いつから夢を見ていたのだろう。一弥はそう思って、こめかみを押さえた。

（ええっと、部屋に入って雀すずめがいて……それで俺おれは出て行こうとして……）

　そこまではいい。だが、その後だ。

　人形がくしゃみをした。

　そんなことあるはずがなかった。一弥はキョロキョロと部屋中を眺めた。あの人形は――いない。

「あれも幻覚か……」

「幻覚って？」

　ひょい。と頭の上から影が落ちた。そこにいたのは――くだんの人形。視線が合う。

「う……」

　固まる一弥。それに人形は大胆にも微笑ほほえんで、

「えへ」

　一弥は無言でその人形を掴つかんだ。目の前に持ってきて、凝視する。それから、

「うぁあああ―――！」

　叫びながら放ほうり投げた。すかさずナイスキャッチで受け止める小百合。彼女は目を回している人形と一弥を交互に見やると、

「いっくん。見なかったことにしてもいいけど……。どうする？」

　そう言って曖あい昧まいな笑みを浮かべたのだった。



    

  
    
      


第二話　久く那な斗との民



　はるか昔――。

　まだ、この国が倭わと呼ばれていた頃ころ――。

　呪じゆ術じゆつによってその肉体を限りなく小さくした人々がいた。争いを避け、住む世界を違たがえることで、平穏を手に入れた一族。

　名を、久く那な斗とという。

　そして現代――。



　宝たから稲いな郡ぐんの北西部にある、大して大きくもないが自然だけはたっぷりある山の奥に、その里はあった。

　広大な里である。といっても、そこに住んでいる者にとっては、の話であったが。

　久那斗の民――全長約一〇センチほどの大きさの、小さな人間たち。

　そんな彼らの住む場所。それがこの里であった。里の一つ、といった方がいいかもしれない。とにかく、現在そこには千人弱の久那斗の民が暮らしている。

　この里には名前がない。つける必要がないのだ。他ほかの里との交流は全くなく、里から出てゆく久那斗の民はほぼ皆無である。彼らにとって、世界は里と「巨人」たちの世界。その二つだけであった。

　彼らは、外界から見つかることのないようにと、特別な結界を里の一帯に張り巡らし、閉じられた世界をつくり出した。身体を小さくした分、短くなってしまった寿命も、その結界の中では普通のままで。『外』に出られない代わりに、平穏を手にした久那斗の民は永ながくこの地で生活を続け――。いつしか彼らは、自分たちが元来「巨人」であったことも、里の外に他の久那斗の民が存在することも、全すべて忘れていった。



　ドタドタと慌ただしい足音が聞こえて、メイネはため息をついた。青みがかった白はく髪はつ。老成した浅緑の瞳ひとみ。以前、パウエルと一緒にいた青年である。

　里の中での彼は、かなりの権力者であった。様々な知識に富み、人民からは「賢者」と称されるほどである。実際はかなりの高齢で、老人というほどの年なのであるが、全くそうは見えないところも、また、彼の存在を意味深なものにしていた。人々は彼を敬うやまい、そして恐れていた。本人にあまりその自覚はなかったが。

　メイネは現在、宮殿内の一室にいた。里の中央に位置する、里の長おさの住まい。そこは、同時に里の政府機関でもあった。

　メイネがいるのは里長に仕える彼に与えられた、いわば研究室である。机につき、眺めていた書きかけの書類を置くと、メイネは部屋の扉を見つめた。

「メイネ老！」

　バン！　と勢いよく開かれた扉の向こうから、一五、六歳ほどの少年が顔を出した。

　鋭い目をしてメイネを睨にらんでいる。しかし、メイネは動じずに微笑ほほえむと、

「やあ、ザイス。……どうしたんだい？」

　彼は里長の一人息子で、幼い頃ころにメイネがよく面倒をみていた少年だった。

　メイネには、ザイスが何のためにここに来たのかが分かっていた。それは恐らく――。

「メイネ老。〈呪のろいの子〉がいなくなったそうだな」

　少年――ザイスはおごそかな口調で言って、メイネに冷ややかな視線を投げかけた。

　予想通りの台詞せりふ。メイネは腕組みをして少年を見つめ……、

「うーん。よく分からないなぁ」

「何を……分からないはずがない！　アンタが育ててた、あのパウエルのことだぞ！」

　ザイスはそう言って叫ぶと、噛かみつかんばかりにメイネを見つめた。しかしメイネはとぼけた表情で、

「ザイス……。そうならそうと、最初からそう言えばよかったんだよ。呪いの子、なんて誰だれのことかと思うじゃないか」

　完全にふざけている。ザイスにもそれは理解できた。しかし、もともと大人おとなぶっているだけの少年はまともにダメージを受け、

「じ……事実を口にしたまでだ」

　そう言って口ごもる。メイネはため息をついた。

「はぁ。昔はいい子だったのに……」

「さっさと答えろよ！」

　子供扱いされたのが堪こたえたのだろう。ザイスは怒って叫んだ。それに対しメイネは意外に真剣な表情で、

「『外』の世界に出て行った。あの子にはその力があった」

　彼は視線をそらした。書斎の小窓に手をかけ、どこか遠くを見つめる。ザイスは我が意を得たりといった表情で、

「やはり逃がしたか……」

「何のことだか」

「フン。ぼけっぷりだけは年相応ってわけか」

「そうだねー。最近もの忘れがひどくってさ」

　メイネはわざとらしく頭をかいた。しかし、ザイスは小さく嘆息したのみであった。彼は再びきつくメイネをねめつけると、

「……まあいい。とぼけていても結果は変わらん。メイネ老。俺おれは必ずあいつを見つけだし、殺すからな」

「……」

　殺すの一言に、さすがのメイネも沈黙した。驚いたわけではないが、言葉をかけることの無意味さがよく分かっていたからだ。ザイスは里長の息子。メイネがいくら賢者として敬うやまわれる立場にいようとも、彼には関係のないことなのだ。メイネは毅き然ぜんとした瞳ひとみでザイスを見つめる。その視線から目をそらし、ザイスは言った。

「あいつは呪のろわれた存在だ。殺してやるのが情けというものだろう」

「……ザイス」

　小さく、メイネは呟つぶやいた。呼び止めるほどの力も持たない小さな声。現にもうザイスは部屋を出て行こうとしている。扉の前で、ザイスは言った。

「邪魔をすることは認めない。即刻この宮殿を去れ」

「自宅で謹きん慎しんしろ。ってことかい？　随分と甘いね」

　挑戦的なメイネの言葉に、ザイスは背を向けてから答えた。

「ティムがいるからな。アンタがいなくなると悲しむだろう」

　彼は、メイネの弟子である少年を引き合いに出すと、そのまま姿を消してしまった。メイネはしばらく立ち尽くしていたが、嘆息すると、荷物をまとめ、静かに宮殿を後にした。
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「ふーん」

　一いち弥やは半眼でそう言った。目の前には人形――ではなく「久く那な斗との民」なる、どう見てもこびとさんな少女がいる。

　全長約五センチの手のりサイズ。茜あかね色いろの髪をお下げの三つ編みにし、赤いフェルトで作られたいかにもなとんがり帽子をかぶっている。

　妹は変になってはいなかった。ただ、不思議少女になっていたのだ。誰だれが想像できるだろう。自分の妹がいきなりどこかの得体のしれない謎なぞ生命体と心を通わせてました、なんて……。

　小さ百ゆ合りはあの後、説明を求める一弥に次のように語ってくれた。

「どうしてだか迷子みたいなの！　かわいいの！　この帽子、わたしが作ったんだよ！」

　全く説明になっていなかった。どうやら、今まで誰にも話せなかった分が爆発しているらしい。うっかり秘密を共有することを選んでしまった一弥はいきなりちょっと後悔していた。

「えっと……」

　目の前の、小さな少女が口を開いた。ちょっともじもじしている様子である。一いち弥やは、彼女をずっと半眼で凝視していたことに気付き、少しばかり表情を和やわらげた。少女がにこっと微笑ほほえむ。そして、

「パウエルはね、名前、パウエルっていうんだよ」

　嬉うれしそうに、そう言った。

「……ええーっと」

（いかん。かなりのバカだ）

　何だか、あの小さ百ゆ合りでさえものすごいお姉さんに見えてくるくらい、パウエルという少女はバカ全開な感じだった。思わず視線をそらす一弥に、パウエルは言った。

「さゆりから聞いたよー。『いちや』っていうんだよね！」

「……ああ」

　力なく応こたえる。しかしパウエルはそれにはおかまいなしに、満面の笑みを浮かべた。

「ねえねえ、いちやもサトリ様を捜すの手伝ってくれるの？」

「――サトリ様？」

「うん！　パウエル、その人のところに行く予定だったんだー」

　うーん、確かに迷子だ。小百合の言ったことに間違いはない。しかし……、

（――そもそもこいつは何なんだ？）

　そんな、しごく当然の疑問が一弥の頭をよぎっていった。小百合はどうして不思議に思わないのだろう。こんな人間、いるはずがない。

（ってかそういう疑問を持つ俺おれの方が変なのか!?）

　しばらく思い悩んだ一弥だったが、妹の方が絶対変だと断定し、パウエルに問いかける。

「ちょっとお前、手伝ってもいいがまず自分のことちゃんと話せ」

　するとパウエルは顔をしかめ、唇を尖とがらせると、

「ええー、さゆりはそんなの聞かなかったのにー」

「あんな不思議少女と一緒にするな！」

「いっくん。ひどい……」

　横で小百合が小さく抗議しているが、あえて無視。

「お前、一体何者だ？　何でそんなに小さいんだ」

　そう尋ねると、少女は黙りこくってしまった。真剣に考えているようにも、何も考えていないようにも見える、微妙な表州気まずい空気が流れる。しばらく経たって、ようやくパウエルが口を開いた。

「そんなの分かんないよ。メイネ様だったら分かるかもしれないけど。じゃあ、いちやたちは何で巨人なの？　そっちのが変だよ」

　逆に聞かれて、一弥は思わずウッとなった。確かにそうかもしれない。その……「久く那な斗との民」ってやつは、自分たちがこびとだなんて思ってない。俺おれたちが自分たちのことを巨人だと思ってないのと同じように。

　結局は自分も答えられなかっただけなのだが、一いち弥やはその質問を取り下げることにした。

「百歩譲ゆずってお前らを認めるが」

「ゆずられた……」

　何だか不服そうに呟つぶやくパウエル。しかし、一弥はそれを無視して、

「お前、きっと何かできるんだろ？」

「へ？」

　パウエルはきょとんとして一弥を見つめた。それに一弥は期待のまなざしで、

「ほら、さっきの雀すずめ、あれと話ができたりとかさ」

　人さし指を立てて言う。

（さっきコカートとか言ってたしな）

　一弥はそもそもこういう話は嫌いではないのだ。むしろ好きといってもいい。さっきは現実的に考えて認めたくなかっただけなのだ。認めてしまえば何でもない――とまではいかないが、好奇心が先立つ性格なのだ。

　ドキドキしながら少女の答えを待つ一弥に、パウエルはほっぺたに両手を添えて、

「できるわけないじゃん」

　何でそんなことを聞かれたのか分からないといった表州困ったように小さ百ゆ合りを見上げている。小百合も一弥を見つめ、心配そうに言った。

「もっと現実を見た方がいいよ。いっくん」

（グッ……こいつにだけは言われたくなかった……）

　もろにダメージを受ける一弥。と、パウエルが思い出したように言った。

「あ、でも巨人の人たちは魔法使えないんだっけ」

「魔法っ!?」

　一弥は身を乗り出した。

「すっげえ！　魔法って、空飛んだりとかそういうやつか!?」

「うん。空飛ぶのはすっごく大変だから誰だれもやんないけど」

　パウエルが当然のように言い放つのを聞いて、一弥は頬ほおを紅潮させた。本気で不思議生物だこいつは。

「へえー、パウエルちゃんとこのお家ってすごいんだねー」

　横では小百合がのんきに感心している。

　パウエルは褒ほめられたのが嬉うれしかったのだろう、フェルトの帽子のふちを両手で引っ張って顔までかぶると、「キャー」と小さく声を漏もらした。

　こうして見ると何だかかわいくなってくる。一弥は少しばかり口元をほころばせた。

「で、お前は何ができるんだ？」

　一いち弥やは先ほどまでよりは幾分か優しい声で問いかけた。パウエルは帽子からすぽっと顔を出すと、

「パウエルは使えないよ。何もできないってすっごい珍しいんだって！」

　なぜか自信満々に言いきった。小さ百ゆ合りは目をキラキラさせて、

「パウエルちゃんってすごいんだねー」

（そういう問題じゃないだろ……）

　一弥は頭が痛くなってきた。バカのダブルパンチを喰くらっている気分だ。そんな彼の気も知らないで、

「うんっ！」

　パウエルはうなずいた。満面の笑みを浮かべ、両手を腰のあたりで組んでせわしなく足を机に滑すべらせている。それからパッと両手を広げて、

「あとねあとね、パウエルってね、わりと〈世界最大のこびと〉なんだって！」

（――え？）

　一瞬、彼女から目を離していた一弥は思わずパウエルを見つめた。今、「世界最大」とか聞こえたような……。

「〈世界最大のこびと〉？」



    

  
    
      



    

  
    
      　うまいこと、小さ百ゆ合りが聞き返してくれた。

「うん！　パウエルは、おっきくなるパウエルなの！」

（あー）

　なんつーか、読めた気がする。つまり、こいつはこびとの中ですら、こびと扱いされてたのだ。で、これから大きくなるよ、という意味で〈世界最大のこびと〉……。

　一瞬、他ほかの久く那な斗との民というものが、このパウエル以上に小さいのかと思った一いち弥やは、納得して彼女を見た。

（しかし、本気でバカだなあ……）

　一弥は、今からでも見なかったことにしようかと本気で思案し始めた。すると、その横で小百合がポンと手を叩たたきながら言った。

「そういえばパウエルちゃんって、どうしてサトリ様っていう巨人の人を捜してるの？」

　彼女も先ほどのパウエルの台詞せりふには賛同できなかったのだろう、話題を変えてきた。

　と、それを聞いて一弥の心にある疑問が生まれた。一弥は言う。

「一度、その里ってやつに帰ったらどうなんだ？　そのサトリとかいう人の場所、分かんないんだろ？」

　そう。この少女は迷子だと言った。目的は分からないが、こんなに幼いのだ。恐らく大して重要な用事ではない。こんなところで無断外泊している方が問題だろう。

「親御さんも心配してるぞ。きっと」

　一弥はもっともらしくそう言った。断じて、やっかい払いがしたいわけではない。断じて。

　パウエルは一弥を見る。お下げの三つ編みを両手に持つ。しばらく彼女は考えこむような様子をしていたが、

「たぶん無理」

　俯うつむいて一言そう言った。

「何！　帰り方も分からないのか!?」

「違うもん！」

　呆あきれる一弥にパウエルはすかさず言い返した。それから再び俯いて、

「パウエルはすごくって、〈世界最大のこびと〉で……でもそう言うのはメイネ様だけで……他の人たちはパウエルは呪のろわれた子だって言って……」

　帽子の先端が細かく揺れる。少しずつ声が小さくなってゆく。

「もう、里にはいられないんだって……だからサトリ様に会って外の世界で暮らさなきゃいけなくって」

「お前……」

　一弥は思わず呟つぶやいた。これじゃ迷子っていうより捨て子じゃないか。

　かわいそうにこの少女は、恐らく魔法が使えないからとか何とかいう理由で魔女裁判にかけられ、住み慣れた故郷を追い出されたのだ。

　思いっきり同情した一いち弥やは人さし指をパウエルの肩に軽く乗せると、

「お前も苦労してるんだなあ」

「うん。いろいろしなきゃいけなくってもうめんどくさくって」

　パウエルは顔を上げるとケロッとして言った。

「でもさゆりが三つ編みしてくれるし、パウエルわりと平気ー」

　三つ編みを両手で持ち上げて何も考えてないような笑顔で笑う。

　一弥はひっそり同情したことを後悔した。



「ただいまー」

　階下から少し高い女性の声が響いた。ガサガサとビニール袋の擦こすれる音がする。

「お、母さんだ」

　一弥は立ち上がってパウエルを見た。

「……とりあえず内ない緒しよにしとくか」

　彼の母親は小さ百ゆ合りに似てのんびりしているというかぼんやりしている性格で、あまり驚かないのでは、とは思ったが、人間の常識の範囲で伝えるべきではないと思ったのだ。こっくりとうなずく小百合。彼女もそう思ったらしい。一弥はうなずき返すと階段を下りて母の元に向かった。

「お帰りー」

「あ、一弥。ありがとう。ってかよろしくー」

　にこやかに微笑ほほえんで、母、勝かつ子こは一弥にスーパーのビニール袋を押しつけた。

「はいはい」

　手慣れた動きで一弥はビニール袋から食品を取り出し冷蔵庫にしまう。

「ありがとねー」

　洗面所の方から声がする。手を洗っているようだ。勝子は台所に現れると、腕まくりをしながら言った。

「小百合は？」

「二階でえーっと……宿題するって言ってた」

「そう」

　そう言って彼女は夕食の準備を始める。勝子の身長は一五〇センチ程度と低く、一弥には低すぎる流しも彼女にはぴったりといえた。風であおられたのだろう、セミロングの髪の毛はところどころはねていて、少し邪魔そうに見えた。

「あ、一弥もういいからあっち行ってて」

　彼女は早々に一いち弥やを退散させた。この家の台所は狭く、いざ調理を始めると、二人ではとてもじゃないが機能しないのだ。

「はいはい」

　一弥は冷蔵庫から魚肉ソーセージを一本くすねると二階へと退避した。



「わーい。さっすがいちやだー！」

　魚肉ソーセージを前にして、パウエルはご満まん悦えつだった。小さ百ゆ合りの学習机の上で、彼女は懐ふところから赤い小さなお箸はしを出し、ニコニコしている。

「箸使うんだ。お前」

「もちろん！　ナイフもフォークもスプーンも持ってるし、歯磨きセットだって持ってるもんねー」

　誇らしげに胸を張るパウエルに、一弥はなんとはなしに笑みを浮かべると、

「なあ小百合」

「何？」

「サトリ様っての捜す手がかりってあるのか？」

　小百合は「あっ」と口に手を当てると、ランドセルから紙切れを取り出し一弥に見せた。

「これは……？」

「パウエルちゃんが持ってたサトリ様の居場所の地図を、さゆがおっきく書き直したの」

「ふーん」

　一弥は地図を見た。山があって、山があって、家があって……。

「……って分かるかこんな地図っ！」

「いっくんもそう思う？」

「っつーか書き写す前に気付け」

「うー」

　悲しそうに見つめてくる小百合を無視し、一弥は地図を足下に置いた。

「他ほかに手がかりはないのか？」

　小百合と、食事中のパウエルに向かって言う。パウエルは箸を置いて一弥を見つめた。

「サトリ様って名前と……たぶんおばあちゃんだと思う」

「そんな年なのか」

「うん。この地図メイネ様に書いてもらったんだけど、メイネ様ってばすっごいおじいちゃんなの！　たぶん……一〇〇歳くらい!?」

　もごもごと魚肉ソーセージを頬ほお張ばりながら、彼女は自信満々に言ってのけた。沈黙する一弥。しばらくして彼は口を開いた。

「一〇〇歳って……もう死んでるんじゃねえの？」

「……だね」

　小さ百ゆ合りが力なく同意する。

「そっかー。メイネ様って結構ぼけてるもんなー」

　大してショックを受けるでもなく、平然と言い放つパウエル。一いち弥やはムカッとなって、

「お前なー」

「だってパウエルにはどうしようもないんだもん。仕方ないよ」

　呆あきれる一弥。しかし小百合は対照的に涙ぐんで、

「そうだね。パウエルちゃん。安心して！　さゆといっくんが責任もってパウエルちゃんと暮らすから！」

（――っておい！）

　勝手に責任者に名を連ねられ、一弥はとりあえず心の中で突っ込んだ。しかし、

「わーい！　さゆりもいちやも大好きー」

　無邪気に言うパウエルに、結局は何も言えない一弥なのであった。



　　　＊＊＊＊



　久く那な斗との民の住む里――その郊外にあたる部分に、小さな一軒家が建っていた。木造三階建ての細長い外観の住宅である。その玄関にあたる扉を、メイネは静かに開いた。

　ここは彼の自腺つい先日までは、パウエルも住んでいた家だ。

「お帰りなさい。メイネ様」

　家の中から、声がした。少し高い、子どもの声だ。

「ただいま。ティム」

　メイネは声の主の名前を呼んで、室内にあがった。すぐのところにあるテーブルに、五、六歳の少年が腰を下ろしている。薄茶色のふわっとした髪の少年だ。

　ティムは、メイネが預かって弟子として育てている少年である。両親が亡くなり、孤児となったのを、メイネが引き取ったのだ。

　メイネは宮殿から持ち帰った大量の荷物をテーブルにドサッと置いて、その一部を手に階段の方まで歩いた。二階の研究室にしまうのである。ティムはメイネの意図を察したようで、椅い子すからぴょこんと飛び下りると、荷物の中にあった本を数冊持って、その後を追った。メイネは無言で階段を上がって行く。廊下に荷物を置き、研究室の扉を開ける。

　すっきりとした部屋である。しかし、普通の久那斗の民が見れば、そのあまりの異常さに気がつくであろう。

　そこは、電化製品の山であった。

　テレビ、ラジオ、冷蔵庫。机の上にはライトスタンドに、電卓もある。

　普通の久く那な斗との民は、電気を知らない。魔法があるから、必要ないのだ。どちらかといえば、自然と共に生きているのがこの里の民なのである。

　ただし、メイネは例外だった。巨人の作った電化製品を集めては自分用にと作り直し、電源用に自家発電までしている始末である。

　しかし、そんなメイネの研究室について知る者はほとんどいない。

　久那斗の民の大半は巨人のことを恐れている。巨人の技術を賢者であるメイネが使っているなどと知られては、何かとまずいのであった。

　ただ、それにすっかり慣れてしまっているティムは、特に驚くこともなく、スタスタと机の前まで歩くと、持っていた本をポスンと机の上に置いた。それから、振り向いてじぃっとメイネを見つめる。

「……どうした？　ティム」

　メイネは、その視線に気がついて言った。ティムは床に視線を落とし、おずおずと口を開く。

「メイネ様。どうしてパウエルお姉ちゃんはいなくなっちゃったの？」

「それは……」

　メイネは言葉を詰まらせた。パウエルが『外』に出て行って、既に数日が経過している。そして、その間メイネはティムに何も説明していなかった。ただ、「結界の外に出て行った」と伝えたのみ。

　しかし、ティムはメイネの予想以上に聡さとい少年だった。現に、こうやって異変を感じ取り、問いかけている。

　答えないメイネに、ティムは僅わずかに視線を上げた。

「呪のろいの子……だから？」

「ティム！」

　ティムの発した言葉に、メイネは思わず叫んでいた。ティムはビクッと肩を震わせ、再び床に視線を落とす。メイネがその言葉を嫌っているのは、以前から知っていた。だから、今まで聞けなかったのだ。だが、ティムは納得できない様子だった。涙目になりながらも、小さく反論する。

「だって……皆そう言って……」

　ティムの言っていることは事実だった。呪いの子のパウエルが出て行ってよかった、というのが大半の意見である。同じ家に住んでいたティムが、そういった声を耳にするのは、しごく自然のことのように思われた。

　メイネはふう、とため息をつくと、幾分か口調を和やわらげてこう言った。

「いや、そうだねティム。ティムが悪いんじゃない。教えていない私が悪いんだ」

　そう。言わないでいても、何もいいことはない。間違った情報を得るだけなのだ。

（どう説明したものか……）

　パアッと明るい顔をして、こちらを見つめるティムに、メイネは少し頭をかいた。彼はしばらく黙考していたが、何か思いついたのだろう。優しい目をして、

「どうして、私たちは魔法が使えるのだろう、とは思わないかい？」

「ううん。どうしてなの？　メイネ様」

　ティムは少しも考えずに、素直に問いかけた。メイネは僅わずかに苦笑する。

「それは、私たちが魔力によって縛られているからだよ」

「？　それは、魔力があるから、ということ？」

　また、質問する。しかし、その飲み込みの早さにむしろメイネは感心して、

「はは。つまりはそうだね。でも、じゃあ、何でパウエルは魔法が使えないんだろう？」

　さらに問いかけてみる。研究室の椅い子すに腰掛け、少年を見つめる。その顔はまさに教師のそれだった。ティムは拳こぶしをあごに当てて、しばらく考えていたが、おずおずと、

「魔力が……ないから？」

「魔力は誰だれにでもあるんだ。私たちがそれを使えるのは、身体が小さいからだよ」

「ぼくは、パウエルお姉ちゃんより、メイネ様の方が大きいと思う……」

　すかさずティムが言った。メイネは苦笑して、

「うーん。……ティム。私たちは巨人よりは小さい。そうだね？」

「巨人が大きすぎるんだ！」

「いや、私たちが小さいんだ」

「むー」

「昔、私たち久く那な斗との民は巨人だった。それが小さくなってこの大きさになった」

　メイネの言葉にティムは思いっきり疑惑の眼まな差ざしを送る。無理もない。巨人と久那斗の民は、全く別の種類の生物だというのが、一般的な考え方だ。メイネの見解はむしろ異常なものなのである。

「魔力で身体を縛ったんだ。身体を縛る魔力。その余りが、今私たちが魔法として使っている魔力なんだよ」

「じゃあ、巨人にも魔力があるの？」

　ティムは唇を尖とがらせて問いかけた。あげ足を取ろうとしているのだ。しかしメイネはうなずいて、

「あるよ。ただし、身体が大きすぎて全然量が足りない。つまり、魔力は持ってるけど、魔法は使えないってことだね」

「変なの」

　ティムはそう言うと、ストンと床に腰を下ろした。壁に背中をもたせかけ、不服そうにメイネを見る。ティムは言った。

「……じゃあ、パウエルお姉ちゃんは？」

「パウエルは……」

　メイネは呟つぶやいて、自らも床に座ると、

「久く那な斗との民は、元々は巨人だった。それを、自然の摂せつ理りに逆らって、無理矢理小さくして今の大きさになった。だから、たまに例外が起きる」

　繰り返される説明に、ティムは頬ほおを膨らませる。しかしメイネは根気よく続けた。

「元の巨人に戻ろう、という自然の意志を私たちは魔力で抑えている。だけど、パウエルはその力が魔力より大きいんだ。身体が成長する速度も、巨人と同じ。だから、結界を張った里の中ではずっと幼いままなんだ」

　久那斗の民は、寿命を巨人だった時と同じに保つため、結界に老化を遅らせる作用を持たせた。だから、普通の巨人並みに成長するパウエルは、ずっと成長しない……。

　ティムは無言だ。何か、考え込んでいる様子だった。

「いずれ、あの子は巨人になる。それは悪いことじゃない。だけど、皆は自分たちは普通で、パウエルだけが変なんだと思っている。だからあんな風に言うんだ」

　メイネの最後の言葉に、ティムはハッと顔を上げた。それから、泣きそうな顔で言う。

「パウエルお姉ちゃんは……久那斗の民じゃないの？」

　少年の優しさに、メイネは優しく微笑ほほえんだ。くしゃっとティムの柔らかい髪の毛をなでると、メイネは立ち上がって言った。

「久那斗の民さ。ただし、世界最大のね」



　　　＊＊＊＊



「あ、明日はソウルマンを観みなきゃっ！」

　いきなり、パウエルはこう言った。一いち弥やがパウエルの存在を知ってから、三日後――土曜日のことだった。

　一弥は耳を疑った。

『情熱戦隊ソウルマン』。日曜の朝にやっている戦隊モノの特撮番組だ。

　どうもパウエルが言ったソウルマンというのは、このソウルマンしか思い浮かばないのだが……。

「もしかして……テレビか？」

　とりあえず一弥は聞いてみた。するとパウエルは大きな瞳ひとみをきらきらと輝かせ、

「うん！」

　ニコッと笑ってうなずいた。

　一弥はまたもや頭が痛くなるのを感じていた。ちっちゃくて魔法使いで、とメルヘンな感じだった久く那な斗との民のイメージがガラガラと崩れていく。いや、そんな偏見を持っていた自分が悪いのだ。そう、分かってはいるのだ。分かってはいるのだが……。

（何かショックだ……）

　がっかりした顔の一いち弥やに、パウエルは小首を傾かしげて、

「いちやんち、テレビないの？」

　かわいそうなものを見るような目で聞いてくる。

「あるよっ！」

　小声で叫んで、一弥はすぐにしまったと思った。どうせなら、ないことにしておけばよかった。一弥の家のテレビは居間にある一台だけ。母の勝かつ子こは専業主婦なので、大たい抵ていはそこにいる。日曜ならなおさら。下へ手たをすれば父の正しよ次うじ郎ろうもいる時間である。

　観みに行かせるわけにはいかなかった。

　こっそり連れて行って観せるのも却下だ。俺おれが観ていると思われるのだけは避けたい。

　悩む一弥に小さ百ゆ合りが言った。

「ビデオに録とって、お母さんのいない時に観るのはどう？」

「お！　ナイス小百合」

　なかなかいい案である。一弥はポンと手を打つと、ちょっと小声になって、

「兄ちゃんは恥ずかしいから、小百合録画してきてくれないか？」

　小百合は一瞬一弥のことを見上げ、沈黙したが、すぐに笑顔になると、

「うん。さゆはパウエルちゃんのお姉さんだもんね！　行ってきまーす」

　あっさり了承し、居間のある階下へステップを踏むように下りて行った。

　自分が行かずにすんだことに安あん堵どする一弥。と、何やら視線を感じる。

「――どうした？」

　視線の主はパウエルだった。何か言いたそうである。パウエルは一弥と視線が合うとぴょこんと立ち上がって、

「ねえねえ、ビデオって……なあに？」

　純真な目をして、そう言った。どうやら、久那斗の里にはビデオなどないらしい。一弥はちょっと優越感を覚えた。あごに手をやり、にやりと笑いながら、

「ふっふっふ。――知りたいか」

「知りたい知りたい！」

　身を乗り出すパウエル。一弥は満足そうにうなずくと、人さし指も高らかに、

「ビデオとはっ」

「とはっ」

　パウエルが相づちを打つ。と、一弥の動きが止まった。

（そういや、こいつ説明して分かるんだろうか……？）

　ちらり、とパウエルを見る。彼女も人さし指を掲げ、なぜかピョンピョン跳ねている。

　どう説明したらいいものか迷う一いち弥や。その時、トタトタと物音がして、小さ百ゆ合りが部屋に戻ってきた。

「ただいま帰りましたーっ！」

「お帰りさゆりー」

　扉を開けて笑う小百合に、パウエルが元気よく言った。小百合は扉を閉めると、

「予約してきたよー」

「おう。ところで小百合。こいつがビデオについて教えて欲しいって言うんだけど……」

　一弥は困った顔をして言った。すると小百合は特に考える風でもなく、すたすたとパウエルの前まで歩くと、

「えーっとね、パウエルちゃん。ビデオっていうのは、ソウルマンが日曜日じゃなくても観みれるようにする機械なの」

（そうか、そういう説明でよかったんだ）

　一弥は妙に感心した。自分は頭が固すぎるのかもしれない。パウエルはその説明で納得したらしく、いつも以上に瞳ひとみをキラキラさせて、

「ええっ！　すごい！　魔法!?」

「うん。そうなんだよー」

　あっさり肯定して微笑ほほえむ小百合。嘘うそまで教えてどうする。パウエルは完全に信じちゃったらしく、両手をこれでもかと広げて、

「すごい！　ね、いちやもそう思うよねっ！」

　一弥の方に視線をやって、問いかける。一弥は、訂正する気も失うせて、優しく微笑むと、

「ああ、小百合はすごいな」

　そう言って妹の頭をなでたのであった。





　校庭脇わきの木々を、春風が揺らしていた。

　月曜の昼休み。一弥は木陰に座って、のんびりと空を見ていた。昨日のソウルマンは無事録とれていたようで、今日、小百合が帰りしだい、二人で観るのだそうだ。

「平和だなぁ……」

　一弥は独りごちた。最近、自分の周りに異常なことが起きすぎて、世の中全すべてが変になったみたいだった。だからだろうか。こうやって、何の変へん哲てつもない風景を見ていると、とても気分が安らぐ。一弥は食べ終わった弁当の蓋ふたを閉め、ふう、と一息ついた。と、

「おーい！　ここにいたのか弓ゆみ島しまー」

　異常その一。友人の菊きく池ちが大振りに手を振りながら駆けてきた。

　一いち弥やは思いっきり眉まゆをひそめた。せっかくの平和なひとときが台無しである。

　菊きく池ちはそんな一弥の内心などお構いなしに、満面の笑みを浮かべながら木陰の中まで侵入する。

「……何か用なのか？」

　一弥は、それと分かるように眉をひそめて言った。

「ああ」

　菊池は、爽さわやかな笑みを浮かべて言う。全く動じていない様子である。

「今週の日曜、空いてるか？――お前とさゆちゃん」

「ん？　まあ空いてるけど」

「よぉっし！　じゃあ、空けといてくれよな弓ゆみ島しまっ！」

　菊池はガッツポーズを取りながら叫んだ。

「日曜って一体何が……」

　一弥は立ち上がろうとして地面に手をついた。その時である。

　――ザザザッ。

　ふいに、耳障りな音が聞こえた。

　木陰のすぐ後ろ、フェンスの向こうからだった。

　一弥はとっさに後ろを振り向く。――何もいない。

「な、なんだ……」

　一弥は小さく呟つぶやいた。すると音の主はそれに反応したのか、

　ガサササ。

　先ほどよりは小さな音をたてた。妙に速い動きである。

「うわあぁぁあ！」

　一弥は叫んで立ち上がった。

「菊池！　向こうに何か……！」

「何言ってるんだ弓島。風の音だろ？」

「……そうなのか？」

「ああ。間違いない」

　菊池は胸を張って答えた。

（本当に……風の音、なのか……？）

　一弥は、何もない木陰を、じっと見つめた。しかし、一弥は小こ馬ば鹿かにするような菊池の視線に気がつき、慌てて校舎側に視線をそらす。

（どうせ、気のせいだよな……）

　一弥は無理矢理自分を納得させて、スタスタと校舎に向かって歩き出した。菊池が、少し離れてその後を歩く。ちょうどその時、午後の授業を知らせる予鈴が鳴った。校庭は、次第に閑かん散さんとなっていった。



「……気付かれなかったようだな」

　校舎へと向かう一いち弥やを眺め、ザイスは呟つぶやいた。硬質な薄緑の短髪。意志の強そうな深緑の瞳ひとみ。弾丸のように飛び出して行きそうな小柄な身体。

　フェンス裏のすぐ傍そばに生えている楓かえでの木の上に彼は立っていた。傍らには少年と同じ年とし頃ごろの少女が一人。彼女もまた、久く那な斗との民であった。

「すみません、ザイス様。私が木から落ちたばかりに」

　少女は膝ひざをつき少年に頭を下げた。一つに結った紺色の長い髪がひらりと揺れる。

「気にするな。俺おれも驚いた」

　ザイスは校舎へと戻って行く数人の影を食い入るように眺めながら言った。

「巨人か……まさかあんなに大きいとは……」

　二人とも、里の外に出たのはこれが生まれて初めてだった。

　外の世界には巨人が住んでいる。そう知ってはいたが……。

「パウエルは……無事なのでしょうか」

　紺色の髪の少女が心配そうに呟いた。先ほどまで眼前にあった、男の巨人たちの姿を思い浮かべる。

　異常なまでの叫び声。

　驚いて落ちてしまった彼女の足音に反応した、あの巨体では考えられないほどの俊しゆん敏びんな動き。

　まさに怪物としか思えなかった。

　恐ろしさと不安で、彼女の藍あい色いろの瞳が僅わずかに潤うるむ。

　それをザイスは気配で感じ取ったのだろう。振り向いて、

「無事でいてくれないと困る」

　それだけを言った。笑いかけるでもなく、ぶっきらぼうな物言いに少女は少しの間呆ぼう然ぜんとしていたが、

「……ザイス様は本当にパウエルが好きなのですね」



    

  
    
      



    

  
    
      　少しばかり溢あふれ出た涙を拭ぬぐいながら微笑ほほえんだ。

　するとザイスは耳まで真っ赤になって身体ごと振り返ると、

「違う！　アテナ。何度言ったら分かるんだ」

　必死になって抗議した。少女――アテナは小さく微笑んで、

「ふふ。失礼いたしました」

　そう言って軽く頭を下げる。こうなっては何を言っても無駄だ。アテナの思い込みの激しさを知っているザイスは、反論するのを止やめて前髪をかきあげる。

「――アテナ」

「はい」

　真剣な表情でアテナは応こたえた。ザイスはうなずき、再び校庭に目をやった。懐ふところから、綺き麗れいな装飾が施ほどこされた短剣を取り出し、握りしめる。

「……必ず見つけるぞ」

「もちろんです」

　アテナはうなずき、それから面おもてを上げた。逆光でほとんど影になっている少年の横顔が映る。深緑の瞳ひとみだけが陽光を反射して、強く輝いていた。



　　　＊＊＊＊



　一いち弥やは家に向かって歩いていた。あれから、菊きく池ちは日曜日の件について、その理由を一つも明かしてはくれなかった。しかし、午後の授業を受ける間に、一弥は、それが来週にやってくる小さ百ゆ合りの誕生日に関連したことだろうという結論を導き出していた。

　人通りの少ない田舎いなか道みちに差しかかって、一弥は前方から自転車が走ってくるのに気がついた。見覚えのある人影が乗っている。すらりと手足の長い、ロングヘアーの女性……。

「あ、いっちゃーん！」

　回れ右をして、逃げようとした一いち弥やに、その女性は大声で言った。

「こ……こんにちは。里さと美みおばさん……」

　一弥はぎこちない笑みを浮かべながらそう言った。葵あおい里美。一弥の母、勝かつ子この昔からの友達で、園芸が仕事兼趣味、という女性だ。何やら、国内では栽培が難しい超高価なサボテンのハウス栽培に成功しているとかで、お金と暇を持て余している感のある人である。

　勝子の友人、といっても、里美のみためは二〇代後半くらいである。そんなわけで、一弥にとって、彼女は自分のことを小さい頃ころから知っている年上のお姉さんといった存在だった。

　小さい頃は普通に好きだったが、このくらいの年になると、逆に苦手に感じる相手である。特に、「いっちゃん」と呼ぶのだけは勘弁してもらいたい。

　彼女は一弥の隣に自転車を止めると、ふふんと笑って、

「いっちゃん。今、逃げようとしてたでしょ～」

　細長い指先で一弥の制服をちょんと突いた。

（分かってたなら逃がしてくれよ……）

　一弥は心の中で毒づいて、しかし外面ではにこやかに、

「ま、まっさかー。そんなことあるわけないじゃないですか」

「ふふ。そういうことにしておいてあげる。――それよりいっちゃん」

「何ですか？」

「さゆちゃん、最近大丈夫？」

　里美は心配そうに問いかけた。大丈夫、とは小さ百ゆ合りの身体のことを聞いているのだった。彼女は、身体の弱い小百合を、何かと気にかけている。一弥はうなずいて、

「大丈夫ですよ。今学期に入ってから、一回も早退してないですし」

「お休みは？」

　鋭く突っ込む里美に、一弥はウッとなって、渋々答えた。

「四回……」

　五月も始まったばかりというのに、すでに四日も休んでいるというのは、十分不健康な証あかしであった。

「薬、ちゃんと飲んでるの？」

　里美は眉まゆをしかめて言った。彼女の言う薬とは、薬草を煎せんじた液体のことだ。園芸の好きな彼女が小百合のためにと調合した、いかにも怪あやしげな液体。しかし、不思議と小百合の身体には合っているようで、彼女は一ひと月つきに一度はその液体を携たずさえ、弓ゆみ島しま邸ていにやってくる。

「まだ、切れてないよね？」

　里美は自らの長い髪を一本つまむと遠くを眺めながら言った。

「うーん。たぶんまだ少しはあったと思うけど……」

　一いち弥やは曖あい昧まいに答えた。実際、妹の薬事情など、一弥は全く興味がないのである。ただ、冷蔵庫に入っていた例の薬瓶びんの中身が、残り僅わずかになっているのを見た覚えはあった。

　里さと美みはふむふむとうなずくと、一弥の肩にポンと手を添えた。

「そう。それじゃまた作って持って行くわね。材料は家にあるし……そうね。明日にでもお邪魔させてもらうわ」

　里美はニコッと笑うと、両手をあげて伸びをした。彼女は、基本的に優しい人なのだ。いつも小さ百ゆ合りのこと、それに、一弥のことも気にかけてくれている。

　里美は再び自転車のペダルに足をかけた。あまり立ち話が好きな方ではないのだ。

「じゃあね。いっちゃん」

　里美は微笑ほほえんで自転車を漕こぎ始めた。遠ざかる彼女に一弥は言う。

「あ、おばさん。あいつが休んだのって、俺おれたちが止めたせいもあるんですよ。ほら、途中で早退とかになったら、迎えに行くのがうっとうしいから……」

（だから、そんなに心配しないで）

　一弥の精いっぱいの言葉に、里美は少し離れた場所で止まって振り向いた。彼女は優しい笑みを浮かべる。

「うん。さゆちゃんによろしくね！」

　彼女は手を振った。一弥も、小さく手を振り返す。里美の姿が見えなくなったのを確認すると、一弥は再び歩き始めた。



『な……なんて卑ひき怯ようなんだッ！』

『フハハハ―――ッ！　卑怯で結構』

『怪人バクガー！　街に大量の羽虫を放ち、みんなを苦しめた罪、重いわよ！』

　玄関を開けると、いきなりこんな声が聞こえてきた。一弥は声が外に漏もれるのを恐れて即座に扉を閉めると、居間へと向かった。

「ただいま～」

「あ、いっくん。お帰りー」

　テーブルを前に座っている小百合が振り向いて言った。パウエルはテーブルの上で画面に釘くぎ付づけである。一弥も鞄かばんを置いて、小百合の隣に腰掛けた。画面には五人の若者と、虫っぽい怪人。どうやら、これが『情熱戦隊ソウルマン』らしい。

　何やら防波堤のようなところで、追いつめられたらしい怪人が両手を広げる。すると、両手から大量の蛾がが飛び出した。直後、怪人の超音波攻撃。まともにダメージを受けたらしい五人はゴロゴロと派手に転がる。

『くっ……こうなったら！』

　地面に手をつき、赤っぽい服を着た若者が叫んだ。

『情熱変身！』

『説明しよう。彼らの心が情熱でいっぱいになった時、彼らの持つソウルメーターがソウルエナジーにより満たされ、ソウルシステムが起動、ソウルマンへと変身できるのだっ！』

　変身シーンとともに、やたら横文字の多いナレーションが流れる。

『情熱の熱い炎。ソウルレッド！』

　赤い変身スーツに身を包んだ男が現れる。それに続いて、黄色、緑、青、ピンクの戦士たちが現れた。ＢＧＭにはやたらと『情熱』を連発する歌が流れている。テレビの前のパウエルはというと、嬉うれしそうに、

「情熱ー、情熱ー」

　と歌っている。画面ではソウルマンが見る間に蛾がを殲せん滅めつし、虫っぽい怪人に詰め寄っていた。しかし怪人は動じるでもなく不敵に笑う。

『フッ……そうか、貴様らがソウルマンか！』

『そうだ！』

『ククク』

『！　何がおかしいっ！』

『いや何、貴様らの群れて戦うその姿、まさにこの虫たちのようではないか？』

『なっ……貴様ァ！』

　怒るソウルイエロー（だと思う）。しかし、一いち弥やは怪人の方が正論だと思った。

　一人突っ込んで行こうとするイエローを手で制して、ソウルブルーが言った。

『待て。怪人バクガー、俺おれたちは確かに虫と同じかもしれん。しかしな』

　ここでブルーの顔がアップになる。

『俺たちは操られちゃいねえ！』

『そして、操られている虫さんたちも悪くないわ！』

　すかさず、ソウルピンクが言う。アンタ、さっきあれだけ虫殺しといて……。などという一弥の突っ込みは、もちろん、テレビの向こうの彼らには届いていない。

　勢いづいたソウルレッドが怪人を指差しながら叫ぶ。

『悪いのは、お前一人だ！』

（うわー。よく分からんがとにかくひどいぞ！）

　一弥は思わず小さ百ゆ合りとパウエルを見た。――が、二人とも普通に観みているだけだ。最近、自分の感覚に自信がなくなってきている一弥はとりあえず黙っておくことにした。

　画面ではなぜか巨大化した怪人バクガーと、ソウルマンの巨大ロボが戦っている。

　派手な爆発とともに、怪人の身体が弾はじけ飛ぶ。どうやらソウルマンが勝利したようだ。

　画面が一転、爽さわやかになって、変身前の若者たちの姿が映し出される。

『お兄ちゃーん！』

　小学生ぐらいの女の子が、変身前のソウルブルーに駆け寄ってくる。

『ああ、カシミちゃん』

『お兄ちゃん。この前は虫入りのお弁当を食べさせちゃってごめんね』

『何だ、そんなこと、気にしてないって』

　少し引きつった笑顔で、ソウルブルーは言った。すると女の子は満面の笑みで、

『うん。そう思って、カシミ、また作ってきちゃった』

　すっとお弁当を差し出す。

『えっ……』

『食えよ。今度は虫は入ってないんだからさ』

『そーよ。カシミちゃんの好意、無駄にしちゃ失礼だわっ』

　すかさず両りよう脇わきから言うグリーンとピンク。どうやら、カシミちゃんとやらの料理は衛生状態より、味に問題があるらしい。

　苦しそうにお弁当を食べるソウルブルーの引きつった笑顔とともに、この回の話は終了したようである。すぐさま、巨大ロボットのおもちゃのコマーシャルが流れ出す。

「はぁ……」

　思わず一いち弥やはため息をついた。子ども番組、恐るべし……！　途中から観みたせいかもしれなかったが、なかなかに訳が分からなかった。

　まだ次回予告が残っているからだろうか、パウエルは真剣に画面に見入っている。

　エンディングテーマが流れ終わり、次回予告が流れる。次回のタイトルは『涙のトワイライト』だそうだ。番組が終わって、ようやく、パウエルは後ろを振り返った。

「あ、いちや！　ねえねえ、巨人のテレビっておっきんだね！　パウエル、びっくりしちゃった」

　パウエルは「きゅー」とか「きゃー」とか言って両手をブンブン振り回した。よっぽど嬉うれしかったらしい。

　一弥は思わずクスクスと笑いながら、ビデオの電源を切ろうとビデオデッキの前まで歩く。すると、画面から、

『ゼニー、ゼニー、ゼニゼニゼニゼニっ♪　ゼニー！』

　軽快で微妙なメロディーが流れ出した。それと共に、硬貨の形をしたキャラクターが現れて踊り出す。

「あ、『出で銭ぜにらんど』だー」

　小さ百ゆ合りが声をあげた。『出銭らんど』。確か大阪にあるいかにも趣味の悪いテーマパークのことだ。これで意外に集客率はいいらしく、大阪観光名所の一つになっている。

「さゆ、行ってみたいなぁ」

　小百合は小声で呟つぶやいた。彼女は、こういったテーマパークの類たぐいに行ったことがない。それは、彼女の身体が弱いことに起因しているのだが、そのため憧あこがれも強いらしく、小さ百ゆ合りは常々こういうことを口にしているのであった。ただし、最近では口くち癖ぐせのようになっているだけで、本気で行きたいわけでもないように、一いち弥やには思われた。すぐに『出で銭ぜにらんど』の紹介は終わった。と、その最後に取ってつけたようなお知らせが入る。

『今なら毎週土日、ソウルマンもやってくる！』

　画面には小さく、『六月末まで』と書いてあった。なんだか嫌な予感がする。ちら、とパウエルを見る。彼女は画面を見つめていたが、ゆっくりと一弥の方に視線を移すと、

「ソウルマンに会いたいっ！」

　キラキラした瞳ひとみ。

　開口一番、予想通りの台詞せりふを吐いて、彼女は期待の眼まな差ざしを送ってきた。

「無理っ！」

　とりあえずそう返す一弥。するとパウエルはぷうと頬ほおを膨らませて、

「嘘うそつきー。メイネ様が言ってたもん！　『出銭らんど』は、巨人だったら行けるって」

（しかし巨人のお兄さんにはお金がなかったのです）

　一弥は何だか悲しくなってきた。

「俺おれってシンデレラ……？」

「いっくん、大丈夫？」

　自分の世界に入りかけた一弥に、すかさず小百合が突っ込んだ。

「あ、ああ……危ないところだった」

　こめかみを押さえながら、一弥が言う。それを心配そうに見つめながら小百合が言った。

「ねえ、いっくん。さゆも……『出銭らんど』行きたいな」

　いつもよりも真剣な表州彼女は少し顔を赤らめながら呟つぶやいた。

「だって、ゼニーかわゆいんだもん……」

　ゼニーとは、『出銭らんど』のマスコットキャラクターである。硬貨に手足が直接くっついた微妙な形状をしており、ハッキリ言って全くかわいい感じのキャラクターではない。

「趣味ワルッ！」

　思わず一弥は叫んだ。小百合は少しショックを受けたようであったが、小声でなおも、

「かわいいもん……」

　と呟いている。

　どうやら本気らしい。勢いで連れて行かされることになったらたまったもんじゃない。うろたえた一弥は素早くビデオの電源を切るとテレビも消して、話をそらそうとした。

「なあ小百合。明日、里さと美みおばさんが来るらしいぞ」

「ホントっ!?」

　小百合は叫んで、一弥に飛びついた。小百合は、異常なくらい里美に懐なついているのだ。一いち弥やはうなずく。

「ああ。そろそろ薬が切れるだろうから、って」

「わーい！」

　小さ百ゆ合りは一弥の両手を握ると、ぶんぶんと振って喜んだ。何というか――さっきのパウエルと同レベルである。

「さとみおばさん？」

　パウエルが小首を傾かしげた。今まで、聞いたことのない名前だから無理もない。すると小百合はとたんにお姉さんの顔になってうなずいた。

「うん！　すっごくきれいなお姉さんなの。でも、さゆ、ちっちゃい頃ころの癖くせでおばさん、って言っちゃうんだ。今さらお姉さんって言うのも変かなぁって思って……。でねでね！　里さと美みおばさんはいっつもさゆにお薬届けてくれるんだよ」

「ああ、『元気汁』だろ」

「違うもん！　『さゆの元気薬』だもん！」

　一弥の突っ込みに小百合はぷうとほっぺたを膨らませた。その頬ほおは興奮のためか真っ赤になっている。

「とにかく明日までは来ないんだし、はしゃぎすぎて倒れたら、里美おばさんも悲しむぞ」

「あ、そうだね……」

　小百合は、一弥の手を離すと、パウエルを両手ですくい上げた。

「パウエルちゃん。お部屋に戻ろ」

「うん！」

　小百合は部屋を出る間際、ふと足を止めて一弥を見つめた。そしてニコッと笑うと、

「いっくん。……さゆ、『出で銭ぜにらんど』のこと、諦あきらめてないからね」

　そう言ってパタパタと階段を駆け上がる。

「俺おれに、どうしろってんだよ……」

　呆ぼう然ぜんとして、一弥は独りごちた。とりあえず、一弥は聞かなかったことにした。



「今日は、里美おばさんが来るんだっ！」

　小百合はうきうきでそう言った。昨日から何度聞かされたか分からない台詞せりふである。

　火曜日。学校から帰ってきて、現在一弥は自分の部屋にいる。部屋には小百合とパウエル。小百合は、黄色いワンピースと、妙に張り切った格好で瞳ひとみをきらきらさせている。

「あーあ、早く来ないかなぁ。五時までには来るんだよねー」

　小百合は、待ちきれない、といった風にそう言った。薬よりもなによりも、彼女は里美に会えることの方が嬉うれしいのだ。小百合の手のひらに乗っていたパウエルは頭上を見上げてにこっと笑った。

「さゆり嬉うれしそ～」

「うん！」

　彼女は力いっぱいうなずいた。身体が揺れ、パウエルが衝撃でずっこける。それを慌てて床の上に下ろしてやると、小さ百ゆ合りは口を押さえて、

「あ！」

「……どうした？」

　一いち弥やは怪け訝げんな顔をして問いかけた。小百合は不安そうな顔で一弥を見つめ、

「パウエルちゃんのこと、どうしよう……」

「隠しとけばいいじゃん」

　即座に一弥は答えた。今のところ、親にだってバレていないのだ。今さら、訪問客の一人や二人、どうってことないではないか。

　しかし、小百合はその答えに満足してはくれなかった。

「でもでも、里さと美みおばさん、さゆの部屋来るし。いっくんの部屋にも来るし」

　そう、里美は来る度に、一弥の部屋を覗のぞきたがるのだった。というのも、昔、一弥が自ら彼女を自分の部屋に招待していたせいなのだが。今は招待もしないのにやってくる。下へ手たに拒こばむと、「エロ本疑惑！」とか言って結局は突入してくる始末なのだ。

　ちなみに、小百合はいつも自分で里美を招待している。いきなり部屋に入ることを拒否しては、向こうも不自然に思うに違いない。

　一弥は少し考え込んだが、

「うーん。でも、こんなに小さいんだし、引き出しの中とかでも隠せるんじゃないか？」

　別に、里美は一弥たちの部屋を覗くだけであって、探りにきているわけでは決してない。部屋にいるといっても少しの間だけだ。小百合は招待しているので、座ってお話したりとちょっと長い時間過ごすことになるのだが。

「それじゃパウエルちゃんがかわいそうだよ！」

　小百合は、いかにも失望したといった眼まな差ざしを向けてきた。続いて、

「パウエルもヤっ！」

　ほっぺたを膨らませて唇を尖とがらせると、パウエルはそっぽを向いてしまった。

「うー、このワガママさんたちめ……」

　一弥は軽く歯噛がみして、嘆息する。本気でこいつら、どうするんだ……。

　パウエルはそんなことはまるで気にしていないようで、キラキラした瞳ひとみで小百合を見上げた。

「さゆりー。パウエルもさとみおばさん、見たいー！」

「駄目っ！」

　一弥は反射的に怒った。さてはこいつ、さっきまでの話全く分かってなかったな……。パウエルはいきなり怒られてムカッときたのだろう、

「いちやには言ってないもーん」

　そう言って舌を出してあかんべをしてきた。かなりムカつくが、とりあえず堪こらえる一いち弥や。

　小さ百ゆ合りはその間、真剣に考え込んでいたらしく、

「うーん。さゆも見せてあげたいけど、パウエルちゃんのこと見られたら……」

　唇に人さし指を当てて、「んー」と言って悩んでいる。悩むまでもなく駄目だろうに。小百合はしばらくそうやっていたが、

「そうだ！　パウエルちゃん、お人形のふりして……」

「却下！」

「えー。どうしてー？」

「こいつがじっとしてられるわけないだろ！」

　一弥の時だってくしゃみをかましてくれているのだ。何もないわけがない。

　小百合は納得したらしく、黙りこんだ。しかし当のパウエルは、

「パウエル、できるよ！　最近、ちょっとだけ背が伸びた気がするし」

　背が伸びたのと何の関係があるのか分からないが、彼女はニコニコとした表情のまま突とつ如じよ「気をつけ」の姿勢になると、

「……」

　どうやら人形のふりらしい。顔まで硬直させ、彼女はぴしっと立っている。

「……」

　じー。

「……」

　結構、頑張っている。一弥は少し感心した。里さと美みに見せるのとは別問題だが。

「……」

　パウエルは頑張っていた。といってもまだ一分経たったくらいであったが。と、

　ぽりぽり。

　おもむろに、パウエルは足首をかき始めた。すぐに一弥たちの視線に気付いて再び「気をつけ」をするが……。

「……って駄目だろ！」

「だって足かゆかったんだもん！」

「人形は足かゆくなんかならないの！」

「かゆくなる人形もいるかもしれないじゃん！」

（あ、アホ……）

　一弥は呆あきれてものも言えなくなった。

　それをパウエルは勝ったと思ったらしい。自信満々な顔をして、

「全くー、だからいちやは人間として小さいんだよー」

　ねー。そう言って彼女は小さ百ゆ合りに同意を求めた。曖あい昧まいな顔で、しかしうなずく小百合。

　一いち弥やはこのこびとに、少しばかり殺意が芽生えるのを感じていた。



「やっほー。里さと美みでーっす」

　ドアホンに話しかける、高く澄んだ声。里美だった。一弥の家の庭が狭いのか、彼女の声が大きいのか、とにかくその声は二階にいる一弥たちにも充分すぎるくらい聞こえてきた。一弥は窓から顔を出し、表を見た。

　門もん扉ぴの前には、里美がいた。裾すその短いジーパンに七分袖の白いＴシャツ、頭には先ほどまでかけていたとみられる青緑のふちのサングラスが載っている。長い髪は風になびいて、時折白いうなじが輝いて見えた。

　里美は門扉に手をかけながら楽しそうに口笛を吹いている。と、窓から眺めている一弥に気付いたようで、彼女は視線を一弥の方に向けると、笑顔で手を振ってきた。

　ダダダダダッ！

　背後でものすごい音がする。たぶん、小百合が階段を駆け下りている音だ。

　結局、小百合はパウエルを自分の部屋のぬいぐるみと一緒のところに人形として待機させることに決めた。

　もちろん、一弥の意見は無視だ。ちょっとの間だけ、こっそり見て、終わり。ということらしい。自分の時とは違い、いきなりではないから大丈夫だろう、と一弥もしぶしぶ承認した。何かあっても知らないからな、と釘くぎをさすのは忘れなかったが。

「いらっしゃーい」

　玄関の扉を開けたのは小百合ではなく、母の勝かつ子こだった。サイズの合わないサンダルをカポカポいわせながら門まで歩くと、門扉を開けて彼女に入るよう促した。同時に、再び玄関が開いて小百合が飛び出してきた。弾丸のように里美に駆け寄り、抱きつく。

「里美おばさんこんにちはっ！」

　一息に叫ぶ小百合を半笑いで見つめながら、一弥は窓を閉める。そろそろ自分も下に下りなければならない。

　ガチャ。

　玄関の扉が開いて、騒がしい音が移動してくる。階段から、一弥は声をかけた。

「こんにちは」

　はにかみながら、とりあえず挨あい拶さつをする。正直、どう接してよいのか分からないのだ。

　何せ、相手は自分の幼い頃ころを知っている。大人おとなぶっても見抜かれそうだし、だからといってまるっきり子どもな態度で接するなんて今さらできやしない。テンション上がりまくりな小百合に対して、一弥はいつもトーンダウンしてしまうのであった。

「ん、いっちゃん、こんにちはー」

　里さと美みは笑顔でそう返してきた。腰のあたりには小さ百ゆ合りがくっついたままである。

「いっちゃん、早く下りて来なよ」

「えと、あ、はい」

　一いち弥やは玄関の前まで歩いて里美を迎えた。里美は一弥の姿を認めると、右の手のひらを水平にひょこひょこ動かして、

「きゃー、やっぱり。また背伸びたんじゃない？　この前そう思ったのは、自転車に乗ってたからかなと思ってたけど」

「ちょっとだけです」

　微妙に敬語で、一弥は言った。うー、やっぱり苦手だ。第一、伸びたといっても里美には遠く及ばない。それくらい、里美の背は高かった。たぶん、一七五センチはあるだろう。

　里美は腰に抱きついている小百合を抱き上げると、唇を尖とがらせて、

「ちょっとでいいの！　勝かつ子こちゃんのみならず、あたしまで抜かされるなんてことになったら、なんか悔しいじゃない」

　よく分からない理論で怒ってくる。目は笑っているから冗談なのだろう。ただ、どう返してよいか全く分からない。

　困る一弥に里美は気付いたようだった。「ん」と笑顔でうなずくと、居間へと歩く。抱き上げられた状態の小百合が、彼女の肩越しにニコッと笑いかけてきた。

　誰だれにも気付かれないように嘆息して、一弥は後に続いた。



　里美から怪あやしげな薬をもらい、一通りの挨あい拶さつも済んで、里美は現在小百合の部屋の前にいた。一弥の部屋はとっくに拝見済みである。特にこれといった特徴もない部屋なので、小百合に引っ張られてほとんど素通り状態で終わりだった。

　自分だけが気にしすぎだったのかもしれない。

　一弥はそう思って、とりあえず挙動不審な動きだけは避けようと心に誓う。と、

「あら、かわいい人形」

（いきなりかい！）

　里美は部屋に入ってすぐに、パウエルに目を留めてそう言った。思いっきり慌てる一弥だったが小百合は平然として、

「うん。パウエルちゃんっていうの！　かわいいでしょ？」

　と言ってのけた。全く、女は恐ろしい。

「うん。かわゆいかわゆい」

　里美は微笑ほほえんでそう言うと、パウエルの帽子の先を指で軽く突いた。

　それ以降、彼女の興味はパウエルからそれて、普通に女の子女の子な会話が続いた。

（い、いづらい……）

　出て行こうかと迷う一いち弥や。と、パウエルを見やると、彼女は大きく欠伸あくびをしていて、

（って人形が欠伸するなって！）

　思いっきり視線で突っ込む。するとパウエルはいたずらっ子な笑いを浮かべて、頬ほおをぽりぽりとかく。

（だからするなって！）

「あら！」

　里さと美みが突然大きな声を出した。もしかして、今のを見られた……？

「かわゆい雀すずめさんね」

「あ、コカート！」

　コカートが窓の傍そばまで飛んできて、縁ふちにとまる。それを見て、里美は微笑ほほえんだ。

「そっか、コカートちゃんっていうんだ。さゆちゃんは誰だれとでも仲良しさんなのね」

「うん」

　和なごやかな会話。しかし一弥は気が気じゃなかった。なぜなら、パウエルがコカートに向かって手を振っていたからである。一弥はゆっくりと腰を上げ、手を伸ばすと、次の瞬間――一気にパウエルを引ひっ掴つかんだ。

（こうなったら、俺おれの部屋に隔かく離りしとくしかない！）

　一弥はパウエルを掴んだまま立ち上がる。と、里美が振り返って、

「どうしたの？　いっちゃん」

「えと、ちょっとトイレに……」

　一弥はパウエルを掴んだ手を隠しながら、引きつった笑みを浮かべて言った。

「ん。いってらっしゃい」

　にっこり微笑みながら、里美が言う。一弥は後ずさりしながら部屋の外まででると、

　ダッ。

　自分の部屋にダッシュで駆け込み、机の上にパウエルを乗せると、

「お前なー。とにかくもう、ここでじっとしとけよ」

　小声でパウエルに話しかける。パウエルはふぁぁ、と再度大きな欠伸をすると、

「うん。分かったー」

　言って机の上に寝っころがる。本当に分かっているのかどうか、怪あやしいところだったが、これでバレる心配はないだろう。一弥は部屋を後にすると、本当にトイレに行ってから小さ百ゆ合りの部屋へと向かう。弓ゆみ島しま邸ていのトイレは一階にしかなく、自然一階に下りていた一弥は、再び階段を上がることとなっていた。

「あ、いっくん」

　頭上から声が降ってきて、一弥は顔を上げた。小百合が階段の縁から身を乗り出している。ひょい、と里さと美みも顔を出した。

「さゆちゃんが見つけたってお花、見に行くことになったのよ」

「いっくんも一緒に行こーよ」

　小さ百ゆ合りが階段を下りてくる。一いち弥やは仕方なく一緒に階段を下りた。

「お母さーん。ちょっとお外行ってくるねー」

　トタトタと歩きながら小百合が言う。すると勝かつ子こが慌てた様子で駆けつけてきて、

「ちょっと、小百合。一弥」

　呼び止める。その手には――回覧板。

「外に行くならお隣の鈴木さんとこに回覧板持って行ってくれる？　今ハンコ押すから」

　一弥の住んでいる地区は、かなりの田舎いなかなので、一軒一軒の間隔が広い。回覧板を出しに行くのは結構面倒な作業だった。勝子はラッキーとばかりに回覧板を開くと、居間にある用よう箪だん笥すの引き出しを開ける。

「あれー。印いん鑑かん、どこにしまったっけ？」

　どうやら、印鑑が見つからないらしく、いろんな引き出しを開け始める。

「あれー？　あれー？」

「母さん、早くしてよ」

　一弥は呆あきれて言った。小百合も一緒になって引き出しを開けていたが――。

「あれ？　そういえば里美おばさんは？」

「先に外に出たんじゃないの？」

　一弥は言って、玄関を覗のぞく。彼女の靴はまだそこにあった。

「あれ？　まだ家に――ヤバい！」

　一弥は口を押さえて二階へと急いだ。



　里美は一弥の部屋にいた。少しばかり傾き始めた太陽の光が、彼女の影を部屋いっぱいに映していた。

　里美は机の上で丸くなって眠っている少女を見つめる。

「やっぱり……」

　小さく呟つぶやいて、彼女は屈かがんだ。こびとの少女と、同じ高さに視線を置いて、慈いつくしむような微笑ほほえみを浮かべる。

「……ぅ……ん？」

　本当に寝ていたパウエルは目を開いた。そして、目の前に『さとみおばさん』がいることに気付き、慌てて直立姿勢を取る。

　里美はクスッと微笑んだ。

「普通にしてていいのよ。パウエルちゃん」

「……え？」

　パウエルは驚いてムクッと上半身を起こした。まじまじと里さと美みを見つめる。

「お姉さん……どうして」

「何となく。お姉さん、結構鋭いんだー」

「そうなの？」

　パウエルは無邪気に首を傾かしげた。里美はうなずいて、

「うん。パウエルちゃんは、いつここに来たの？」

　その問いかけに、パウエルは指を折りながら数えていたが、

「えーっと……分かんない！」

　里美はその答えに満足したようにクスクスと笑い出した。それから言う。

「ねえ、お姉さんがここに来たこと、いっちゃんたちには内ない緒しよにしててくれる？」

「いいけど……どうして？」

　突然の申し入れに、パウエルは逆に聞き返した。すると里美はにっこり笑って、

「いっちゃんたちが、せっかく頑張って隠してるんだもん」

　人さし指を唇に当て、片目を瞑つむってみせる。

「子どもにはね、親に言えない秘密がちょっとくらいある方がいいのよ」

　とても魅力的な微笑ほほえみを浮かべて、彼女は言った。パウエルはよく分からない、といった風に首を傾げ、

「秘密？」

「ええ。パウエルちゃんは、いっちゃんたちにとって、ドキドキがいっぱいの宝箱なの」

「パウエルお金持ちー！」

　里美はまたもやクスクスと笑い出した。と、

　ドタドタドタッ！

　物音がする。一いち弥やが階段を上ってくる音だった。

「じゃ、またね」

　里美はパウエルに手を振ると一弥の部屋を後にしたのだった。



「――里美おばさんっ！」

　一弥は、二階につくやいなや、そう叫んだ。目の前には、当の里美。

「どうしたの？　いっちゃん」

「えと……早く下に下りて……」

　平然とした様子の里美に、一弥は急に勢いをなくしてそれだけを言った。

「うん」

　里美は微笑む。一弥は身を翻ひるがえすと階段を下りようとして、

「ねえ、いっちゃん」

　突然、里さと美みに呼びかけられて振り向く。瞬間、彼は里美の腕の中にいた。

（え――）

　廊下の窓から差し込む西日が、重なる影を映していた。しばらくの静寂。

「あ、あの……」

「いっちゃん。ホント大きくなったわ」

　瞳ひとみを閉じて、微笑ほほえみながら言う里美を、一いち弥やは真っ赤になって引き離した。

「セクハラですよっ」

　他ほかに言いようがなかったのか、というような台詞せりふだが、思いつかなかったのだから仕方がない。一弥はとにかくそれだけを言うと再び彼女に背を向けた。里美はクスクスと笑う。

「いっちゃんはもう少し大人おとなに甘えなきゃ駄目よ」

「結構です」

　階段を下り始める。そんな一弥を見つめ、それから里美は、自らの手のひらに視線を移した。そして、小さく呟つぶやく。

「ホント、大きくなったわ……」



    

  
    
      



    

  
    
      


第三話　アテナの恋



　それは、里さと美みが訪れた翌日のことだった。

　爽さわやかな朝。一いち弥やはいつもより早くに学校に来て――変なものを目撃した。

「……菊きく池ち？」

　それは、自分の友人だった。常にハイテンションで、迷惑な男。しかし、この日の彼は廃人同然で佇たたずむのみであった。

　自らの椅い子すに腰掛け、だらしなく腕を垂らし、頭こうべを垂れている。

「おい、なあ菊池？　どうしたんだ」

　菊池の垂らしていた腕の先が、ぴくり、と動く。彼は蒼そう白はくな顔面をゆっくりと一弥に向けると、

「……聞いてくれるな弓ゆみ島しま」

　そう言って、再び俯うつむいてしまった。

　こりゃあ重傷だな。何を言っても無駄だろう。

「ああ、分かった」

「ちょっとくらい食い下がれよ！」

　菊池はガバッと起き上がると一弥に向かって怒鳴った。本当は聞いて欲しかったらしい。

「なんだよ。じゃあ聞くけど、何かあったのか？」

　一弥は自分の机に鞄かばんを置きながら、一応聞く。すると菊池は泣きそうな顔で、

「あったんだよー」

　両手を広げてそう言った。彼は続ける。

「俺おれの親父おやじの知り合いがな、神戸でやってる『ふにふにぬいぐるみ博』の入場券をくれる予定だったんだ」

「……はあ？」

　一弥は口を半開きにしてそう言った。ふにふに？　ぬいぐるみ？

「来週さゆちゃん誕生日だろ？　連れて行けると思ってたのに……！」

　菊池は絶望的な顔をして一弥にしがみついてきた。一弥は思わず払いのける。

（また、小さ百ゆ合りか）

　一弥は呆あきれた。こいつも小百合を知るまでは普通の友達だったんだが……。最近では友達というより、小百合の兄として認識されているような気がしてならない。

　菊池は自分の席に戻って、がっくりと肩を落とすと、

「なぜか届いたのは、あの『出で銭ぜにらんど』の入場券だったんだ……」

　そう言って机に突っ伏してしまった。一弥は苦笑する。どうでもいいことで落ち込んじゃって。『出で銭ぜにらんど』かぁ……。

（――って！）

「『出銭らんど』!?」

　一いち弥やは叫んでいた。『出銭らんど』といえば、この前小さ百ゆ合りが行きたいと言ってごねていた、あの、『出銭らんど』ではないか。

「な、なんだ、弓ゆみ島しま。あんなところ、興味あるのか？」

「小百合だよ！　あいつ、今そこに行きたがってるんだよ」

「ほ、本当かっ！」

「本当だよ。ゼニーに会いたいんだそうだ」

「うおぉぉぉ―――っ！」

　突然、菊きく池ちは叫び出した。ちょうど教室に入って来た男子生徒が、ビクゥッと肩を震わせている。一弥はその生徒に苦笑いで頭を下げた。それで彼は大筋を理解したようで、

　お前も大変だな。

　そんな感じの視線を一弥に送ると、鞄かばんを机の上に置いて再び教室の外に出て行く。

　一弥は眉まゆをひそめながら、とりあえずこのうるさい男を黙らせることにした。

「おい、菊池」

「うお―――っ！」

「なあ、菊池」

「うおぉぉぉ―――っ！」

「……」

　シュッ！

「おぉぉぉ――って何をする弓島！」

　笑顔で高速パンチを繰り出した一弥に、菊池は怒って言った。

「チッ。避よけたか」

　一弥は軽く舌打ちをしてから満面の笑みを浮かべると、

「まあ菊池クン。ちょっとは落ち着けよー」

「今『チッ』って……」

「何のことだか分からないな菊池クン」

　一弥は強引に菊池の肩を叩たたいて机に座らせた。自分は斜め前の誰だれかさんの席に適当に腰掛けて、

「――で、今度の日曜、行くのか？」

「ああ。この幸運に乗らん手はないからな。安心しろ。券は三枚、お前の分もあるぞ」

「……え、俺おれのもあるのか？」

「もちろんだ。さゆちゃんが俺と二人だけでどっかに出かけるようなふしだらな女の子だとでもいうのか!?」

「いや、そういうわけでは……」

　一いち弥やは嘆息した。自費でついてこい、と言われるよりはマシだが、なんかこう、菊きく池ちの微妙な用意周到さが恐ろしい。つまり、一弥は小さ百ゆ合りを釣るエサなわけだ。

「お前って、本当にすごい奴やつだよな」

　立ち上がって、一弥は言った。

「とりあえず、聞いとくよ。それでいいのか？」

「ああ。頼んだぞ弓ゆみ島しま！」

　菊池は爽さわやかな笑顔でそう言った。一弥は、小百合のことでここまで一喜一憂できるこの友達を、少しだけ羨うらやましく思ったのだった。
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　アテナは、はるか上空にいた。紺色の髪に、藍あい色いろの瞳ひとみ。凛り々りしく、そしてどこか優しさを感じさせる少女。彼女は、他ほかよりやや濃い茶色の雀すずめにまたがって、地上を眺めている。

　里の外に出たとされるパウエル。ザイスからの命令で、その探索を任されたアテナは、一人『外』の世界に出ていた。

　ザイスは里の公務でいない。現里長、ミトクは近年、病気がちとの理由で、めっきり表に現れなくなった。ザイスは、今や実質的な里長なのである。

　呪のろいの子として忌いみ嫌われているパウエル。それを連れ戻すため、里長の息子が動いているなんてことは、他に知られるわけにはいかないのだ。

　里には珍しい、瓦かわ屋らや根ねの家がたくさん見える。五月だからか、一軒家にはたくさんの鯉こいのぼりが上がっており、風にはためいていた。アテナは、それを知識として知ってはいた。しかし、実際に見るのとでは全く違うものだ。

（きれい……）

　広大な大地。田畑。

　遠く離れた上空から見ると、それらはまるでミニチュアみたいで、巨人の世界という恐れはあまり感じられなかった。久く那な斗との民と何ら変わらないような……。

　不思議な感慨だった。

（でも――）

　アテナは先日遭遇した巨人のことを思い出していた。

　やはり巨人は巨人だった。恐ろしいほどに……。

　全すべての巨人が悪ではない――それは、変わり者の賢者、メイネが言った言葉。

　しかし、パウエルはやはり危険な状況にあるのだと思わされた。



　アテナは、賢者メイネに教えを受けた数少ない里の娘だった。

　里の中で彼の弟子となった者は五人。現在、メイネが親代わりになって育てているティム、現里長のミトク、その子息のザイス、そしてアテナとパウエルだけ。ミトクとティムを除く、三人の子どもたちは、同じ時に共に学んだ友人どうしだった。

　けれど。パウエルは殺されなければならないとされている呪のろいの子で……。

『いずれ、パウエルは外の世界に出て行く』

　それは、メイネが常に言っていた言葉。里長の息子、ザイスには明かされることのなかった彼の決意。巨人と同じ大きさになるという呪いの子。パウエルは、いずれ里にはいられない大きさになるだろう。

『そうなった時、パウエルには巨人と共に、外の世界で自由に生きて欲しい』

　メイネのその言葉に、アテナは賛同していた。だが、早すぎると思ったのだ。彼女はまだ、幼すぎる。

　年齢でいうならば、アテナとパウエルは同い年だ。どちらも、一五年の歳月を生きてきた。だが、呪いの子であるパウエルは、アテナが彼女と初めて出会った頃ころ――五歳の彼女の外見に、やっと追いついたといった状態だ。内面も然しかり。彼女はまだ五歳になったばかりの少女なのだ。

　そんなパウエルがいきなり『外』に出たら――。

　何も知らない彼女は、きっとひどい目に遭あわされるだろう。

（だから、私はパウエルを捜し出す。なんとしてでも）

　アテナは唇をかたく引き結んだ。何か手がかりが欲しい。地上に降りるのはまた今度。今日は上空から、何かしらの情報を得るつもりだった。小さなことでも、いずれ、パウエルを救う手助けになるかもしれないのだ。

　――ヒュッ。

　その時だった。地上を眺める彼女のさらに上空から、何かが風を切る音が届いた。

　同時に急降下する影。

　彼女はその影に見覚えがあった。賢者メイネの邸宅で幾度となく目撃した茶色の巨鳥。

（あれは――コカート！）

　アテナは自らの乗っている雀すずめに向かって叫んだ。

「――トリス。ちょっと下へ！」

　トリスと呼ばれた巨鳥はややゆっくりめにその後を追う。コカートは人を乗せていない分、さすがに動きが速い。ただ、彼女たちから逃げているという感じではなかった。何かを目指しているような……。

「チチチッ」

　ふいに、コカートが鳴いた。その先には、黒ずくめの服を着た、巨人の男。

「退ひいて、トリス……」

　アテナは慌てて小声で命令した。トリスは旋回して、近くの木の上にとまる。アテナは身を潜ひそめた。あれは、あの時の巨人たちに似ている、あの男は一体……。



　ふいに、小鳥の鳴き声が聞こえたような気がして一いち弥やは上空を見た。授業も終わって、家に帰る途中だった。

　雀すずめが二匹、空を飛んでいる。そのうちの一匹は、一弥の目の前までやってきて、

「チュン！」

　とかわいらしく鳴いて、一弥の腕にとまった。一弥は妙にどぎまぎして、腕を地面と平行になるように動かして、それから雀が自分の顔の位置にくるように高さを調節した。雀は逃げる様子もなく片目を閉じて毛けづ繕くろいまでしている。一弥はホッと息をついた。やっぱりこいつはパウエルと一緒にいた鳥だ。

「お前は確か……コカート？　ま、何でもいいや」

　一弥はコカートの腹に指を差し出す。コカートは素直に足を出し、一弥の人さし指に乗り移った。結構太っている、むくむくとしたその身体は、指一本では少しずっしりと重くて、一弥は慌てて中指を追加した。腹毛が指に当たってくすぐったい。一弥は自然に笑顔になって、

「なあ鳥ー。なんでお前ウチなんかに来たんだ？」

　思わず話しかけた。話ができないというのはパウエルも言っていたが、きっと話ができたらあいつよりも断然、頭がいいだろう。

　こいつは、偶然パウエルを俺おれの家に連れてきたわけじゃない。俺の家に、サトリという老女とつながる何かを見出したから、あいつを運んできたのではないか。

（じゃなかったら、さっさと他ほかをあたってくれないかなぁ）

　なんて頭の片隅で思ったりもするが。

　コカートは一弥に応こたえるわけでもなく今度は反対の目を閉じ、くちばしを閉じたまま、

「チュルル」

　と小さくさえずった。なんだか、とてもくつろいでいるように見える。

（もしかして、俺の家まで送れってことなのかな？）

　一弥は微笑ほほえむと、コカートが乗っているのとは反対の、左腕にかけてある学生鞄かばんを背負い直した。そして、コカートを驚かさないように、ゆっくりと歩き始める。



「……まさか。行ってしまう!?」

　トリスと共に、木の枝から様子を窺うかがっていたアテナは驚いた表情で叫んだ。

　あの男。巨人はほとんど見たことがないから、皆同じように見えるのかもしれないが、あれは、彼女が最初に見た、非常に危険な巨人像に酷こく似じしすぎていた。

　あのコカートが懐なついている。それは、パウエルがあの巨人の手の内にあるからではないか――。ああ、なぜよりによってあんな恐ろしい巨人の元に……。

「トリス……！」

　真っ青な顔でアテナはトリスを見た。すぐさま彼に飛び乗り、ゆっくりと進む影を追おうとする。しかし、

（――えっ！）

　一瞬何が起こったのか、分からなかった。

　身体が、落ちていく。

　一瞬がやたら長く感じる。視界を空から地上に向ける。落下するであろう地点には――巨人がいた。

　アテナは絶望で目を閉じた。そして、間もなく全身に衝撃が奔はしった。

「ッ！　いってー！」

　一いち弥やは驚いて叫んだ。彼女が落ちたのは一弥の左腕であった。そこで跳ね、運良く学生鞄かばんの窪くぼみに落ちる。大して高い位置からではなかったため、負傷は擦すり傷程度だ。しかし、一瞬頭がクラクラして、アテナは何が起こったのか分からなくなってしまった。

　一方、一弥は上空からの落下物に驚きながらも、すぐにその正体を確認した。鞄を脇わきでたぐり寄せ、そこにいたのが小さな女の子だと分かって、彼は目を見開いた。右手のコカートを肩に飛び移らせると、彼は少女を救い出す。

　全長は八センチ程度か。白くて細長い指先など、パウエルと違って、少し大人おとなっぽい雰囲気だ。うっすらと瞳ひとみは開いているが、こちらを認識しているかは不明だった。落下での怪け我がなのか、足と腕から少しばかり血が出ている。

　一弥はキョロキョロと辺りを見回した。

　学校からの帰り道。もう田舎いなかゾーンに突入していて、普段から人通りはほとんどない。しかし、慎重な一弥は近くの茂みに入ることにした。この少女も久く那な斗との民なら、存在を知られるのは危険なはずだ。

　ガサガサと茂みに分け入る。その音で、こびとはようやく我に返ったようだった。

「！」

　思いっきり目を見開き、憎しみの目で一弥を見る。まあ当然だろう。そう予測していた一弥は驚くでもなく、

「お前、パウエルの友達か？」

　問いかけた。知り合いだったら連れて帰ってくれないだろうか。そう思ったのだ。しかしアテナは答えなかった。彼女の胴を掴つかんでいる、一弥の指に小さな爪つめを立て、

「――離せっ！」

　そう言って叫ぶ。どうやら、知り合いではないらしい。一いち弥やは少しがっかりしたが、放ほうっておくわけにもいかず、指が痛いのを我慢して少女を見つめる。

「お前、血ィ出てんぞ」

「だからどうしたっ！」

「手当てするんだよ」

「な……」

　少女は初めて少し抵抗を止やめて、呆ぼう然ぜんと一弥の顔を見つめた。それに一弥はできるだけ優しく言う。

「なんだ？　久く那な斗との民だって手当てくらいするだろ」

「……」

　アテナは無言で目の前の巨人を見つめた。この巨人は、パウエルを知っている。そして久那斗の民のことも知っている。そう分かった上で、自分を手当てしようと言う。何が狙ねらいなのだろう。しばらく考えた末、アテナは小さくうなずいた。様子を見てやる。

　一弥は安心したように息をつくと鞄かばんからハンドタオルを取り出して、傷口周りの汚れを拭ふき取った。血が固まっている部分はあえて手をつけない。

「足とか、ちゃんと動かせるか？」



    

  
    
      



    

  
    
      「……ええ」

「んじゃ、傷に布当てとくくらいでいっか」

　一いち弥やは鞄かばんから青いハンカチとはさみを取り出し、簡易の包帯を作った。特に出血のひどかった右膝ひざに巻きつける。まだ血が乾いていなかったようで、ハンカチは黒く染まる。

　そこまでして、一弥はアテナに当てていた指を開いた。

「後はお前の里で診みてもらえ」

「え……？」

　アテナは思わず声をあげた。この巨人、私を里に帰すつもりでいる――？

「あの……」

「大丈夫、俺おれはしゃべったりしないよ。さ、さっさと帰りな」

　アテナは起き上がると、その時初めて、まともにこの巨人の瞳ひとみを見た。温和さをたたえた、黒い瞳。

（ああ、この人は巨人とか、久く那な斗との民だとかは関係ないんだわ。ただ、私を助けるために……）

　立ち上がって、彼女は微笑を浮かべた。

「――きっと後悔なさいますよ」

「しないと思うよ。たぶんね」

　一弥は軽く笑ってそう言った。アテナはニコッと笑うと、右手をあげた。

「トリス！」

　頭上で不安そうに様子をうかがっていたトリスが舞い降りる。アテナはそれに、今度は慎重に飛び乗った。

「私は、アテナといいます。あなたは……」

　舞い上がる雀すずめの上から、アテナは問いかけた。一弥は少し驚いたような表情で、はにかみながら答える。

「一弥。変な名前だろ」

「いいえ」

　アテナはそう言って首を振った。トリスは上昇を続ける。ほとんど彼女の姿が見えなくなった頃ころ、再び声が聞こえた。

「一弥様。私、あなたにならパウエルを預けてもいいように思えてきました」

「え！」

　一弥は驚いて空を見上げる。そこには、もはや広大な青空のみ。

「え、ちょっと。マジで知り合い？　ってか戻ってこーい！」

　いきなり後悔して、一弥は叫んだのだった。
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　公務も終わり、ザイスは宮殿内の私室にいた。アテナの報告を待っているのである。

　ザイスは、懐ふところから短剣を取り出し、その剣先をじっと眺めた。

　里長だけが持つことを許されるという宝剣〈地くに祇つか之みの憑より代しろ〉。それがその剣の名だった。

　ザイスは、まだ里長ではない。しかし、その剣は常に彼の手もとにあった。

　元々、年初めの儀式の時にしか使われることのない剣である。それ以外は宝物庫に保管されていて、表に出ることがない。通常なら、長おさが常に持ち歩く剣。しかし現里長である彼の母親、ミトクはなぜかこの剣を遠ざけていた。

　それをいいことに、ザイスはこの宝剣を幼い時分からこっそりと持ち歩いていた。幸運にも、いまだバレたことはない。

（いずれ、俺おれは長になる……）

　そのための決意だった。輝く剣先を見つめると、不思議と神経が研ぎすまされる。

　宝剣〈地祇之憑代〉。

　それは剣とは名ばかりの儀式用の剣だった。何も、斬きれぬ剣。

（だが、俺はこの剣に誓う）

　必ず長になることを。完かん璧ぺきな長になることを。完璧な長でなければ、多くの人が死んでいく。長の座を、奪い合って。

　父は病死したと聞かされていた。しかし、ザイスは最近になってそれが偽りであったことを知った。

　ミトクとは違って、丈夫で魔力も強かったらしい父。父の親類は何とかして彼を長に就かせようと画策した。しかる後、ザイスやミトクもろとも暗殺して、自分たちが里長の地位に就くために……。

　しかし、その前に彼の父は暗殺された。

　幼いザイスの命を守ろうとした、宮殿関係者の手によって――。

　それが一番犠ぎ牲せいの少ないやり方だということは、今のザイスにはよく分かった。しかし、やはり納得できなかった。自分は、既に父を殺しているのだ。弱さ故に――。

　だから、ザイスは強くなりたかった。どうしても……。

（そして、そのためには、パウエルの血が要るんだ。絶対に……）

　ザイスは、短剣を懐にしまい込んだ。

　彼の深緑の目が、スウッと細められる。そのまま、彼は瞳ひとみを閉じた。

「俺は……」

『――ザイス様』

　ふいに部屋の外から声がした。ザイスはビクッと肩を震わせると、居ずまいを正して、

「アテナか。――入れ」

「失礼します」

　アテナは扉を開けて一礼すると、ザイスの前までやってきて跪ひざまずいた。

「どうだ。何か成果はあったか？」

「それが……」

　アテナは顔を上げて、ザイスを見た。揺らぐ瞳ひとみ。何か迷っているようであった。

　妙に思ってザイスは彼女を観察した。アテナの全身にはところどころ擦すり傷が見られる。

「どうしたんだ。その傷は……？」

　ザイスは問いかけた。するとアテナは膝ひざの傷に手のひらを当て、俯うつむいて、

「木に……引っかけてしまいました」

　申し訳なさそうに呟つぶやいた。

「成果は？」

「それも……何も……」

「……」

　アテナは俯いたままそう言った。ザイスはそんな彼女を無言で見つめる。

　それからザイスは自らも片膝をつき、アテナの傷に手を当てた。

　――ポォォ……。

　柔らかな光がザイスの手のひらから漏もれる。久く那な斗との民の間で、広く使用される回復の魔法。ザイスの得意な魔法の一つだった。

　傷跡は残っているものの、傷や、それに伴う痛みは一瞬にして消え失うせる。

　アテナは、驚いて何度も頭を下げると、

「ザイス様っ！　そんな、私なんかに……！」

「勘違いするな。――お前がそんなに傷だらけで歩いていたら、隠おん密みつ行動がバレるかもしれんだろう」

　ザイスは素っ気なくそう言うと、目立った傷のほとんどに、治ち癒ゆの魔法を施ほどこした。

（メイネ老に知られたら、怒られるのだろうな）

　ザイスは、ふいにそんなことを思って苦笑する。彼の勉学の師であるメイネは、この回復の魔法をあまり好いてはいなかった。いわく、

『魔法による治癒は、傷跡なんかはむしろ消えにくくなるし、あまり使いすぎると、免めん疫えき能力が低下する恐れがあるんだ。止血や、緊急の時には便利だけど、掠かすり傷なんかには絶対に使っちゃ駄目だよ』

　そうしてメイネは、代わりに、体内の魔力の流れを調整する『整魔法』と呼ばれる治療法を推すい奨しようするのであった。

（あんなまどろっこしい治療法など、やってられないがな）

　ザイスはフッと微笑ほほえむと、それからハッとなって唇を噛かんだ。

（メイネは……敵なんだぞ）

　完かん璧ぺきな長おさになるための、障害。なのに、なぜ自分はこんなに弱いのだろう。先ほど、決意を固めたばかりだというのに……。

　ザイスはふと、アテナを見る。彼女は心配そうな顔をしてザイスを見ていた。ザイスは何やら恥ずかしくなって、彼女から手を離すと、厳しい口調で言った。

「アテナ。成果がないというのは……本当なんだな」

　アテナは再びザイスから視線をそらした。俯うつむいて言う。

「……はい。すみません」

「……そうか」

　ザイスは失望の眼まな差ざしを向けた。彼は立ち上がると、

「傷は治ったはずだ。もういい。今日はゆっくり休め」

「……はい」

　アテナは虚うつろな目をして言うと、静かに部屋を後にする。ザイスはその後ろ姿を無言で眺めていた。

（あいつ……何か隠しているな）

　先ほどのアテナは何か様子がおかしかった。アテナ――メイネの下で学んだ、数少ない仲間。少し思い込みの激しい部分はあるが、むやみに嘘うそをつくタイプではなかったはずだ。

（何を知った……？）

　ザイスは思案する。彼女が、自分の嘘に気付いたのではないかと思ったのだ。

　――嘘。そう、彼は嘘をついていた。

　他ほかの部下は、呪のろいの子に偏見が多すぎて使えない。だからザイスは、アテナを利用するために嘘をついた。パウエルの友であったアテナを。

　――パウエルを、恐ろしい巨人の世界から連れ戻すために動いてくれ。

　そう言って、彼女を騙だました。

　しかし、実際は違うのだ。メイネがパウエルを結界の外に出したのは、ザイスがパウエルを殺そうとしたから。そして今、彼がパウエルを追っているのは、彼女を、殺すため。

　事実を知れば、アテナはどうするだろう。命令を忠実に実行し続けるか。メイネ側のスパイとなって、虚偽の報告をし続けるか……。

　里で、唯一事情を知っているメイネは、自宅に軟禁中である。彼からバレた可能性は低い。とすると、鍵かぎは、結界の外――。

「調べる必要があるな……」

　ザイスは呟つぶやくと、軽く唇を歪ゆがめた。



　アテナは里の外れにある自宅に戻ると、懐ふところから、丁寧に折り畳たたんだ青い布を取り出した。血の染み込んだ、青いハンカチ。

「一いち弥や、様……」

　アテナは我知らず巨人の名前を呟つぶやいた。あの優しい瞳ひとみが脳裏をよぎる。自然と頬ほおが染まるのが分かって、彼女は手を頬に押し当てると、息をついた。

「私は……」

（私はどうして嘘うそをついたのだろう。パウエルの、重要な手がかりを得られたのに……）

　一弥のことを知る前のアテナは、パウエルを救い出す、それだけが目的だった。パウエルは巨人の世界でひどい目に遭あっている。そう思っていたから。しかし、パウエルと共にいると思われる巨人――一弥は到とう底ていひどい人間とは思えなかった。それどころか、

（とても、優しい目をしていた……）

　彼は、きっと信頼できる人間だ。アテナは僅わずかに残る傷跡を見ながら思った。

（私のやろうとしていることは、本当に正しいことなの？）

　ザイスは、隠おん密みつでパウエルを捜すと言っていた。だが、戻ってきた彼女を、どこでかくまうというのだろう。メイネはパウエルを里の外に旅立たせた。彼の元に、もうパウエルは戻せない。パウエルを連れ戻しても、彼女が幸せになるとは限らない。元通り、仲良しだった三人の生活が戻ったとしても――。

　一弥はいい人だ。パウエルも彼と一緒に暮らした方が、幸せかもしれない。パウエルは、いずれ巨人になってしまうのだから――。

　自室に籠こもり、布団に身体を横たえる。

　虚偽の報告。

　それは、パウエルのことを思ってだけではなかった。

　彼女の脳裏にはあの巨人――一弥の姿が浮かんでいた。

　もし報告すれば、パウエルは連れ戻され、一弥とはもう会えないだろう。

　そう思うと、なぜか本当のことが言えなかった。

「一弥様……」

　アテナは、巨人の名前を呟いた。温かな手、優しげな瞳。小さな彼女の全身に響く、爽さわやかな声――。

（また、会いたい）

「私が呪のろいの子だったら……」

　アテナは無意識に呟いて、ハッと口を押さえた。顔を真っ赤にして、布団に顔をうずめると、彼女は小さく呟いた。

「私は……変です」
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「ふぅ……」

　メイネはため息をついた。椅い子すに腰掛け、テーブルにひじをつく。彼が自宅で軟禁状態におかれてから、既に一週間が経過していた。

　ティムに魔法を教えたり、本を読んだり。メイネの生活は外に出られないことを除いては何一つ不自由はなかった。しかし――落ち着かない。

　メイネがパウエルを結界外に逃がしたのは、まさかそこまではザイスも追わないだろうという確信があったからだった。しかし、ザイスは言った。

　――俺おれは必ずあいつを見つけだし、殺すからな。

　ザイスは本気の目をしていた。

（あんなに仲が良かったのに……）

　メイネは昔を思い出した。ザイスは幼い頃ころ、勉強を習いに、よくこの家にやってきていた。そこで、勉強にあきて逃げ出そうとして、パウエルと出会ったのだ。

　呪のろいの子の噂うわさを知らないザイスは、自分を全く尊敬しない無邪気なパウエルに興味を持ったらしかった。

「こいつと一緒なら、勉強してやる」

　突然二人で現れて、そう言ったかと思うと、ザイスは一歩も譲ゆずらず、パウエルとの接触を止めなかった。メイネが、里長の息子と呪いの子を一緒に勉強させているなんて分かったら、ただじゃすまされない。必死で止めるメイネだったが、最後には、他ほかの者には絶対に秘密にする、という条件付きで彼が折れたくらいだ。

　それからすぐ後に、いつの間にかパウエルと仲良くなっていたアテナという少女が出入りするようになって、メイネの家は一気ににぎやかになった。

　しかし、呪いの子であるパウエルの成長は遅く、三人の距離は次第に遠ざかっていった。

　ティムを預かるようになってからは、さらにそれに拍車がかかった。パウエルと同レベルの存在が近くにいる。それだけで、ザイスたちには疎そ外がい感かんがあったのかもしれなかった。

「メイネ様～」

　ポテポテとティムが歩いてやってきた。そのままメイネの向かいの席に腰掛けて、短い足をぷらぷらと動かしながら言う。

「メイネ様ー。ぼく、あったかいお茶が飲みたいな」

「……それじゃあお湯を沸わかすとするか」

　メイネは苦笑して立ち上がると、魔法で火を起こしてポットを温め始めた。

　ティムはメイネの後ろ姿をじーっと眺めていたが、おもむろに口を開くと、

「どうしてザイスお兄ちゃんは、パウエルお姉ちゃんを捕まえようとするの？」

　そう言って首を傾かしげた。ザイスはパウエルを捕まえようとしている。メイネはティムにそう説明していた。殺すなどという言葉は聞かせたくなかった。

　沸わいたお湯でお茶を入れながら、メイネはティムに何と答えようか迷っていた。

　その間にもティムはぷうと頬ほおを膨らませて言う。

「呪のろいの子って呼んで差別するのはよくないよ。そういえば、お兄ちゃん、普段は優しいのに、ぼくがパウエルお姉ちゃんと一緒にいると睨にらむんだよ」

「それは、ティムにやきもちをやいてるんだよ」

　お茶を運びながら言うメイネに、ティムは首を傾げた。

「え？　差別じゃないの？」

「ははは」

　メイネが笑うと、ティムは唇を尖とがらせて彼を睨んだ。機嫌を悪くしたらしい。

　メイネは彼の目の前にお茶の入った湯飲みを置いてやると、自らの席に腰掛けて言った。

「そうだね。ティムの言う通りだ。差別はよくないよ」

　ティムはにこーっと笑うと、お茶に口をつけながら言った。

「そうだよね！」

　メイネは優しくうなずく。しかし、その心中は複雑だった。

（そう。これがただの差別なら、ザイスはパウエルが外に出て行った時点で諦あきらめただろう）

　しかし、実際はそれだけではなかった。巨人と同じ速度で成長する久く那な斗との民。自然の摂せつ理りにまっすぐな久那斗の民。その力はそうは見えなくとも、非常に絶大なのである。

　メイネはため息をついた。

（奇跡の薬、か……）

　それは、呪いの子の、血液のことだった。彼らの力が最も凝縮して現れる部分。

　それを薬として服用するのだ。

　迷信ならまだいい。しかし、実際に効果があるから質たちが悪かった。

　それを普通の久那斗の民が服用した場合、彼らは一時的に、呪いの子と同じ成長速度になる。――つまり、老いのスピードが遅くなるのだ。

　巨人と同じだけの身体能力を手に入れ、超人となる。

　怪け我がに塗れば傷は塞ふさがり、量をもってすれば死者を生き返らせることすら可能だという。

　さらに、呪いの子の表象していない魔力は、実は普通の久那斗の民より多い。よって、その血を飲んでも、彼らの魔力は下がるどころか、むしろ増強されるのである。

　これは久那斗の民でも少数の権力者たちしか知らない。

　呪いの子は、ごく稀まれにしか生まれないので実際のことを知っている者もほとんどいない。

　パウエルの血を狙ねらう者はいなくもなかったが、メイネの敵ではなかった。

　唯一パウエルの血を所望できる里長のミトクも、パウエルを殺してしまうことに反対だった。パウエルが今まで生きてこられたのは、ミトクの一存あってのことなのだ。

　そして、その息子のザイス。彼も、パウエルと仲良くなって――。

（この二人なら、きっと大丈夫だと思っていたのに……）

　メイネは小窓のカーテンを僅わずかに開けて、外を見た。数人の見張りの影が見える。

　サッとカーテンを閉めて、メイネは再びテーブルについた。ぬるくなったお茶を、一気に飲み干す。その様子を見たティムが口を開いた。

「メイネ様」

「何だい？」

「ぼく、『外』に行って、お姉ちゃんを捜してくるよ。ぼくなら、ここから出ても怒られないと思うんだ」

　必死で言うティムに、しかしメイネは首を振った。

「駄目だ」

「どうして……？」

「ティムは、個人結界を張ることができないだろう？」

「それは……」

　メイネの言葉に、ティムは俯うつむいて口をつぐんだ。

　個人結界とは、一人用の結界のことだ。久く那な斗との民は、身体を小さくしたことで短くなった寿命を、老化を遅らせる結界を里の全体に張り巡らせることで、年をとるスピードを巨人と同じ状態に保っている。だから、結界の外に出るためには、個人結界と呼ばれる簡易の結界を身体に纏まとう必要がある。

「メイネ様がかけてくれれば……ぼく、ちゃんとやるよ！」

　ちびちびとお茶を飲んでいたティムが、ふいに思いついたように言った。しかし、メイネはまた、首を振った。

「駄目だ。自分で使えるようにならなければ……。何が起きるか分からないんだ。もし、すぐに帰ってこれなくなったら、大変なことになるんだよ。だいいち、私がかけたんじゃ、可視と不可視の使い分けができないだろう？」

　メイネが言ったのは、結界の種類についてだった。里の結界は、外から中が見えないようになっている。それと全く同じなのが、一般的に不可視の個人結界と呼ばれるものだった。可視の結界はそれのさらに簡易版だ。周りから普通に見える、老化を遅くするだけの結界。

「里を秘密裏に抜けるには、不可視の結界が必要だ。そして、パウエルに会ってからは、可視の結界を纏っていないと話ができない」

「むうう」

　ティムは湯飲みに口をくっつけたまま、不服そうに唸うなった。それにメイネは微笑して、

「大丈夫だよ。ティムが心配することはないさ」

　そうなのだ。呪のろいの子は生命力が非常に強く、簡単に殺されはしない。

　だいいちパウエルは、今いま頃ごろとっくにサトリと会って、ちゃんと暮らしているはずなのだ。

（サトリが……きっと守ってくれている）

　そんなことは分かっているのに。どうしても不安になる自分にメイネは苦笑した。ティムにまで、不安を拡大させてしまった。

　メイネは、自らを安心させようと、小さく呟つぶやく。

「宝剣でもなければ……何も起きはしない……」

　すると、ティムがガバッと顔を上げて言った。

「メイネ様。宝剣って、〈地くに祇つか之みの憑より代しろ〉のこと？」

「え？　そうだよ。――ティムは物知りだね」

〈地祇之憑代〉は、里長の証あかしとして、年初めの儀式に使われる短剣だった。こんなに幼いのに、よく覚えているものだ。メイネは感心した。するとティムは「へへー」と満面の笑みを浮かべ、誇らしげに言った。

「ぼく、この前、ザイスお兄ちゃんが持ってるのを見せてもらっちゃったんだー」

　――ガタン。

「何……だって!?」

　メイネは驚いて思わず席を立った。ザイスが、宝剣を手にしている……。

　ティムはメイネの驚きようにびっくりして、視線をそらすと、震える声で言った。

「何も斬きれない剣だから、安全だって……お兄ちゃんは……」

　怯おびえさせてしまったことに気付き、メイネはゆっくりと椅い子すに腰掛けた。それから、大きく息をつく。ティムの口振りからして、ザイスはそれをただ持ち歩いているだけのようだった。

（あの子は、宝剣の秘密を、まだ知らない……）

「だが、危険だ……」

　メイネは額に手を当てて呟いた。

（パウエルを、確実に保護しなければ……）
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　金曜日の夜のことだった。

　久く那な斗との里で、アテナはいまだに悩んでいた。あれからずっと、ザイスとアテナは見当違いな場所ばかりを探索していた。もちろん成果は出ない。彼女がそうさせた結果だった。

　一いち弥や――巨人の男。

　アテナは一弥のことを思い出した。さすがに、あれから数日経たっただけあって、自分を冷静に見れるようになっている。

（私は、一弥様が好きなんだわ。一度会っただけなのに、こんなにも……愛いとおしい）

　それを自覚してからというもの、アテナは一弥のことしか考えられなくなっていた。

　明日はまた、ザイスが公務でいなくなる。休んでいい、そう言ってくれたザイスにアテナは首を振った。

　――一弥に会いに行くのだ。彼の住処すみかは、すでにチェック済みである。

　そう。もしかしたら、この気持ちは何かの間違いかもしれない。だから確かめに行く。

　パウエルがいるかどうか。一弥の元でちゃんと生活できているか。それも確認する必要があるだろう。

　しかし、それが、ただの口実に過ぎないことに、彼女はまだ気付いてはいなかった。

　眠れずに、本日何度目かの寝返りをうって、彼女はため息をついた。
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　小さ百ゆ合りはごきげんだった。

　今日は土曜日。明日になれば、『出で銭ぜにらんど』に行ける。水曜日の夕方、一弥からその知らせを受けた小百合とパウエルは大はしゃぎで喜んだ。

　小百合は、床に座って熱心に指を動かしていた。何か縫ぬっている様子である。ちょうど、お昼を過ぎたくらいの時間帯だ。一弥は模試があるとかで、学校に行っていてまだ帰ってきていない。

「さゆり～。何してるのー？」

　学習机の上から、パウエルが聞いた。

「えへへー。秘密～。できてからのお楽しみ、だよっ！」

「えー。何だろ～？　ねえ、ユキちゃん」

　パウエルは小さいウサギの人形に向かって話しかけた。ままごと遊びをしているのだ。

「……うーん。そうだっ！　ユキちゃんの分の帽子作ってるんでしょ？――パウエルとお揃そろいっ！」

　パウエルは小百合の手もとにあった赤いフェルトの切れ端を見てそう言った。小百合は動かしていた手を休めて、パウエルを見て微笑ほほえんだ。と、窓の外に視線が行く。

（今、何か動いた……？）

　ガラリ、と窓を開けると、小百合はキョロキョロと辺りを見渡した。

「どしたの、さゆり？」

「うん……何か通ったような気がして……」

「コカートかな？」

　パウエルは小さ百ゆ合りの肩によじ登ると、一緒になって外を見た。

「あ――」

　頭上を見て、声をあげる。屋根の軒の端っこに、懐なつかしい影が見える。パウエルは、大きな声で叫んだ。

「アテナちゃん！」



　その少女はアテナと名乗った。引き締まった身体に、鋭い瞳ひとみ。きゅっと引き結んだ細い唇。一つに結った紺色の髪は、風にひらりと揺れていた。

　パウエルと同じこびとの少女。しかし、纏まとっている雰囲気は全くの別ものだった。

（何か……女の忍者さんみたい……）

　かっこいい。小百合は思わずほけっとなってアテナに見とれた。

　アテナは乗っていた雀すずめごと部屋に入り、恭うやうやしく小百合に挨あい拶さつをした。それから、

「パウエル！」

　雀から飛び下り、パウエルに駆け寄る。友人というのはどうやら本当らしかった。

「わーい。アテナちゃんだー」



    

  
    
      



    

  
    
      　パウエルも小さ百ゆ合りの肩から降りて、学習机の上に着地すると、アテナに向かって微笑ほほえむ。

　アテナは泣きそうな顔をしてパウエルを見つめていた。

　一いち弥やのことしか考えていなかったとはいえ、パウエルのことがどうでもよくなったわけではない。アテナはやはりパウエルのことが大切だった。久しぶりの再会に、胸がいっぱいになる。嬉うれしい――。

「ああ、パウエル……！」

　アテナはパウエルを抱き寄せる。と、急に驚いた表情になって、

「――嘘うそ。すごく背が伸びてる……」

　身体を少しばかり離して、パウエルを見た。

　間違いない。五ミリほど伸びている。成人した久く那な斗との民の身長は大体約一〇センチ。パウエルは半分の五センチだったから、五ミリ伸びても異常な身長とはいえない。しかし、五ミリとは、成長期の子どもが半年かかってやっと伸びるくらいの長さである。

（たった一週間ちょっと会わなかっただけで、ここまで変わるなんて――）

　アテナはなぜだか少しショックを受けて、沈黙した。

　しかし当のパウエルは元気そのもので、

「アテナちゃんはやっぱり分かるんだ！　パウエル、ちょっとおっきくなったんだよっ」

　そう言ってにっこり笑う。小百合に作ってもらった赤いフェルトの帽子を脱いだりかぶったりしながら、うきうきでクルリと回る。

「そ、そうだね……」

　アテナは何とかそれだけを言った。と、

「ただいまー」

　ガチャリと扉が開く音がして、一弥が帰ってきた。

「あの声は……！」

　思わず呟つぶやくアテナ。顔はすでに真っ赤である。それに反応して小百合が言った。

「あ、あれはいっくんといって……さゆのお兄ちゃんです。アテナさんも安心して下さい」

　小百合は、彼女が自分よりもお姉さんだと意識して、微妙に丁寧に言った。

　彼女が、一弥を恐れていると思ったのだ。しかし、当のアテナはその声をほとんど聞いていなかった。

　ドタドタと階段を駆け上がる音が聞こえてくる。近付いてくる。

　アテナは緊張のあまり強こわ張ばった身体で、ぎこちなく深呼吸した。

（落ち着け……落ち着くのよアテナ！）

　ガチャ。

　音は隣の部屋から聞こえてきた。ドサリ、と鞄かばんを置く音。それからベッドに倒れ込む音がして、

『あー、疲れたー』

　そんな声が聞こえた。もしかして、このまま会えないのでは……。

「あ、あの一いち弥や様は……」

　アテナは勇気を振り絞って、彼の妹だという巨人の少女に問いかけた。

「え？　あっ。アテナさんは……いっくんと会ったことあるんでしたっけ……？」

　小さ百ゆ合りは尻しりすぼみにそう言った。年上のこびとさんは、自分みたいな子どもと話すと疲れるのではないだろうか。見たところ、彼女はかなり礼儀正しかった。その分、どこか張りつめたような空気を纏まとっていて、ちょっと堅苦しい感じを受けた。

　もし可能なら一弥を呼んで、彼女の相手をしてもらいたい。しかし、それも彼女に失礼なのではないだろうか。

　アテナは小百合の言葉を聞いて、小さくうなずいた。それから、もう一度深呼吸して、

「ええと、一弥様はこちらには来られ――と言いますか、いえ、そんな特に用事があるわけではないのですが……」

　最後は、やはり尻すぼみになって言う。ちょっとした沈黙が流れた。

　二人とも、微妙な笑みを浮かべている。

　それを見ていたパウエルが言った。

「ねえねえ、いちやは呼ばないのー？」

　その声に二人は同時に、

「えっ。あ、そうだね」

「ど、どうぞ呼んで下さい」

　小百合は部屋の中から大きな声で一弥の名を呼んだ。

「いっくーん！」

『何だよー』

「とにかく来てー」

『あー、はいはい。うーん』

　最後の声は、伸びをした声らしい。ベッドが軋きしむ音がして、部屋の扉が開く音、そして、

「お前なー、呼びにくるくらいしろよ――って」

　扉から顔を覗のぞかせた一弥は、アテナと目が合って一瞬沈黙した。

「あれ、お前は確か――」

「アテナです。一弥様」

　アテナは、なぜか顔をふせながら言った。せっかく名前を思い出したのに、先に言われてしまって、一弥はちょっとだけ残念そうな顔をする。

　と、彼はことの異常性に気がついて固まった。

（そういや、何でこいつがここにいるんだ――）

　あっさり存在を肯定しようとしていた自分が怖い。最近、どんどん駄目になっていくような……。

　とにかく、それに気付いた一いち弥やは考えられる一番の理由を導き出した。

「何っ！　パウエルを迎えに来たとかっ？」

　期待の眼まな差ざし。

（ってかコレしかないだろ。迷子なんだし）

　しかしアテナは首を振り、

「いいえ。今日は少し様子を見に来ただけで……」

　それからまた俯うつむいて沈黙する。

「あ、そうなんだ……」

　一弥はがっかりして言った。様子ってね、アナタ人様に迷惑かけてることを自覚しての言葉なんですか？　とかオバちゃん口調で言いたくもなるがグッと我慢、である。

（なんか事情もあるみたいだし……）

　一弥はのんびりと雀すずめと戯たわむれているパウエルを見た。羽を引っ張って遊んでいたら、羽ばたいた翼にあごを直撃され、ズルッと転ぶ。

（ああ、本当にバカだよなぁ）

　そう思いながらも、自然と笑みが溢あふれる。

　一弥のその笑顔をアテナはぼーっと見ていた。それから急にハッとした表情になって、

「あの、一弥様っ！」

「え、は、はい」

　突然の彼女の叫び声に、一弥は緊張して答えた。しかしアテナは顔を赤らめて、

「えと……あ、何でもありません……」

　そう言って黙ってしまった。パウエルの方をちらちら見て、また俯く。

（ああっ！　だから何が言いたいんだッ！）

　一弥は気になったがあえて聞かないでおくことにした。下へ手たに聞いて怒らせてもまずい。

　一弥は黙った。アテナも黙ったままである。アテナとしては現在いろいろ考え中で、あまり気にしていなかったのだが、一弥にはこの間は、充分に気まずい雰囲気に思われた。

（と、とりあえず何かしゃべらなくては……）

　パウエルを見る。彼女はいまだに雀と遊んでいる。

「あっ。そうだ！　俺おれ、こいつのこと聞かせて欲しくってさー」

「え……？」

　アテナは顔を上げた。

　ちょっとわざとらしかったかもしれないが、聞きたかったのは本当だ。

　久く那な斗との民。パウエルから聞いたのは、その名前くらいだ。あとは魔法と、テレビ……。

　彼女がなぜ里とやらにいられなくなったのかすら分かっていない。

「いやさ、こいつの説明あんまし分かんないし、でも俺おれたちもこいつと一緒に暮らしてるワケだろ？　とにかくもっと知っておきたいんだよ」

　ぽりぽりと頭をかきながら、彼は微笑を浮かべた。きっとこれで話してくれるだろう。見たところ、敵対心もないみたいだし……。

　しかし、アテナは一向に答えなかった。わなわなと震え、地面を睨にらみつける。

（何ですって？　パウエルのことがもっと知りたい？　一緒に暮らしてるから？）

　頭の中で一いち弥やの先ほどの言葉がリフレインする。

　――もっと知っておきたいんだよ。

　それは、単に久く那な斗との民について聞いた言葉だった。しかし、アテナの心の中では、

『俺は、パウエルのことが好きだから、もっと彼女のことが知りたいんだ』

　なんていう風に勝手に変換されていたりして。

（そういえばさっきもパウエルを見つめてたし……）

「いいい一弥様……、そ、それはあの、その……」

　アテナは一弥を見つめた。彼は、照れているのか、頭をぽりぽりとかいている。

（確定だわ……）

　アテナは拳こぶしを握りしめながら、できるだけ冷静な声音で言った。

「あの、私……もうすぐ帰らねばなりませぬので……」

　くるりと背を向け、右腕をあげる。パウエルと遊んでいたトリスが羽ばたいて彼女の元へやってくる。

「それでは……失礼いたしました」

　一弥の方を見ないようにしながら、頭を下げる。

「え、ちょっと……」

　一弥が何かを言おうとするのが聞こえたが、今の彼女は振り向く気にはなれなかった。トリスにまたがり、飛び立とうとする。その瞬間だった。

「そーだっ！」

　突とつ如じよ、パウエルが大きな声をあげた。アテナが驚いて、彼女の方を見る。パウエルはアテナと目を合わせて言った。

「アテナちゃんも、明日『出で銭ぜにらんど』行こうよ！」

「出銭……らんど……？」

「うん！　ソウルマンが来るのっ」

　パウエルは満面の笑みでそう言った。ソウルマン――パウエルが賢者メイネの秘密の研究室で見ていたという、魔法の鏡の中に住む人物……。まさか、そんなことが――。

　アテナは驚いてトリスから飛び下りた。ソウルマンとやらが、巨人の世界では実在するとでもいうのか。賢者メイネは何をパウエルに教えていたのか――。

　行って、確かめたい。

「あ……あの私……」

　アテナはちらり、と一いち弥やを見た。行きたいけれど、彼は何と言うだろう。

　すると一弥はちょっと眉まゆをひそめ、

「パウエル。無責任に誘うな」

　うんざりした顔でそう言ったのである。

「俺おれは、お前一人で充分なんだからな」

　もちろん、充分とは、充分すぎるほど迷惑、の略なのだが。

『出で銭ぜにらんど』には菊きく池ちも行くのだ。彼は小さ百ゆ合りしか眼中にないだろうから、パウエルは一弥が連れて別行動をとれば、恐らく問題は起こらない。ただし、それは一弥の努力も計算に入れての話だ。つまり、これ以上彼は負担を増やすわけにはいかないのである。

　しかし、そんなことに気がつくようなアテナではなかった。

（そんな、俺が好きなのはお前だけ、だなんて……！）

　これを口に出していたら、一弥は即座に突っ込んでいただろう。しかし、残念ながらそうはならなかった。

　アテナは瞳ひとみを閉じると、涙を一筋流した。

「えっ……なんで泣いて……」

「さよなら……一弥様っ！」

　一弥の言葉にも耳を貸さず、トリスに飛び乗り、今度は迷わず空へ飛び立つ。

　一瞬のうちに、アテナは彼らの視界から消え去ってしまった。

「何なんだよ……」

　一弥は、小さく呟つぶやいた。と、何やら視線を感じる。

「いっくん……！」

「アテナちゃん泣いてた……」

　ものすごい形相で、小百合とパウエルが睨にらんでいた。

「いや、俺はそんなひどいことは……」

　うろたえて言う一弥に二人は、

「『出銭らんど』に連れて行かない、なんて充分ひどいもん！」

「アテナちゃんはね、泣くほど行きたかったんだよ！」

「そ……そうなのか？」

『そうなのっ！』

　二人に同時に言われて、一弥は少し落ち込んだ。

（『出銭らんど』って、そんなに人気スポットだったのか……）

　筋違いな思い込みをして、彼らは一様に、少し傷ついたのであった。



　その時。まだ開いたままの窓の外で、庭木の葉が少し揺らめいた。

「……そういうことか」

　木々のざわめきに消えるほどの、小さい声。その声はザイスのものだった。

　彼は現在、不可視の個人結界を纏まとって、そこにいる。

　アテナは、様子がおかしくなってからというもの、この周辺の場所を故意に避けようとしていた。やはり何かある。そう思ったザイスは罠わなを張った。わざと、彼女を泳がせたのだ。

　アテナはもののみごとに引っかかってくれた。

　そこには、パウエルがいた。そして、巨人たちも。

「パウ……エル」

　彼は呪のろいの子の名前を呼んだ。小さな声は風に流されて消える。



「……あれ？」

　パウエルは窓の外を眺めた。一いち弥やは彼女を見やって、

「どうしたんだ？」

「今……誰だれかパウエルを呼んだような……」

「寝ぼけてんじゃないのか？」

「違うもん！」

　パウエルは頬ほおを膨らませると、不思議そうな顔をして、窓の外を眺めた。

　結界の中にいるザイスは、彼女と目が合い……、

　ガラララ。

　窓が閉められた。一弥とか呼ばれていた男の巨人が、パウエルを掴つかんで彼の見えないところへと彼女を連れ去る。

「フン……」

　ザイスは軽く鼻を鳴らすと、潜ひそませていたオナガを呼ぶ。

　紺色の尾羽が美しい、落ち着いた雰囲気の鳥だ。

　彼はそれへ飛び乗ると、里へ向けて飛行を開始した。

　里へと戻る彼は、どことなく悲しそうな顔をしていた。



　　　＊＊＊＊



「ザイス様。アテナです」

「……入れ」

　ザイスは言うと、椅い子すから立ち上がって、アテナが入ってくるのを待った。

　里に戻ってから、彼女はしばらく報告に来なかった。

　恐らく、いろいろと思うところがあったのだろう。

　ザイスもそれを咎とがめはしなかった。アテナの様子を見ていて、彼女の気持ちに気付いてしまったからだ。どうやら、アテナはあの巨人の男が好きらしい。くだらないことだ。

（だが、これは使えるかもしれない）

　ザイスは薄く笑った。もちろん、声には出さなかったが。

　アテナは部屋に入るとすぐに跪ひざまずいて、口を開いた。

「残念ながら今日も成果は……」

「黙れアテナ」

　遮さえぎって、ザイスは言った。驚いたように顔を上げるアテナ。彼女は泣きはらした目をしていた。

「ザイス様……」

　彼女は虚うつろな目をして呟つぶやく。それにザイスは唇を歪ゆがめた。

「お前の今日の行動、監視させてもらった」

　瞬間、アテナの目が見開かれる。ぼんやりとしていた表情を強こわ張ばらせて、ギリッと唇を噛かむ。裏切りが、バレた……。

「私を……処罰するのですね」

「いいや。まあ、急ぐな。アテナ。いいことを教えてやろう」

　ザイスは首を振り、試すような笑みを浮かべた。

「俺おれが呪のろいの子を捜しているのは、友情のためではない」

「！」

「フン……本当に信じていたか。まあいい。俺が呪いの子を捜していた本当の理由は……」

　ザイスはアテナの視線に合わせるように、自らも片かた膝ひざをつくと、息を吸い込んで言った。

「呪いの子の『力』を得るためだ」

「パウエルの『力』……」

　アテナは、ザイスの言葉をただ反はん芻すうした。何を言っているのか、全く分からなかった。

　ザイスはうなずくと、口元だけで笑みを浮かべた。

「そうだ。呪いの子の血液は不思議な力を持っている。

　その血を体内に入れることができたならば、身体能力、魔力が大幅に強化される。それだけではない。老いを遅らせ、若さを保つ。――死者を、生き返らせることもあるらしい」

「そんなまさか……」

「本当のことだ。だから俺はあいつを捜す。呪いの子の力を手に入れて、完かん璧ぺきな長おさになるために」

　ザイスは再び立ち上がった。アテナに背を向け、数歩歩く。

　彼は懐ふところから短剣を取り出すと、その刀身を見つめた。

「母上は、身体が弱い。魔力も乏とぼしい。それで、どれだけ辛つらい思いをしてきたか――」

　その言葉にアテナは驚いてザイスを見た。

　彼の母親は、現里長のミトクだった。彼女は身体こそ弱いものの、絶大な魔力で里を支えてきた。少なくとも、そういうことになっていた。しかし、ザイスは今……。

「ザイス様、ミトク様が魔力に乏しいとは……」

「本当のことだ。魔力が強いということにしておかなければ、母上は生きることも許されなかった。長おさというだけで、強さを求められた……」

　ザイスは、振り向かずに言った。

「守ってもらうために、隠れるように暮らし、何もできない……」

　呟つぶやくように言って、ようやく彼は顔だけで振り向いた。悲しげな瞳ひとみが、一瞬アテナとぶつかる。しかしザイスはすぐに無表情な顔になって、

「俺おれは、そうならないためにも、力が欲しい。今よりももっと強くなりたい」

「呪のろいの子の血のために、パウエルを殺すのですか？」

「そうだ」

　一瞬の迷いもなく、彼は言い放った。

「……」

　アテナは、黙ってザイスを見つめていた。こんなに張りつめた様子の彼を見るのは初めてだった。

（パウエルに会いたいだけだと思っていたのに……）

　本当はパウエルの命を奪うためで――。

　しかし、アテナに彼を責めることはできなかった。強がってはいるが、ザイスは本来優しい人格の持ち主なのだ。きっと、こうやって自分も騙だましているのだ。

（私が同じ立場だったら――）

　アテナは床を睨にらみつけた。同じ立場だったら、どうするだろう。ザイスの魔力は、あまり強いとはいえない。アテナより、少し強いくらいだろう。

　パウエルの――呪いの子の血液を飲むことによって、己の限界を超えて強くなることができるならば……。彼がそう考えるのも無理はなかった。

「ザイス様……」

「……同情の目で、俺を見るな」

　呟くように口を開いたアテナに、ザイスは吐き捨てるように言った。軽く息を吸い、

「それよりも、ここからが本題だ」

　そう言って椅い子すに座る。彼が好んで使っている質素な椅子だ。彼はまっすぐにアテナを見つめ、

「お前は、あの巨人が好きだな？」

「！」

　アテナの目が見開かれた。鋭い目が一瞬ザイスを見つめるが、すぐに床に目を落とすと、

「それは……もう諦あきらめました」

　帰ってから、彼女は彼女なりにいろいろ考えたのだ。

　一いち弥やがパウエルを好きなのは、単に子どもがかわいいというだけだろう。一弥が目の前にいる時は、緊張して変な考えばかりが浮かんだが。

　だが、それにしても、だ。

　一弥は、いずれ自分ではない他ほかの女性と結ばれるだろう。もしくは、巨人になったパウエルか……。少なくとも、巨人でないアテナに、勝ち目などなかった。

　だとしたら、諦めるしかなかった。見ているだけで幸せ。そんなことを思えるほど、彼女は大人おとなではなかった。いっぱい悲しくなったり、苦しかったり。今日のことでよく分かった。もう、関かかわらない方がいい。それが彼女の出した結論だった。

　唇を噛かむアテナの頭上に、ザイスの声が響いた。

「呪のろいの子の血で、巨人になれるかもしれないとしてもか――？」

「!?」

（何……ですって？）

　彼女はバッと顔を上げる。ザイスは、笑ってはいなかった。ただ冷静な目をして、

「あくまでも、可能性の話だがな。そして、大きくなれたとしても、あの巨人がお前を好きになるとは限らない」

　淡々と、そう告げる。事実だけが言葉に重みをもたせていた。

「これは、強制ではない。お前が嫌なら、嫌でいいんだ。処分もない。邪魔だけはさせないが……」

　ザイスはそこまで言って、沈黙した。アテナの返答を待っているのだった。

　彼女は虚うつろな目をしていた。先ほど、考えていたことの答えを、今、求められている。

（――私だったら、どうする？　私が、選ぶ立場になったら――）

　ザイスの言うことはもっともだった。彼女が巨人になっても、一弥が彼女を好きになるとは限らない。けれど……。

「……一晩、考えさせて下さい」

　彼女は、静かにそう言った。友よりも、一弥のことを想おもっている自分に唇を噛みながら。

　アテナは立ち上がった。ザイスはうなずいて、

「分かった。明日の朝、答えを聞かせてもらおう。明日、あいつらは『出で銭ぜにらんど』というテーマパークに行く。この機会を逃すわけにはいかんからな」

　ザイスは、昔、よくパウエルと一緒に巨人のテレビ番組を見ていた。だから、巨人の世界には詳しいのだ。巨人の世界についてはまるで無知なアテナは小首を傾かしげて、

「『出で銭ぜにらんど』……ですか？」

「ああ、巨人の娯楽施設だ。あそこなら、少々現実離れしたことが起きても、みんな『出し物』ですまされる。パウエルを狙ねらうには、絶好の機会だろう？」

「パウエルを……狙う……」

　どうしても違和感を覚える言葉。アテナは呟つぶやいて、ザイスに一礼をすると、静かに部屋を後にした。



　翌日。まだ、夜明け前のことだった。しかし里は騒然としていた。自宅にいるはずの、賢者メイネが忽こつ然ぜんと姿を消したのである。

　その喧けん噪そうの中、一転して静かな一室で、アテナは跪ひざまずいてザイスを見つめていた。

「本当に……いいんだな」

「はい」

　彼女はうなずいた。その目には、昨日までのような迷いはない。ザイスは笑うでもなく、

「だが昨日も言った通り、巨人になれるかどうかは不明だ。そしてあの巨人がお前を好きになるかも、な」

　再び、その事実の愚おろかしさを説く。まるで、自分自身に言い聞かせるように。

　しかしアテナの目は揺らがなかった。彼女は真剣な眼まな差ざしでザイスを見つめる。

「分かっています」

　アテナは言った。一瞬沈黙して、息を吸い込む。

（そう、可能性はほとんどない。パウエルを殺した自分を、彼は憎みさえするかもしれない。だけど……）

　いずれパウエルは巨人になって、一いち弥やの横で微笑ほほえむかもしれない――。自分ではなく、彼女が。そう思うとアテナは無性に悔しかった。

　彼女を犠ぎ牲せいにすれば、その特権が奪える。

　そんなたった一つの希望が、アテナの残酷な気持ちを全すべて容認してしまった。

　アテナは再び口を開く。そして言った。

「でも、私は手に入れたい。あの方と同じ世界を――」



    

  
    
      


第四話　みんな大好き☆出で銭ぜにらんど



　一台の車が田舎いなか道みちを走っている。白の普通乗用車だ。中には四人の乗員たち。

　小さ百ゆ合り、一いち弥や、菊きく池ち。そして車を運転する父の正しよ次うじ郎ろうである。

　日曜日。かねてからの予定通り、彼らは大阪にある、自称大人気テーマパークの『出で銭ぜにらんど』に向かっている。

「でも父さん、ほんとにありがとうな」

「いいって。気にするなよ」

　正次郎は笑って言った。『出銭らんど』まで、車で連れて行ってくれないかと、土曜日に駄目もとで頼んだのだ。意外にも、正次郎は二つ返事で承しよう諾だくした。自分も一緒に『出銭らんど』に行けないのは、とても残念そうであったが。

「父さんも、駄目かなぁ？　おじさんが来たら、菊池君は迷惑だよなあ」

　彼は昨日、何度もそんなことを言っていた。一弥としては、菊池はどうでもいいのだが、父親が一緒となると、小百合たちと別行動も取れそうにないし、パウエルがバレる危険性が高くなる。彼には悪いが、今回は我慢してもらおう。

　小百合は助手席で嬉うれしそうに外の風景を眺めていた。

　後ろの席には一弥と菊池。正次郎の前ではさすがに小百合小百合とも言えないのだろう、今日の彼は少し大人おとなしかった。

「しかし、いやあ菊池君。一弥だけじゃなく小百合まで面倒かけることになって……本当にいいんですか？　よければおじさんも一緒に……」

「いいえっ！　お父さん！　気にしないで下さい」

　あまり大人しくもない気もするが……。

「……そうかい」

　正次郎は残念そうに言った。『出銭らんど』に行けないことがそんなに悲しいのだろうか。一弥など、できるなら代わってもらいたいくらいに面倒くさいというのに。

　小百合が開けている車の窓から、ビュンビュンと風が入ってくる。

「ふひゃあー」

　小百合が耳を塞ふさぎながら形容しがたい奇声をあげた。どうやら嬉しいらしい。彼女は後ろを振り向くと、

「大だい輔すけお兄ちゃん。今日は本当にありがとうね！」

　満面の笑みでそう言う。

「いやいや！　さゆ……小百合ちゃんが喜んでくれてお兄さんも嬉しいよ」

　思わずいつものテンションでしゃべり出しそうになった菊池は、正次郎を意識してだろう、わりと普通の返事を返した。

　小さ百ゆ合りはニコッと笑って、再び窓の外に視線をやる。

『出で銭ぜにらんど』までは、あと一時間ほどだった。
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　ちょうどその頃ころ。メイネは弓ゆみ島しま邸ていの目の前まで来ていた。

　身体には可視の個人結界。

「……間違いない。この木だ」

　一いち弥やの家の庭木に目を留めて、メイネは言った。

　ここは、かつてサトリと別れた場所。家は改築したのだろう、全く別物になっていたが、この木だけは変わらなかった。

　メイネは跳ちよう躍やくしてその庭木に飛び乗ると、家の中の様子を覗のぞき見た。

　窓から見える子供部屋らしき場所には――誰だれもいない。

　他ほかはどうだろう。彼が身を乗り出したその時だった。

「ふんふふーん♪」

　あまりうまくない鼻歌と共に、ガラッとベランダの網戸が開けられる音が聞こえた。

　慌てて枝葉の間に身を隠すメイネ。しかし、ベランダに現れた中年の女性はそれより早くメイネを見つけ、

「あら」

　口を押さえた。思いっきり視線が合ってしまっている。メイネは唇を噛かむと、

「くっ……仕方ない。少し眠っていて下さい」

　そう言って両腕を掲げる。怪あやしい光が彼の手の中で収束してゆき、目の前の女性へ向かって放たれようとする――その瞬間であった。

「メイネちゃんよね！　私、勝かつ子こ。覚えてない？」

　主婦、弓島勝子はそう言ってにっこり微笑ほほえんだのであった。



「まあ、そんなことが起きてたの」

　勝子は、のんびりお茶を飲みながら言った。

　対するメイネもお茶をすすっている。どこから調達したのか不明だが、こびとサイズの湯飲みに、こびとサイズの座布団。テーブルの上に置かれたそれにメイネは鎮座していた。

　勝子は、メイネの数少ない巨人の知り合いであった。ずっと昔の、ではあるが。

　彼はうなずいて、湯飲みをテーブルの上に置くと、

「ええ。ですからサトリと会いたいのですが」

　再び湯飲みを手に取り、一気に飲み干す。彼はキョロキョロと辺りを見渡して、

「ここにはサトリは」

「いないわよー」

　のんびりと、勝かつ子こは言った。ふわぁ、と欠伸あくびを漏もらす。今までのことを説明したはずなのに、緊張感のかけらもない。メイネは少し眉まゆをひそめると、

「じゃあ、パウエルは……」

　問いかけた。この家の庭木まで飛ぶように、コカートには指示してあった。ここにサトリがいないとなると……。

　そんなメイネに勝子はふふふ、と小さく笑った。

「そう、あの子はパウエルちゃんというのね」

「それはどういう……」

「私の子どもが面倒見てるの。秘密にしてるのがかわいいのー」

（――なんてことだ……）

　よりによって、彼女を守護しているのが、子ども……。メイネはこめかみを押さえた。

　すると、彼女は何を勘違いしたのか慌てて、

「食事は偏かたよらないようにしてるから大丈夫よっ！」

　拳こぶしを握りしめてそう言った。

「今日はみんなで『出で銭ぜにらんど』に行ってるし！」

「そうですか。ありがとうございます」

　メイネは微笑すると、とりあえず勝子に頭を下げた。それから真剣な瞳ひとみで彼女を見つめ、

「ただ、今回は子どもだけでは心もとない。サトリに預けてもらえると嬉うれしいのですが」

「うーん」

　勝子は唇に手をあてて、何やら少し考え込んでいたが、急にまじめな顔つきになると、

「ところでメイネちゃんは、『サトリ』に会いたいのよね？」

「いいえ。あなたが事を運んで下さるのであれば、私はこのまま帰ります」

　メイネは穏やかな顔をしてそう言った。元々彼は、できればサトリとは会いたくなかったのだ。彼女の力は必要だ。だが――。

（彼女と会えば、彼女が傷つくことになる）

「――会うくらい、いいじゃない。現に今、私とは会ってるんだから」

「彼女は、私とは会わない方がいいんです」

　メイネは苦しそうな顔でそう言った。勝子はその表情に、少し唇を噛かむ。

「メイネちゃんは、現在いまの『サトリ』を知らないんだわ――」

「現在のサトリ……？」

　勝子は黙ってうなずいた。彼女は立ち上がると、メモ用紙を手に取った。

「私は、何もしない。あなたは、彼女と会うしかない」

　彼女は、メモ用紙に、何かをサラサラと書きつけた。

「――これが、現在の彼女の居場所よ」

　渡された手書きの地図をメイネは無言で眺めていた。

「会って、確かめてこい、か」

　メイネは自じち嘲ようするように唇を歪ゆがめると、そう言った。

　勝かつ子こは黙って微笑する。メイネも、諦あきらめたように笑った。
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『出で銭ぜにらんど』――そこは、予想以上にすごいところだった。

「ええっと」

　一いち弥やは入場ゲートで仕入れてきたパンフレットに目をやった。

　現在位置は、『金の切れ目が縁の切れ目ゾーン』の端っこにあるコイン型の石の椅い子すだ。

　正しよ次うじ郎ろうに有料駐車場の前で降ろしてもらって、菊きく池ちの陰謀というか一弥の熱い友情他ほかなんやらで、現在一弥は小さ百ゆ合りたちとも別れて一人で行動している。

　いや、正確には一人ではない。

「ねえねえっ！　ソウルマンはどこなのー？」

　ショルダーバッグの中からもそもそとはい出してきて、パウエルが言った。

「……ちょっとは静かにしろよ」

「いーじゃん。さっきから変な音楽がいっぱい流れてるから、誰だれも気にしないって」

　平気な顔でそう言って、彼女は顔をほころばせた。実際、彼女の言う通りだった。入場ゲートの方から流れてくる、無意味にゼニーを連発する軽快なメロディーのせいで、ほとんどの雑音はかき消されてしまっていた。にっこり笑うパウエルに、一弥もつられて微笑ほほえみかけ――、

「って、お前なあ！……声くらいなら許すから、せめて勝手に動くのだけは止やめてくれよ」

「うん。パウエル了解っ！」

　ちょっと頭が痛くなるのを感じながら、一弥は再びパンフレットに目を落とした。

『出銭らんど』はどうやら五つの区画に分かれているらしい。

　お子さまも安心、『はした金ゾーン』。

　ドキドキと興奮の、『あぶく銭ゾーン』。

　不思議と感動をあなたに、『金は天下の回りものゾーン』。

　グッズとミニアミューズメント、『金に糸目をつけないゾーン』。

　入退場ゲートに一番近い、『金の切れ目が縁の切れ目ゾーン』。

　――とまあ、一いち弥やたちは入り口からあまり動いていないのだったが……。

（ああ……なんか別世界に来てしまったなぁ）

　現実を忘れさせるという点では、非常に成功しているといえなくもないが、一刻も早くその現実に戻りたい、と思わせるつくりなのはどうなのだろう、と一弥は考え込んでしまうのであった。

「ソウルマンっ！」

　パウエルが怒ったように言った。ゼニーのテーマがうるさすぎるから、声が大きくなっているだけなのかもしれないが。一弥は慌ててパンフレットをチェックする。

「えーっと……」

　あった。場所は『特設会場ステージ』。開園時間は、午前の部が九時～一一時。午後の部が、一時～三時まで。一弥は時計をチェックする。今は、午前一〇時だ。

「パウエル。ソウルマンはお昼から来るらしいぞ」

「え～。早くお昼にならないかぁ？」

「ははは。無理無理。……そうだな。何か適当に回ってみるか？」

「うん！」



　わりと仲良さげに話す二人を、じっと見つめる影があった。アテナである。

　ザイスの姿はここにはない。

　パウエルを追おうとしたザイスとアテナは一弥のショルダーバッグ、そして小さ百ゆ合りのポシェットから、それぞれに覗のぞくフェルトの帽子を確認した。恐らく、偽者を使って追っ手を攪かく乱らんしようという魂こん胆たんだ。そう判断したザイスは、二手に別れることを提案した。

　アテナはもちろん一弥の方を選んだ。ザイスは今いま頃ごろ小百合たちの後をつけているだろう。

（あんなに仲良さそうにして……羨うらやましいですわ……）

　アテナは唇を噛かんだ。すると一弥がパウエルをショルダーバッグに入れ、立ち上がった。



　一弥はぼんやりと辺りを見ながら歩き始めた。

　途中、硬貨の形をしたフリーフォール――上まで持ち上げて手の形をした機械から切り離して落とす、というアトラクションに小百合と菊きく池ちが並んでいるのが見えた。

（あれは結構楽しいかもな）

　一弥はそんなことを思って手首に巻きつけてあるリストバンドを眺めた。これが『出で銭ぜにらんど』におけるフリーパスというわけだ。これを機械に通すか係員に見せれば大たい抵ていの施設は使い放題、らしい。ソウルマンショーは無料らしいので、何か他ほかに乗ったり入ったりしないとせっかくのフリーパスがもったいない。

　一応、『出銭らんど』にはジェットコースターやら、観覧車やら、わりと普通の乗り物がたくさんある。……形状が嫌な感じなだけで。

（あー、でもこいつがいるからなぁ）

　ショルダーバッグの隙すき間まから、こっそり外を覗のぞき見て、喜んでいるパウエルを見る。ジェットコースターやらの、飛び跳ねる系のアトラクションは一緒に乗るのは危険すぎた。手荷物として放置するのはもっての外ほかだ。

（何かおとなしそうなのはないかな……？）

　のんびりと歩く一いち弥やに、暇そうにしていたパウエルが、ふいに言った。

「ねえねえ、いちやー。小さ百ゆ合りの作ったパウエル。そっくりだったよね！」

「え？　ああ、そうだったな」

　歩きながら、一弥は言った。今日の朝、小百合はおもむろに手作りの人形を取り出した。

　赤いフェルトの帽子をかぶった女の子の人形。どうやら、ここ数日作っていたのは、それだったらしい。刺しし繍ゆう糸いとで表現された茜あかね色いろの髪やら、とにかく芸が細かい人形だった。明日、学校に行って友だちに見せるのだそうだ。

　パウエルは口に手を当ててぷぷ。と笑うと、

「もしかしたら、誰だれか、ホントにパウエルと間違えるかも！」

「いや……さすがにそれはないだろ」

「そーかなぁ？」

　パウエルは首を傾かしげた。一弥は軽く笑うと、その頭にぽすんと手を置き、彼女をバッグの中に押しやるのだった。





　一方、ザイスは小百合と菊きく池ちを監視していた。既に、二人は数カ所のアトラクションを回っていた。

（あの、横にいる男が邪魔だな……）

　小百合という少女は、既にパウエルの知り合いらしかった。しかし、菊池という男は分からない。なるべく、姿を見られたくない。じっと機会を待つザイスに、しばらく経たって、ようやくチャンスが巡ってきた。

　菊池が姿を消したのである。ベンチに座る小百合。手を振る菊池。菊池は、フードショップの中に消えていった。

（よしっ！）

　ザイスはニヤッと笑うと、息を潜ひそめて小百合へと近付いた。魔力を込めた拳こぶしを握りしめ、息を吸い込む。とりあえず、あの娘を眠らせる！

　ザイスは周りに人がいないのを確認すると、勢いをつけて跳ちよう躍やくした。渾こん身しんの力を込め、小百合に攻撃を仕掛ける。と、

　――バスンっ！

（何……ッ!?）

　小さ百ゆ合りが、突然ポシェットを盾たてにして、ザイスの攻撃を受け止めたのだ。姿は、全く見られていなかったはずなのに。反動で地面に叩たたきつけられるザイス。同時に、パウエルの姿をした手作りの人形が、小百合のポシェットからこぼれ落ちるのが見えた。

（くっ……こっちは……偽者か……！）

　考えてみれば、しごく当然のことだった。呪のろいの子の守護者が、こんな少女で務まるはずがなかったのだ。ザイスは何とか起き上がって、撤退しようとした。しかし、

「やっぱり……」

　眼前に、小百合の微笑ほほえみが迫っていた。アテナと、お互いに姿が見えなくなっては困るからと、不可視ではなく、可視の個人結界を使ったのが災いした。慌てるザイス。

「な……俺おれは……！」

「このままじゃ、人に見つかっちゃうよ。さゆに、任せて」

　小百合はそう言ってザイスを両の手のひらで、そっと包み込んだのだった。



「そう。ザイス君っていうんだ」

「もういいだろう？……俺にはすることがあるんだ！」

「ふふ。でも、さっき頭打ってたでしょ？　もう少し休んだ方がいいよ」

　笑顔の小百合に、思わずザイスは沈黙した。二人はベンチから少し離れたところにある、建物の陰にいた。出入り口とは反対方向のそこは、人の姿もない。

　小百合は、ザイスをどうこうしようという気はないようだった。

（何も教えられていないのか……？）

　恐らく、呪いの子の全すべてを知った、あの一いち弥やという巨人が、妹を巻き込まないようにと、嘘うそでもついているのだろう。とにかく、それはそれで運がよかった。

（それにしても……）

　ザイスは小百合を眺めた。小百合は、何だか、苦手なタイプだった。この感じ、どこかで……。

（そう。こいつは……母上に似ているんだ……）

　いつもニコニコしていて、それでいて、有無をいわせぬこの感じ……。

「いいのか……？　あの男、お前を捜しまわってるぞ」

　ザイスは少しばかり顔を赤くすると、それを隠すように素っ気なく言った。実際、この場所にも、あの菊きく池ちという男の叫び声と、号泣が聞こえてくる。

「ちょっとくらいなら、大丈夫だよ」

　小百合は、ふふっと微笑んで、優しくザイスの頭をなでた。

「さ……触るなっ！」

　ザイスは思わずパシッとその手をはたいて、草の茂みに跳ちよう躍やくした。そのまま去ろうとするザイスに、小さ百ゆ合りは笑って言った。

「くすっ。ザイス君。またね！」

「……世話になった」

　ザイスは、小さくそう言うと、茂みの中を走りだした。真の敵は、あの一いち弥やとかいう巨人だけだ。アテナはうまくやっているだろうか。

　考えて、そこはかとなく不安になったザイスは、一刻も早く、合流する必要を感じた。今はちょうどお昼すぎ。パウエルの行きそうなところは……。

「そうだ……ソウルマンだ！」

　ザイスはにやりと笑うと、『特設会場ステージ』へ向けて急いだ。





　一弥は『特設会場ステージ』の目の前にいた。入り口らしきところに、

『ソウルマン・イン・出で銭ぜにらんど～美しく、そして激しく～』

　と書いてある。

「美しく、そして激しく……？」

　何だかとっても入りたくないタイトルだ。しかも、中にはテレビでの宣伝の効果もあってか、すでに結構な数のお子さまたちが入っている。一弥の存在は、絶対に場違いだ。

「なあ、本当に行くのか……？」

　弱々しく、一弥は尋ねた。パウエルはすでに目をキラキラさせていて、

「もちろんっ！」

（ああ……）

　一弥は遠い目をしてその看板を眺めた。自由入場制で、入り口に受付の人が立っていないのがせめてもの救いか。看板に書かれている『ソウルマンショー』の午後の部の開始時刻までは、あと二〇分ほど。他ほかにやることも思いつかない一弥は、子どもたちに紛まぎれて会場内の椅い子すに腰掛けた。周りの視線が気になって思わずそわそわしてしまう一弥。と、

「ヘーイ！」

　突然、高い男の声が会場中に響き渡った。司会っぽいお兄さんがステージに登場。ソウルマンのオープニングテーマを熱唱する。恐らく、本物の歌手ではないだろう。踊りながら歌っているので、時々息切れしていてちょっとばかり痛々しい感じだ。とはいえ、子どもたちは喜んでいるようだった。「わー」だの、「きゃー」だのとみんな大騒ぎである。

　司会のお兄さんは歌の後もいろいろ頑張って子どもたちを釘くぎ付づけにしていく。長い前フリが終わって、ついに怪人が登場した。緑色の身体にピンクの装飾がほどこされた、毒々しい色合いの怪人だ。何の怪人かはさっぱり分からないが。怪人は声も高らかに、

「ショーッ！　シューシュシュッシュー！」

　笑っているらしい。これまた微妙な笑い声だ。一いち弥やはすでについていけなくなっている自分を感じていた。

「この『出で銭ぜにらんど』は金持ちぞろいだシュー。金があれば何でも買えるシュー。みんなから、たくさん金を奪ってやるシュー！」

（うわ、微妙に生々しいな……）

　そんな一弥の感想はさておき、会場ではいきなりブーイングの嵐が巻き起こっていた。

「悪者め、退治してやる！」とか、「汚いぞー！」等々。よく見ると、パウエルも何やら叫んでいる。幸い、子どもたちはショーに夢中で気付いてはいないようであったが。

　そして、気付いていないといえば、一弥もまた、後方から監視の目を向けられていた。

　アテナとザイスである。無事に合流した二人は、会場内で思いっきり浮いている一弥の姿を捉とらえていた。ザイスは、ショーに夢中になっているパウエルの後ろ姿を眺めた。

　里から逃げているはずなのに、まるで緊張感がない。

　それは、隣の一弥とかいう巨人をよほど信頼しているからなのだろう。あの男、一見ショーに見入っているように見えるが、ことあるごとに辺りをキョロキョロと見回したりと、挙動不審な動きが目立つ。きっと、いつ襲ってくるやもしれない自分たちを警戒してのことなのだろう。

（やっかいだな）

　ザイスは息を殺して彼らを見つめた。確実にパウエルをさらって逃げるには、相手の隙すきをつかなければならない。だが、あの巨人。

（全く、隙がない……！）

　この一弥という巨人、相当な危険人物のようだ。

　戦せん慄りつするザイスをよそに、ショーはどんどん続いていく。ステージ上の怪人は様々な悪事を考え、検討していく。最後に、怪人はポンと手を叩たたいて、

「子どもたちを人質に取って身代金を集めるシュー」

　そう言い放った。とたんに、ぎゃあぎゃあ言う子どもたちの悲鳴。

（――これは隙ができるかもしれない！）

　ザイスはにやり、と唇を歪ゆがめた。と、

（な……！）

　パウエルが、勝手にひょこひょこ歩き始めたのだ。一弥とかいう巨人は気付いていない。彼女は通路の端っこを通ってトテトテと歩く。さすがに人目がありすぎて、ザイスも手出しができない。

（何を考えとるんだあいつは……っ！）

　思わず拳こぶしを握りしめるザイス。と、ようやく一いち弥やも気付いたようだ。慌てて席を立ち、パウエルを回収に向かい、彼女を拾い上げた。その時である。

「いってー！」

　一弥は、子どもをステージまで上げようとしていた怪人の下っ端と、こともあろうか激突してしまったのだ。

　頭をさすりながら、とりあえずパウエルを鞄かばんに入れる一弥。と、

「グィー！」

　よく分からない叫び声が背後から響く。どうやら、下っ端戦闘員の声らしい。下っ端戦闘員はしゃがみ込んでいる一弥の頭上から、とりあえずポーズだけで怒る。一弥の肩に手をかけ――、

「あっ！」

　次の瞬間、一弥は下っ端戦闘員を投げ飛ばしていた。反射神経が鋭いのが災いしてしまったのだ。

「わー！」

　子どもたちから歓声が沸わき起こる。一弥は顔面蒼そう白はくで、

「あわわわ……。すいませんすいません」

　しかし、下っ端戦闘員は許してくれなかったらしい。

「グィー！」

　叫んで、さらに数人の戦闘員が現れ、一弥を拘こう束そくする。

「え、いや、謝ってるんだし、ってかちょっと……！」

　一弥の叫びも虚むなしく、彼と、彼の鞄の中のパウエルは、数人の子どもたちと共にステージの上に祭り上げられることになってしまうのだった。



「何か……妙なことになってきたな」

　ザイスは、冷や汗と共に呟つぶやいた。アテナも真剣な表情でうなずいて、

「ええ。でも……さっきの一弥様、かっこよかった……」

「……そうか？」

　ザイスが小声で突っ込むが、アテナは聞いていないようだった。



　一方、ステージでは、司会のお兄さんが「ソウルマンを呼ぼう！」と会場の子どもたちに呼びかけていた。

『ソウルマン助けてー』

　司会のお兄さんに誘導されて、一斉に叫ぶ子どもたち。その中で一弥は、弱々しく、

「ソウルマン……助けて……」

　呟つぶやいていた。と、それを見逃す司会のお兄さんではなかった。

「そこのお兄ちゃん、声が小さーい！」

「兄ちゃん、ちゃんとしろよー」

　横の男の子も頬ほおを膨らませて怒ってくる。

「うう……」

（何で俺おれがこんな目に……）

　一いち弥やは無性に悲しくなった。司会のお兄さんはノリノリで、

「じゃあもう一度呼んでみよーっ！」

（くそっ！）

　一弥は唇を噛かんだ。言いたくない。しかし、言わなかったらまた繰り返されるに違いなかった。こうなりゃヤケだ！

「せーのぉっで！」

『ソウルマン助けてー！』

　子どもたちと、一弥の声が会場中に響き渡った。

（ってか、ホントに助けて！）

　一弥は半泣き状態でソウルマンを待った。すると、

「その子たちを放せ！」

　派手な効果音と共に、ソウルマンたちが登場した。約一名「子」と呼ぶにはふさわしくない一弥もいたりするのだが、そこら辺の応用はきかないらしい。

「情熱の熱い炎――ソウルレッド！」

「蒼そう天てんの秘めし決意――ソウルブルー！」

「新緑のようにわき上がる想おもい――ソウルグリーン！」

「花のようにあなたを魅みせる――ソウルピンク！」

「全すべてを照らす正義の輝き――ソウルイエロー！」

　五人のソウルマンは、それぞれにポーズを取りながら叫んだ。

　一気に盛り上がる会場の子どもたち。何でもいいから早く助けてくれ。

　ソウルマンはいろいろ情熱的な言葉を吐きながら、しかし容よう赦しやなく怪人たちを叩たたきのめしてゆく。

「さあ、みんな早く！」

　ようやく、一弥たちが解放され、会場の席まで戻された。一弥は司会のお兄さんに頭を下げながら席まで戻る。

　背後では、ソウルマンが情熱的な言葉で怪人を説得――といって倒し、子どもたちに向かっていろいろ叫んでいるようである。

　再び歌が流れ、握手会＆撮影会が始まる。

　もちろん、パウエルは写真など撮れるはずもない。騒ぐパウエルを黙らせ、一いち弥やは静かに会場を後にした。



「うー、疲れた～」

「一弥だらしなーい」

「お前のせいだろっ！」

　パウエルに叫んで、一弥は再びため息をついた。腕時計を眺める。時刻は午後三時をちょっと回ったくらいだ。四時になったら、小さ百ゆ合りと菊きく池ちに合流して、グッズショップを覗のぞいて帰ることになっている。思えば園内をほとんど回れていないが、微妙なアトラクションの数々を見ているとあまり後悔の念はわかなかった。

　一弥はぶらぶら歩くことにした。ほとんど、ただの暇つぶしである。

「ねえねえ、一弥！　あれ、かわゆいっ！」

　突然、パウエルが言った。彼女の視線の先には――観覧車。

「乗りたいのか？」

　一弥は問いかけた。見たところ、普通の観覧車だ。広告塔の役割も果たしているのだろう。ゴンドラは世界の硬貨の形をしており、何げにかっこいい印象すら受けた。

　ただ、あまりにも普通なせいか、客の入りはよくなさそうであったが。

　パウエルは一弥を見上げ、ちょっと言葉を濁にごらせると、

「ちょっとだけ乗りたいけど……怖くないかな？」

　心配そうに問いかける。一弥は笑った。

「大丈夫だって。いつもコカートに乗ってるんだろ？」

「あ！　一弥、今バカにした！」

「してないしてない」

　一弥はニヤニヤ笑いながら、観覧車の乗り場まで歩いた。



「どうやら、あれに乗るらしいな」

　ザイスはグッズショップの上から、一弥たちを見ていた。パウエルを発見したものの、さっきは何もできなかった。一弥が腕時計を気にしていたことを考えても、これが最後のチャンスだろうということは予測できた。しかし……。

「観覧車か……厳しいかもしれんな」

「あれは、観覧車……というのですか」

　アテナが問いかけた。ザイスはうなずいて、

「ああ、あの小さい箱の中に入って空中を一周してくるという乗り物だ」

　そう、観覧車は基本的に狭い個室だ。そして、そこ以外に潜ひそむ場所はない。もし、パウエルをさらうことに成功しても、一周してくるまでは逃げ場所もない。非常に危険性が高い。どうする……。

　一方、アテナは観覧車を眺めていた。

「あの中に……」

　冷や汗が一筋流れる。狭い個室。高いところで二人っきり……。

（危険だわ……！　ああ、一いち弥や様はどうしてあんなロマンティックなところにパウエルと……。ハッ！　やっぱり一弥様はパウエルのことが……!?）

「ザイス様っ！」

「な……なんだ？」

「行きましょう！　行って、パウエルを――」

「お前……」

　ザイスは驚いてアテナを見た。真剣な瞳ひとみ。自分の命の危険すら厭いとわない、張りつめた目。

（そうだったな……）

　ザイスはフッと笑みを浮かべた。迷っていた自分が恥ずかしい。やれるか、ではない。やらなければならないのだ。彼は表情を引き締めると、

「……行くか」

「もちろんです！」

　アテナはぎらついた目をして言った。一弥たちは乗り場でフリーパスを見せている。乗り込むのはもうすぐだった。



「わぁ～！　すっごい！　コカートより高いっ！」

　パウエルは歓声をあげて地上を見た。ゴンドラはちょうど半分の高さを越えたところだ。

「見て見ていちや。あの人パウエルよりちっこいよ！」

「それはないから安心しろ」

「ぶ～」

　パウエルは頬ほおを膨らませた。ガコン。一いつ旦たん停止していたゴンドラが再び上昇を始め、パウエルはフェルトの帽子を両手で抱え、バランスをとる。

「あはは」

　一弥はにこやかに笑うと、外の景色を眺めた。地上は微妙なのであえて見ない。座席の背後にある少しだけ開いた窓から、爽さわやかな風がそよそよと吹き込んでくる。

（平和だなあ）

　パウエルが横で不服そうに彼の手を蹴けり飛ばしているが、一弥は気にしないことにしてやった。ガコン。再びゴンドラが停止する。あと、二回ほど上昇を繰り返せば、一番上だ。

「ふぁああ」

　一いち弥やはのんびりと欠伸あくびを漏もらした。



　そんな、のんびりとした空気が流れる一弥たち一行とはうって変わって。

　ザイスたちは死にかけていた。

　ゴンドラの上。吹きつける風の中で、彼らは極限状態にあった。観覧車のゴンドラは隠れる場所が皆無。唯一身を潜ひそめることのできる場所は、そこだけだったのだ。

　ザイスは危険だと判断した。しかし、アテナは全く意に介さなかった。恐るべき信念である。感動したザイスも、根性を振り絞った。しかし――、

（俺おれはここで……死ぬ？）

　既に標高何十メートルだろう。風がビュンビュンと吹き荒れ、一定の時間ごとに揺れるゴンドラ。しかも、その床面は塗装のせいで妙につるつるで、掴つかまっていられるような出っ張りなど、どこにもなかった。

　ただし、そんな状態でも、アテナは強かった。しがみついているのが精いっぱいのザイスに対し、彼女は下の――パウエルたちの様子を監視する余裕すら感じられた。

（俺も、強くならなければ……！）

　死ぬ気で頑張ればまだ何とかなるかもしれない。ザイスが決意を新たにした時だった。

「一弥様……私というものがありながら」

　突然、アテナがそんなことを口走ったのは。

「え？」

　思わず、ザイスは声をあげる。

「アテナ。お前、今……」

　何か調子に乗った発言が。というか、目的はそれじゃない気がするのだが。

　聞き間違いであることを願うザイスに、しかしアテナはうなずいて、

「さっきから、一弥様の笑い声が聞こえるのです。二人で楽しそうに……悔しいっ！」

　彼女の目は、真剣だった。ザイスは弱々しい口調で、

「いや、ってか使命は……」

「私の使命は二人の仲を裂くことですわっ！」

　きっぱりと、アテナは断言した。その後で、ギリギリと歯ぎしりをする。

「お、俺の決意って……」

　落ち込むザイス。彼は全身の力が、一気に抜けていくのを感じていた。どことなく身体が浮き上がり、上昇してゆくような感覚。そして、

　ガゴンッ！

　衝撃が彼を襲った。ツルッと手が滑すべって――、

「うっ……うわあああああぁ―――！」

　一番高い位置で停止した観覧車のゴンドラから、ザイスはまっ逆さまに落ちていった。



「わぁあああああ………あれ？」

　ザイスは閉じていた目を開いた。真っ暗な空間。手足を動かそうとするが、何か生温かいものが全身を覆おおっていて、それはかなわなかった。

（俺おれは……死んだのか？）

　彼は、指先を軽く動かしてみた。動いているような感覚がする。ただし、一向に身体は動かない。気のせいか。ザイスはさらに指先を動かした。すると暗くら闇やみは次第に晴れて――、

「って、うわあ！」

　ザイスは思わず叫んでいた。ザイスの感じていた暗闇。そこは、一いち弥やの手の中だったのだ。ザイスと目が合った一弥は言った。

「さーっきからうるさいと思ってたら、またお前の知り合いかよ」



　叫び声。ゴンドラの上から落下する影。

　一弥は思わず小さく開いた窓から、手を伸ばしていた。

　下のゴンドラに乗っている客としばし目が合って、曖あい昧まいな笑みを浮かべる。

　手のひらを開く。そこには思った通り、久く那な斗との民なるこびとがいて。

　今回のこびとは、男のようだった。ツンツンと尖とがった薄緑の短い髪。キリッとした眉まゆに、大きな深緑色の瞳ひとみ。何だか、短気そうな顔立ちだ。

「うわあ！」

　久那斗の民の少年が叫んだ。まあ、当然といえば当然か。せっかく平和気分を楽しんでいたのに、と一弥はうんざりした表情で言う。

「さーっきからうるさいと思ってたら、またお前の知り合いかよ」

　パウエルを見やる。彼女はきょとんとした顔で、一弥の手の上に乗る少年を見つめていたが、すぐに瞳をキラキラさせると、

「あー！　ザイスだぁ～」

「やっぱ知り合いか」

「うん」

　パウエルはニコニコして言った。ザイスは思わず逃げようとして、

「……ッ！――人違いだ」

　逃げ場所がないことに気付き、あからさまな嘘うそをついた。できるだけ目を細め、冷れい酷こくな口調で言う。

　ガコン。

「うわあ！」

　再びゴンドラが揺れて、ザイスは間抜けな声をあげた。落ちるはずがないのに、思わず身をすくめたザイスは、真っ赤な顔をして一いち弥やの手のひらから飛び下りた。

「……久しぶりだな」

　偉そうに、彼は呟つぶやく。パウエルの顔をまともに見れないのか、明後日あさつての方角を見ている。



    

  
    
      



    

  
    
      （うわ。こいつかわいい！）

　一弥は笑いそうになるのを堪こらえながらそう思った。本人に聞かせたら確実に怒るだろうが、どう見ても照れているようにしか見えない。弟に欲しい感じだ。

「久しぶりっ！」

　パウエルはシュタッと手をあげて言った。ザイスはまだパウエルの方を見ない。

　ちょっと気まずくなった一弥は問いかけた。

「えと、ザイス君、だっけ？　パウエル。どういう知り合いなんだ？」

　するとパウエルはうなずいてにっこり笑った。

「ザイスはねー。パウエルよりバカなの！　すっごくおバカさんなのー」

　きっぱりと言いきる。

（う、うわあ……）

　一弥は冷や汗をかいた。バカって……。お前にだけは言われたくない――ってかこいつ、自分がバカだって自覚してたのか……。

「……勝手なことを言うなっ！」

　ザイスは怒鳴った。――が、そのわりにはまだ背を向けたままだ。

　パウエルはそんな抗議など知ったこっちゃないらしい。頬ほおを紅潮させて一いち弥やに言う。

「あのね、あのね。ザイスはね、昔、足し算と引き算に足の指も使ってたの！　パウエルはね、手の指だけしか使ってなかったんだけどね」

　パウエルはクスクスと笑った。ぷっくりとした両手を頬に当て、指の隙すき間まから瞳ひとみを覗のぞかせる。ザイスはワナワナと背を震わせていたが、我慢も限界に達したのか、ガバッと身体ごと振り向くと、

「いつの話をしているんだっ！　そもそも、あれは、足の指も使えると考えついた俺おれの方が偉いんだ！」

「パウエルは、手の指だけで大丈夫だったもん。メイネ様も褒ほめてくれたんだよ。『パウエルはおーよーりょくがあるね』って！」

　一弥からすれば五十歩百歩のような気がするのだが、二人にとってはそうではないらしい。二人はしばらく睨にらみ合っていたが、

「あのジジイ！……くそっ！」

　チッとザイスは舌打ちをした。その時だ。

　ガコン。

　ゴンドラが揺れ、地上が近付いてくる。ザイスはバランスを崩して二、三度地面を足踏みすると、小窓から外を確認する。ゴンドラが地上に着くまで、あと二段階程度。この高さなら、逃げられる！

「今回は退ひいてやる。覚えてろよっ！」

　ザイスはそう言うと跳ちよう躍やくして窓から飛び出した。一弥があっと叫んでその後を目で追うが、時、既に遅し。ザイスの姿は彼の視界から完全に消え失うせていた。

「勝った」

　鼻息荒く、満足げなパウエルを、一弥はとりあえず殴なぐっておいた。



「ザイス様……大丈夫ですか？」

　アテナはザイスに向かって問いかけた。何かのアトラクションの建物の上。観覧車から脱出した彼らは、そこに身を潜ひそめていた。

「……ああ。すまん、ついカッとなって」

　ザイスは、額を手で押さえながら言った。何度か息を吸って、気分を落ち着ける。

「さすがザイス様。身を挺ていして二人の仲を裂こうとは……」

　などと、横でアテナが訳の分からないことを言っているがそれも無視して。

　――思い出す。先ほどの状況を。小さ百ゆ合り、そして一弥の対応。何かがおかしい……。

「まさか、あいつ……」

　愕がく然ぜんとしてザイスは呟つぶやいた。彼が思っている通りなら――。

「まさか、ザイス様も一いち弥や様のことが……っ！」

「違うッ！」

　見当はずれなアテナの言葉をとりあえず全力で否定して、彼はまた息を吸う。

「アテナ……一つ聞く」

　ザイスは、静かにこう切り出した。冷静な顔。瞳ひとみが、暗い光を帯びる。アテナは思わず息をのんだ。

「パウエルは……メイネから何も聞いてないのか？」

「あ。そういえば……」

　アテナは、口を押さえた。どうやら、その事実に気付いていなかったらしい。ザイスは深いため息をついた。それから眉まゆ根ねを寄せて呟く。

「つまり、あいつは狙ねらわれているなんて、これっぽっちも思ってなかったってわけか……」

　二、三歩ほど歩くと、彼はアテナに背を向けたまま言った。

「……とにかく、帰って作戦の立て直しだ！」



　　　＊＊＊＊



　玄関で、里さと美みは立ち尽していた。小さなビニールハウスが特徴的な、田舎いなかの一軒家。

　朝あさ靄もやの中、ぼんやりと辺りを照らす太陽。少し湿った足下の空気。寒気がするのは、そんな気候のせいなのだろうか。彼女は、絞り出すように口を開く。

「久しぶりね……メイネ」

　スウゥ。

　その言葉と共に、まるで霧が晴れるように、門もん扉ぴの上に青年が姿を現した。

　青みがかった白い髪。悲しげな浅緑の瞳。

　賢者、メイネ。

「サトリ……」

　メイネは、里美をそう呼んだ。彼女の、もう一つの名前を。

　彼は呟くように問いかける。

「来るのが、分かっていたのか……？」

　彼が勝かつ子この元を発たってから、もうすぐ丸一日が経たとうとしている。電話など、連絡方法はいくらでもある。しかし、メイネが尋ねているのは、そういう意味ではなかった。

　葵あおい里さと美み。里の賢者、メイネを知る数少ない巨人。

　しかし、彼女は――。

　里美はメイネの声を聞いてホッとしたように息を吸い込む。しかし表情は硬いままで、

「まあね。来るならそろそろだと、思ってたから」

　瞳ひとみを閉じ、胸に手を当てる。彼女はメイネに背を向けると、そのまま室内へと向かう。ついてこい。ということらしい。

　玄関の扉を閉めると、彼女はメイネに向かって微笑を浮かべた。

「あたし、今は里美って呼ばれてるのよ。サトリってやっぱりちょっと変わってるものね」

　しかしメイネは笑みを返しはしなかった。相変わらず、悲しそうな目をして、

「キミとまた会うことになるとは思わなかった」

「あたしもよ」

　里美――かつてサトリと呼ばれた女性は、作り笑いを止やめて言った。

「もう、会えないと思ってたもの」

　優しくこびとの青年を見つめる彼女の瞳には、それ以上に悲しみが溢あふれていた。彼女はその目を閉じた。涙が、一筋こぼれ落ちる。

　彼女は言った。

「あたしを逃がした、あの時から――」



    

  
    
      


第五話　世界最大のこびと



「はぁ……はぁっ」

　青年は膝ひざをついた。

　大きな木の根が遮さえぎっていて、青年の力ではもう越えて行くことは不可能だろうと思われた。

　青年は壁となっている根っこに手を伸ばし、身体を預けた。もはや動かない足は、体重を支えきれず、彼はそのまま木の根の下に倒れた。

（私はここで死ぬのだ）

　青年は本能でそう悟った。背中からは血が噴き出し、もう歩くこともできない。見る、ということを諦あきらめたからだろうか、視力も急激に失われてきた。

　暗くら闇やみの中を、記憶ばかりが行き交う。

　赤い炎。爆音。膨大な噴煙。

　崩壊の瞬間。

　シュウウウ……。

　小さな音をたてて、青年を包んでいた個人結界が消えた。

　森の小動物たちがいち早くその存在に気付き、食料目がけやってくる。青年はそれも仕方がないと思った。しかし――、

「止やめなさい！」

　凛りんとした女の声が森に響き渡った。もしかして、幻聴が聞こえるようになったのだろうか。青年はほとんど見えていない瞳ひとみを僅わずかに開いた。小さな影が彼に落ちる。

　その影は、確かに少女に見えた。

　結界がどこにも見当たらない、はっきりと見える少女。

　そんなこと、あるはずがなかった。可視の個人結界であっても、魔力のある者には、結界の境界がうっすらとは見える。しかし、この少女にはそれがない。青年は驚いて声をあげようとした。しかし、それは全く声にならず、空気の擦こすれる音を出したのみであった。

　意識が薄れる。青年が最後に目を開けた時、少女は、確かに何かを自身の左腕に突き立てていたように見えた。



（――ここは……）

　青年が目を覚ましたのは、ベッドの上であった。木でできたその部屋の天井の木目をしばらく見つめ、意識がはっきりしてきたところで辺りを見渡す。

　これといって何もない部屋だった。

「あ、目覚めたのですね」

　ベッドの脇わきで座っていた少年が微笑ほほえんで言った。

「……キミが助けてくれたのか？」

　言って、青年は少しも胸が苦しくないのに驚いた。慌てて傷を負っていたはずの背中に手をやる。傷口は――跡形もなかった。

　少年は青年のそんな様子に首を傾かしげながらも微笑んで言った。

「いいえ。あなたを助けられたのはサトリ様というお方ですよ」

「そうか……ぜひお礼がしたい。その方に会わせてくれないか？」

　何かがおかしい。青年はそれを感じていた。もし、森の中で助けてくれた少女がサトリという人物と同じなら……。確かめなければならない。彼女の秘密を――。

「分かりました。サトリ様もそう仰おつしやっておいででした。ところであなたのお名前は？」

　少年は笑みを絶やさずに、青年にそう問いかけた。

　青年は初めてホッと息をつくと、頭を下げてこう言った。

「これは失礼したね。私の名はメイネ。世話をかけてすまない」



　メイネはそれから別の少年と老人に案内されて、広い廊下を歩いていた。前に少年、後ろには老人。どうやらメイネは監視されているようであった。

　それにしても、随分としっかりした造りの家である。自分の住んでいた場所では、こんな暮らしができるのは王族くらいなものだった。

　一体、サトリという人は何者なのだろう。歩くメイネに、背後の老人が声をかけた。

「おい。メイネとやら。ようやく名を思い出したようだが、他ほかには何も思い出せぬのか？」

「え？」

　思わず彼は振り向いた。思い出すもなにも、私は――。

　そう言いかけて、慌てて彼は口をつぐんだ。ここの人間は、『外』の人間を知らないのかもしれない。まだ、言うべきではない。

「あ、そうですね……うーん。すみません。ところでサトリ様ってどんな人なんですか？」

　メイネの問いに、老人は絶望的な顔をした。彼は凄すごんで、

「サトリ様も思い出せぬのか！……くれぐれも粗そ相そうなことはするでないぞ」

「あの、サトリ様って……」

「我々、久く那な斗との民を統すべる里長のことですよ」

　前を歩いていた少年が振り返って微笑ほほえんだ。

　久那斗の民。ということは、やはり彼らは『外』に住む同どう胞ほう――。

「あなたは本当に運がいい。獣からサトリ様をお守りになったそうですね。サトリ様はあなたをたいそう評価しておられました」

「私が……獣を……？」

　メイネは首を傾かしげた。どうやら、そのサトリという人物が勝手に話を作っているらしい。

（やはり、私が『外』の人間だとバレたら危険なのだろう）

　メイネは唇を歪ゆがめた。里長というのが、どれほどの地位の人間なのかも判然としなかったが、このサトリという人物、相当な権力者らしい。しかも頭も切れる。

「本当に、思い出せないのですね」

　少年が、気の毒そうに言う。メイネはすまなそうに頭を下げた。

「ええ。名前だけしか……。何かきっかけがあればよいのですが」

　少年は優しげな微笑を浮かべた。気遣ってくれているらしい。メイネも微笑を返した。

「おお、着いたぞ」

　老人が、ため息交まじりに言った。眼前には大きな扉。

「サトリ様。例の客人でございます」

　少年がそう言うと、内側から静かに扉が開かれる。

「……入りなさい」

　奥の方から、声が聞こえた。メイネの身体が強こわ張ばる。それは、あの時の少女の声だった。



「この度の働き、ご苦労様でした。そなたが覚えていないのは非常に残念ですが……」

　少女は、玉座の上からそう言った。本当に残念そうに眉まゆをひそめ、それをメイネが見たのに気がつくと、慌てて優しい微笑を浮かべ、当たり障りのない話をする。

　よく通った鼻筋に、形の良い眉。ほっそりとしたあごのライン。美しい少女だった。すらりと細い手足は、薄暗い室内で、びっくりするほど白く見えた。まだ、幼さを感じさせる黒い瞳ひとみは、つやのある長い黒髪とともに、身に纏まとっている衣装の赤によく映えている。

　メイネは、倒れる直前に見た少女の姿を思い出した。結界の外でも平気だった少女。

　凛りんとした声。自身の左腕に突き立てた何か――。噴き出す、血。

　彼女の左腕は豪華な衣装に隠れて、見えない。

　メイネは焦あせるような目で、彼女を見つめた。腕を見せてくれと頼んだら、彼女はどうするだろう。周りの者が許さないか。

　すると、彼女は玉座より立ち上がった。悠然と微笑ほほえんで、優雅に一礼する。

「このまま出て行かれるのは、私わたくしとしても非常に心残り。よろしければ、しばらく宮殿に留まっていただけませんか？」

　メイネは、息をのんで目の前の少女を見つめた。美しい。そして、それ以上に、何か裏を感じさせる微笑み。一瞬の沈黙の後、彼は彼女を見み据すえて言った。

「では、お言葉に甘えさせていただきたいと思います」

　少女は、相変わらず笑みをたたえ、その視線を受け止めていた。



　メイネが正式に客人となったのを受けて、彼は何もない病室から一気に華やかな客室へと移されることとなった。よく磨かれた白木の壁に、赤で装飾が施ほどこされている。それは、先ほどのサトリという少女の纏っていた衣装の模様によく似ていた。

　彼は誰だれの気配もないのを確認すると、静かに上着を脱いで再び傷口がないのを確認した。

（やはり妙だ）

　魔法による治ち癒ゆは、傷跡までは消せない。

　それは久く那な斗との民ならば誰もが知っている事実。

　もしこれが魔法による治癒ならば、むしろ傷跡は鮮明に残っているであろう。

　回復の魔法は自己治癒力を低下させる。魔力により、無理やり傷や痛みを抑え込むだけの、自然治癒とは根本的に異なる治療法。便利ではあるが、万能ではない。

　魔法による治癒には、もう一つ「整魔法」と呼ばれる治療法があるが、これも違うだろう。整魔法とは体内の魔力の乱れを正すことによって、自然の治癒力を高めるものだが、それは健康増進といったレベルのもので、傷を治そうと思えば一定以上の期間を要する。

（そもそも、私は怪け我がをしていたのか？）

　メイネは頭を押さえながら、そんなことを思った。もしかしたら、自分は夢を見ていて、本当に記憶がないだけで……。そう考えた方が、自然だった。しかし――、

　そなたは見つけるのだろう？　同どう胞ほうを――。

　そう言った、友の顔が頭をよぎる。もういない、友の言葉……。

　彼は、この里の人間ではなかった。『外』に仲間が住んでいる、そんなことは考えもしない人々の中で、しかしメイネは信じていた。久く那な斗との民、同胞は必ずいると――。

　この記憶は嘘うそではない。希望と、そして悲しみに溢あふれた記憶……。

「私は……」

　メイネは瞳ひとみを閉じた。再び、友の顔がまざまざと蘇よみがえって……。

「――こんにちわっ！」

「うわあっ！」

　突然、かわいらしい声が背後から聞こえて、メイネは大きく肩を震わせた。聞き覚えのある声。嫌な予感がすると思いつつも、彼は恐る恐る声のした方へと振り向く。

「やっほ」

　案の定、そこにいたのはサトリという少女だった。先ほどの荘厳な感じのする衣装とは違い、動きやすそうな格好をしている。彼女はニコッと笑うと、

「お話しに来たんだ――って、きゃあ。裸はだかっ!?」

「あ、うわっ……すみませんっ！」

　メイネは慌てて上着を着た。サトリはそれを確認すると、ホッと息をついて、

「ひゃあ、びっくりしたー。ごめんごめん」

　ちょっと頬ほおを赤らめながらにっこり笑う。先ほどまでの彼女とはまるで別人のようだ。

（まさか本当に別人……？）

「失礼ですが、あなたは――」

「もぉー、さっき会ったじゃない。サトリよ。『サトリ様』！」

「サトリ……様」

「急性痴ち呆ほう症？　ま、許してあげるわ」

　彼女はそう言うと手近にあった椅い子すにすとんと腰掛けた。相変わらず笑顔を崩さず、顔だけを振り向かせ、彼を見つめている。メイネは困ったような顔をすると視線をそらして、

「あの、サトリ様はどうやってここに？」

　問いかけた。もの思いに耽ふけっていたとはいえ、全く気配を感じなかった。魔法による侵入なら、魔力の波動で容易に分かる。部屋には鍵かぎがかかっていたから、開けたにしてもその物音で気がつくだろう。

　すると彼女はうん、と伸びをすると、

「サトリでいいわよ。ここにはねー、あそこから来たの」

　彼女はそう言って自らの頭上を指差した。

「天井……」

「そ。あたしって身軽でしょ」

「あたし……」

　メイネは頭痛がしてくるのを感じていた。

「私わたくしの方がよかった？　でも、そういうのって、何か偉そうで嫌じゃない」

「え……そ、そうですね」

　サトリの言葉に、メイネは慌ててうなずいた。彼女は満足そうに微笑ほほえむ。その笑顔は、普通の少女のものだった。

　最初に結界の外で見た少女。先ほど、玉座の上にいた少女。そして今、目の前にいる少女――。

　それは、それぞれが違う印象で、しかし、同じ声をしていて。

「サトリ様……左腕を見せていただけますか」

　メイネは、彼女が怒ることを覚悟で、そう問いかけた。

「……サトリ様。私を助けてくれた少女は、腕に怪け我がをしているはずです」

「なかったら？　別人ということになるの？」

「それは……」

　強い口調で言葉を返す彼女に、メイネは言葉を濁にごらせた。実際、それが別人である証明になるとは、彼自身も考えていなかったからだ。メイネはサトリを見つめた。何かを試しているような瞳ひとみ。彼は息をつくとその目を見み据すえてこう言った。

「その少女が、普通の少女ならば――」

　瞬間、サトリの瞳が、スゥッと細まった。彼女は形だけの微笑を浮かべ、

「続けなさい」

　それは、長おさとしての彼女の持つ微笑みだった。メイネはうなずく。

「その時、私が見た少女は、個人結界を張ってはいなかった。そして私の背中の傷。魔法による治ち癒ゆでは消せない傷跡までも完治していた」

　そう。それは異常なことだった。そして、そんなことが可能なのは――。

　昔、文献で読んだ。久く那な斗との民には、稀まれに巨人となる久那斗の民が生まれると。それは、巨人と同じ速度で成長し、その血液はいかなる怪我の傷も塞ふさぐという。

　彼は、サトリを見つめた。

「あなたはもしや――」

「呪のろいの子」

　メイネの言葉に、サトリの一言が被かぶせられた。冷たい響きの言葉。

「呪い……？」

「ええ。それとも、あなたの住んでいたところでは他ほかに呼び名が？」

　サトリは冷たい笑みと共に、そう問いかけた。彼がよそ者だと知っている。そのことを仄ほのめかす言葉。しかし、メイネはそれを恐ろしいとは思えなかった。彼女の目が、とても悲しそうだったから。メイネはうなずくと、事実のみを口にした。

「私の国では、伝説でした。巨人となる、久く那な斗との民。誰だれも見たことのない、神か悪魔かすら分からぬ存在……」

「そう……。あなたは国というところから……。メイネさん。一つ教えましょう。――呪のろいの子は、ここの教えでは、悪魔です」

　彼女はゆっくりと瞳ひとみを閉じた。優雅で、気品溢あふれる動作。彼女は笑った。

「あなたが公の場でそれを聞かなかったことに、感謝します」

　その微笑ほほえみが、あまりにも悲しみを帯びていて、メイネは思わず罪悪感を覚えた。

「まさか、このことは……」

「知りません。亡くなった母と、乳母。彼女もまた、死にました」

　彼女は立ち上がり、胸に手を当てる。

「私の願いは、妹のミトクが無事に次の長おさになれるまで、ここにとどまること。『外』の世界から来た旅人……。あなたが私わたくしを脅おどかすつもりなら、私は、命を賭かけてあなたを排除します」

　そう言った彼女の目は、強い決意に満ち溢れていた。いざとなれば、迷わず彼を殺せるだろう、美しい目だった。

「そんなことはしません」

　メイネは、自然にそう答えていた。

「あなたに救われた命。私も命を賭けて、あなたを手助けしたい」

　それは本心だった。彼女が悪魔だなどとは、とても思えなかった。

　少女はその言葉ににっこりと微笑んだ。計算された笑みではない、自然な微笑みだった。



　メイネは、サトリの勅ちよく命めいにより、宮殿内で働くことになった。記憶を失ったという青年に、同情する者や、妬ねたむ者。どちらにしても彼は人々の注目の的であった。

　しかも、メイネには強大な魔力があった。それは、サトリの血を大量に浴びたためであったが、もちろん、里の者は誰も知らない秘密である。

　謎なぞめいた素性と爽さわやかな人柄、そして強大な魔力。

　ついには、彼が仙人ではないかという噂うわさまでまことしやかに流れる始末であった。

　しかし、サトリの目があるせいか、概おおむね皆、彼に親切にしてくれた。

「サトリ様は太陽のようなお方です」

　宮殿に仕える者たちは、皆、一様にこう答えるのだった。



（太陽、か）

　メイネは与えられた部屋で、ぼんやりとしていた。

　両親の既にないサトリには、ミトクという、年の離れた妹がいた。呪のろいの子ではない、普通の久く那な斗との民である幼い妹。サトリは、この妹が次の長おさになれるまで、里長であり続けると、そう語っていた。そのために頑張っているのだ。

　サトリは呪いの子ながら、普通程度に――いや、普通以上に魔法を使えた。久那斗の民が身体を魔力で縛っているが故の魔法。しかし彼女は、その相反する力を、両方とも併あわせ持っていた。瞬間的に魔力を高め、それを放つ。

　その力を誇示することで、サトリは秘密を隠し通してきた。

　しかし、それはむしろ逆効果のようにメイネには思われた。

　サトリの存在は大きすぎる。

　メイネが里で暮らし始めて数週間が過ぎた。その間に、メイネは僅わずかではあるが、彼女の妹の話も耳にした。しかし、その妹は身体が弱いという理由で表に出たことがないらしく、噂うわさの方も、サトリが光ならミトクは影。芳かんばしくないものばかりであった。

　サトリ自身も言っていた。ミトクは、彼女の血によって生き長らえているに過ぎないと。生命力が弱く、外部からもたらされた魔力も維持できずに、力も乏とぼしいのだと。

　彼女が表に出れば、サトリとの差は大きくなる一方だろう。

　だから、サトリは妹がちゃんとした状態になるまで、彼女を隠そうとしているのだった。

　――私はいずれ、この里を去る身ですから。

　これも、彼女が言った言葉。いずれ巨人になってしまう運命を持った少女。サトリは光であり、同時に影だった。

　彼女たち姉妹を守りたい。サトリから詳しい事情を聞いて、彼はいっそうそう思った。

　サトリは絶望している。自分には未来がないと。

　ミトクは知っている。姉の方が優れていると。

　手のひらに差す茜あかね色いろの日差しに気がついて、メイネは顔を上げた。もう、夕方である。

　メイネは部屋からこっそり抜け出すと、不可視の個人結界を張り、森へと飛び出した。サトリは現在、そこにいるはずだったから。



　太い木の枝の上で、サトリは風の音を聞いていた。

　日は、かなり傾いている。真っ赤に染まる太陽を見ると、なぜだか無性に悲しくなった。

　ザワ。

　風の流れが、変わった。神経を研ぎすませる。サワサワと揺れる木の葉。スゥ……と音がして、夕日が突とつ如じよ現れた人影を映し出す。青みがかった白い髪の青年――。

「座っても、いいかな」

「いいわよ」

　サトリは穏やかな顔をして言った。それはここ数日、毎日のことだった。サトリが、決まった時間にいなくなるのを知ったメイネが後をつけてきたのが最初だった。もちろん、気配の読めないサトリではない。しかし、メイネになら知られてもいいと思った。

　サトリは他ほかの久く那な斗との民とは成長の速度が違う。結界の中では、ほとんど年を重ねることができない。だからこうしてできるだけ結界の外にいる必要があった。長おさであり続けるためには、呪のろいの子だと知られてしまうわけにはいかないのだ。

　この場所の近くで、彼が倒れていて。

　サトリは最初、どうして自分がこの青年を助けたのか分からなかった。自分のことが知られてしまう危険だってあった――事実、そうなったのだ。なのに……。しかし、今なら分かる。

　彼が、寂しそうだったから。

　一人で夕日を眺める時、サトリはいつも悲しかった。どうしてこんなに綺き麗れいなのに、どうしてこんなに悲しいのだろう。それは、彼女が寂しかったからだ。

　普通の久那斗の民は、一生涯、こんな完全な形の太陽を見ることはないだろう。結界の中でしか生きられない彼らには。でも、それもいいかもしれない。一人ではないのだから。

　あの時、メイネを助けたのは、彼が全すべてを諦あきらめていたから。孤こ独どくな彼なら、共に夕日を眺めてくれるかもしれないと思ったから。

　横で黙って夕日を眺める青年を見つめ、彼女は思うのだった。

「あなたは……呪いの子が平気なのね……」

　ふいに、彼女は呟つぶやいていた。他の場所から来たという青年。彼は多くを語らなかったが、呪いの子が、彼の住んでいたところでも特異な存在であることは明らかだった。

　青年は、驚いたようにサトリを見た。夕日に染まった白い髪が、柔らかく輝いていた。

　メイネは穏やかな風と同化したかのように、優しい目をしてうなずいた。

「呪いの子なんてものはいないからね。ただ、ちょっと他人と違うだけ、だろ」

「でも、皆はそう思ってないわ」

　決して否定して欲しいわけではないのだけど、サトリはそう言い返した。

　メイネはそれを見透かしたように柔らかく微笑ほほえむ。

「名称が悪いんだよ。サトリ。私は、キミを呪いの子なんて名前で呼ぶつもりはない」

　だから、自分でもそんな風に呼ぶな。彼はそう言って、再び夕日に目をやってしまった。

　じゃあ、何て呼べばいいの。

　そうサトリが聞こうとした時だった。メイネがくるっと顔を向けて、

「そうだな……世界最大のこびとってのはどうだい？」

「世界最大の……こびと？」

　サトリは首を傾かしげた。呪いの子と、何の関係があるのだろう。するとメイネは笑って言った。

「久く那な斗との民は、元々は巨人だった。って、知っているかい？」

「!?……聞いたこともないわ」

「私の国でも、ごく僅わずかの者しか信じていなかったからね。だけど、それは真実だと思う。私たちの祖先は、何らかの呪じゆ術じゆつを用い、身体を小さくした。大きくなる久那斗の民は、ただ、自然の摂せつ理りにまっすぐなだけ――」

「それじゃあ……」

「そう。キミが大きいんじゃない。私たちが小さいんだよ。だからこびと」

　メイネは笑いながらそう言うと夕日を見つめた。沈黙が二人を包み、穏やかな風が二人の間を吹き抜けて行った。

「あたしも……その、こびとの中に入れてくれるんだ……」

　小さく、呟つぶやいたその一言は、彼に届いたのかは分からなかった。だけど。サトリはそれはどうでもいいと思った。彼女は満足そうに微笑ほほえむと、隣の青年と同様に、沈み行く太陽を眺めたのだった。



    

  
    
      



    

  
    
      　それから一年が過ぎた頃ころ――サトリの身長が、久那斗の民の限界を超え始めた時のことだった。サトリがメイネを呼びつけたのは。

　彼女は、里の宝剣である〈地くに祇つか之みの憑より代しろ〉をメイネに押しつけ囁ささやいた。

「メイネ……私を殺しなさい。私の血を全すべて、ミトクに与えるのです。そうすればあの子は不足ない長おさになれる……」

「サトリ……何を……!?」

「私は本気です。メイネ、私が死んだ後、ミトクを頼みます」

　彼女は、笑みさえ浮かべていた。心底、メイネを信頼している目をして。しかし、

「……嫌だ！」

　メイネは叫んでいた。押しつけられた宝剣をそのまま彼女に突き返す。宝剣――彼女を、呪のろいの子を殺すことのできる唯一の剣。

「キミは勝手だ。私にはできるはずがないと、キミも知っているだろう……」

　諦あきらめて、失うのは嫌だった。彼女はまだ、充分に生きられるのだ。彼女が、いつかそうするつもりなのは、出会った頃ころから分かっていた。けれど、

「私は、キミが好きだ」

　メイネは言った。彼女とは、出会って一年ほどしか経たっていなかった。しかし、彼女を大切に思う気持ちは、誰だれよりも強くなっていた。ごく自然に漏もらされた愛の告白に、サトリは、長ではない、普通の少女の顔になって、

「あたしもよ……メイネ」

　ごく自然に、受け止める微笑。しかし、その目は依い然ぜん暗いままで――。

「でも、だからこそ、あなたに頼みたいの」

（そう。あたしは知ってしまったから。孤こ独どくがいかに寂しいかを）

　目の前の青年がいない世界がどれほどに虚むなしいかを。分かってしまったから。

（ならば、死んでしまいたい――）

　彼女の強い視線をメイネは黙って受け止めていた。そして、ふいに彼女を抱き寄せると、

「――キミは逃げろ」

　耳元で、囁いた。サトリの手から、短剣がこぼれ落ちる。

「死ぬことは許さない。キミは逃げて、そして違う世界を生きろ」

「ひどい……」

　違う世界。それは、永遠の別れの言葉でもあった。サトリは、ぽろぽろと涙をこぼしながら彼の腕から離れた。再び、彼の顔が視界に飛び込んでくる。

「ミトクは……私が守る。完かん璧ぺきな長でなくとも、民に必要とされる長にしてみせる」

　そう言った彼は、どこか遠い世界の人のように感じられた。





「……そう」

　里さと美みは静かにそう言った。あれから、三〇年余りが経った。すっかり巨人になってしまった自分の前には、昔とほとんど変わらない、浅緑の目をした青年。

「ミトクは、無事、長おさになったのね」

　涙で揺らぐ視界を何とかしようと目を擦こすり、無理矢理に微笑ほほえみながら言う。しかしメイネはにこりともせずにうなずくと、

「よりによって、宝剣が彼女の息子、ザイスの手に渡ってしまった。まだ、ザイスは宝剣の秘密には気付いていない。だが、安心はできない。私も行く。だからパウエルを一刻も早く保護して欲しい」

「分かった……けど……」

　里美は俯うつむいて言った。

「あたし、何も言わずにパウエルちゃんを連れて行くのだけは嫌よ。行くのは、あの子たちが帰ってくる、夕方。――別にいいわよね？　それでも」

「ああ。まだ、宝剣の秘密はバレてはいないはずだ。それくらいは構わない」

　メイネはうなずくと、枯れたような微笑を浮かべた。
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　ザイスは宝剣を握りしめた。入場ゲート付近に潜ひそませていたオナガに乗り、『出で銭ぜにらんど』から帰ってきたのが昨日の夜。時間が経たつのは早いもので、里はもう朝を迎えている。

　宮殿の最奥に位置する彼の寝室は、ほとんど侵入者の心配もない。結界の外で、けたたましく鳴く鳥たちの声を聞きながら、ザイスは情報を整理していた。

　昨日の未明、メイネが里から消えた。兵の情報によると、ティムは眠っていたらしく、今回の逃亡には無関係らしかった。

　メイネが動き出した。それは、こちらも早く動かねばならない、ということだった。何せ相手は賢者である。魔法では、かなわない。

　呪のろいの子も、大きくなれば手を出しづらくなる。呪いの子は、生命力が強い。今の段階ですら、普通の剣や魔法で殺すのは難しいのである。

　とはいえ、血を搾さく取しゆするだけなら、殺す必要はなかった。痛めつけるだけでいい……。

　だが、ザイスはパウエルを生かしておくつもりなどなかった。

　彼女が幼なじみだから……だからこそ、確実に殺さなければならなかった。

　呪いの子。巨人になってしまう久く那な斗との民。

　――あー！　ザイスだぁ～。

　そう言った、パウエルの無邪気な笑顔がふいに脳裏をよぎる。

　里にいられなくなった少女は、巨人の世界で、既に自分の居場所を確保していた。

　そして、そこは彼の世界とは別の世界で。

「フッ……」

　彼は笑った。自分の弱さに。彼女がいなくなるのが、悲しくて。しかし、同じ消えるなら、死ぬも生きるも同じではないか。生きているなら、余計に辛つらい。

　ザイスは宝剣の刃に映る、自らの瞳ひとみを見つめた。荒すさんだ目。

（呪のろわれているのは、俺おれの方かもしれないな……）

　ザイスは、薄く笑った。何も斬きれない短剣の刃が、キラリと光る。

　――ガタン。

　突然、物音が響いた。

「何者だ！」

　ザイスが叫んで、音のした方向を眺める。扉の、すぐ傍そば……。

「はは……うえ……!?」

　そこには、彼の母親がいた。現里長、ミトク。まっすぐに長いプラチナブロンドの髪が印象的な、色白な肌の女性である。

　ザイスは驚いて頭を下げた。気付かなかったとはいえ、怒鳴ってしまった。だが、ミトクはそれを気にも留めずに、愕がく然ぜんとした眼まな差ざしでザイスの手――いや、そこにある宝剣を見つめていた。ザイスは慌てて剣を懐ふところにしまった。しかし、ミトクはきつい視線で、

「ザイス……今の刀は……！　まさか……。パウエルちゃんを斬るつもりなの!?」

　懐から剣を出し、母親に返そうと思っていたザイスは、その一言に、再び宝剣をしまい込んだ。パウエルを……斬る……。

　どういうことなのか。何も斬れない宝剣。それが〈地くに祇つか之みの憑より代しろ〉ではなかったのか……。

　ザイスは、凍りついた表情のまま、ミトクを見つめた。母は、何かを知っている――。

「そうだ……」

　一瞬の沈黙の後、ザイスはそう呟つぶやいた。知らないということを、悟られてはならない。

「止やめなさい！　どうして……？　どうして呪いの子だからって、殺されなければならないの!?」

　ミトクは血相を変えて叫んだ。そんな顔の母を見るのは初めてだった。穏やかで、ほとんど自己主張というものをしない、ザイスから見れば、ふがいない長おさ。だが、しばらくの後、ミトクは急に冷静な顔になると、

「ザイス……呪いの子を殺すというのなら、私を斬ってからお行きなさい。私も、少しですが、呪いの子の血液が流れています。その〈地祇之憑代〉で、斬りなさい。私が死ねば、あなたもその愚おろかしさに気付くはずです……」

　か細い、しかししっかりとした口調で言った。意外な迫力を持った、鬼気迫る表州しかし、ザイスはその言葉の方に驚いていた。

　――母に、呪のろいの子の血が流れている。〈地くに祇つか之みの憑より代しろ〉で斬きれる。何も斬れない、宝剣で……。

（そして、この剣はパウエルを、斬れる――！）

　ミトクが、この剣を遠ざけているのは、昔から不思議だった。だが、今その謎なぞが解けた。恐らく、この剣は呪いの子を斬るための剣なのだ。

　普通には殺せない呪いの子。それに対抗するための剣。

「クク……」

　ザイスは、思わず笑っていた。懐ふところの中の短剣に、服の上から確かめるように触れる。

「ザイス……！」

　懇こん願がんするような目で、ミトクは言った。しかし、ザイスはなおも笑っていた。

（迷いは、消えた。俺おれの為なすことは、ただ一つ――）

　彼の心は、驚くほどに澄み渡っていた。メイネを出し抜き、パウエルを確実に殺し、完かん璧ぺきな長おさになる。その願いが確実にかなう。

「ザイス！」

　再び、ミトクが叫ぶ。だが、ザイスはつかつかと彼女に歩み寄ると、

　――バシィッ。

　乱暴に手で、ミトクの身体を払った。あっさりミトクは壁に叩たたきつけられ、悲鳴をあげる。だが、ザイスはそれを顧かえりみることはなかった。そのまま、歩む速度を変えず、彼は寝室を出た。決行は、早ければ早いほどいい。

　懐から、宝剣をすらりと取り出し、彼は笑った。
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（苦しい……）

　小さ百ゆ合りはうっすらと瞼まぶたを開けると、そのままの状態で天井を眺めた。

　まだ昇ったばかりの太陽の光が窓から差して、白い壁を照らしていた。

　今日は月曜日。昨日は『出で銭ぜにらんど』でたくさん遊んで、それで疲れて……。

　小百合はしびれる腕を持ち上げて、額に手の甲を当てた。気分が悪い。

　身体が弱いのは昔からだった。今はまだいい方。少なくとも、外で倒れることはほとんどなくなった。朝からこんな気分なのは久しぶりだった。

　小百合はゆっくりと起き上がった。それだけのことで、息が苦しくなる。久しぶりに重症かもしれない。

「はぁ、はぁ……」

　彼女は小さく呼吸すると、横目でいまだ寝ているパウエルを見た。起こさないように、慎重に部屋を出る。手すりを伝って、階段を下りて……。彼女は台所へと歩く。里さと美みからもらった薬がそこにはあった。冷蔵庫にある、緑色の透明瓶びんに詰められた深緑の液体。それを取り出し、彼女はお気に入りのマグカップにその液体を注ぎ込んだ。電気ポットからお湯を注ぎ、薄めてから口をつける。

「ふうぅ」

　小さ百ゆ合りは小さく息をつき、ダイニングテーブルの椅い子すをひいて腰掛けた。大分、楽になった気がする。これがただの薬草を煎せんじたものなら、こんなにすぐに効果は現れないだろう。この薬が異常なものだということは飲んでいる小百合が一番に感じていた。

　身体の調子がよくなるというレベルではない。全身の感覚が鋭くなり、不思議な空気の流れみたいなものが見えたりするようになる。人間の発する、微妙なオーラのようなもの……。中でも、一番強いオーラを放っていたのは里美だった。彼女が、普通の人間じゃないということは、何となく分かっていた。だけど……。

（アテナさん。それに……昨日会ったザイス君……）

　久く那な斗との民という、二人からも、そのオーラが見えて。昨日、ザイスが飛んでくるのが分かったのも、そのオーラが見えたからだった。

　パウエルは、普通の人と同じくらいだったから全然分からなかったけれど、もしかしたら、里美は久那斗の民の関係者で……。そう思うと、何となく怖かった。里美が、いつか自分の前から消えてしまうのではないかと思って。

「里美おばさん……」

　彼女は呟つぶやいて、自らのひょろっとした膝ひざの頭を見つめた。

（里美おばさんがサトリさんだとしたら……）

「会わせたくない……」

　小百合は、やや生気の戻った顔で呟いた。里美が、パウエルと一緒に、どこかに行ってしまうかもしれないのが怖かった。

　日は、いよいよ昇り、一いち弥やたち他ほかの家族が起きてくる。

　学校へ行く直前、皮肉にも里美から電話がかかってきた。今日の夕方、そっちに行く。そんな内容だった。
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「ふぁああ～」

　一弥は歩きながら欠伸あくびを漏もらした。昨日『出で銭ぜにらんど』で、いろいろと神経をすり減らしたせいだろうか。今日は朝からとても眠たかった。

　まあ、それでもともかく、今日の授業は終わった。今日は菊きく池ちも終始自分だけの世界に入っていて絡んでこなかったし、一いち弥やは帰ったら速攻眠るつもりでいた。

「ふぁああ、ねむ……」

　一弥は田舎いなか道みちを歩きながら、もう一度欠伸あくびを漏もらした。と、

「あ、一弥様っ！」

　頭上から声が降ってきたりして。一弥は嫌な予感がして空を仰あおいだ。

　――スゥーッ

　爽さわやかに風を切り、一匹の雀すずめが一弥の目の前に現れた。その上には、アテナ。

「こんにちは……あの、一弥様……」

　彼女はなぜか赤い顔をして言った。一弥は欠伸を噛かみ殺しながら、

「ああ。こんにちは」

　苦い顔をして言う。全く、久く那な斗との民は暇すぎなんじゃないのか？

　しかし、アテナの次の発言に、一弥は眠気がふっ飛んだ。

「あの、パウエルですが……里に戻ってもらおうと思って……」

「何ッ！　本当かっ！」

「……あ、は、はいっ!!」

　興奮する一弥に、アテナはどぎまぎしながらもそう答えた。そう、嘘うそは言ってない。今朝、アテナはザイスに、里のある森の中までパウエルを誘おびき寄せるように命じられた。彼女を殺す準備ができたから――である。

「そーかぁー。ついにあいつともお別れかー」

　一弥は嬉うれしそうにへらへら笑いながら言った。短いようであったが、一弥にとっては充分に長かった。別にパウエルのことが嫌いってわけじゃない。むしろかわいく思えてきた矢先である。しかし、一緒に生活するのに限界を感じていたのも、また事実であった。

（ってか、これからは振り回されずにすむ！）

　一弥は、少し情けない喜び方をして、アテナへと目を向けると、

「よぉーっし。善は急げだ。――アテナちゃん。行こうか」

　優しい一弥の瞳ひとみが、アテナの眼前に迫った。彼女はポーッとした表情でうなずく。

「は……はい～」



　一弥たちが家に帰ると、既に帰宅していた小さ百ゆ合りが玄関から出迎えてくれた。

「おかえりいっくん。相談なんだけど……あれ？」

「お邪魔します。小百合様」

　小百合に向かって、アテナは深く頭を下げた。小百合は玄関の扉のドアノブを握ったまま少し固まって、

「あ、アテナさん……。こんにちは」

　おじぎをする。小さ百ゆ合りはちょっと困ったような顔をしていた。しかし一いち弥やは気にせずに、

「聞け。小百合！　パウエルが里に帰れるんだってよ」

「え!?……え？　ええっ!?」

　小百合は口を押さえて驚いた。玄関の扉が閉まるのを、一弥は片手で防ぎ中へ入ると、乱暴に靴を脱いで階段を駆け上がった。小百合は慌てて後を追った。彼女は居間にいる母親に配慮してだろう、小声で尋ねた。

「いっくん。それ、本当なの？」

「本当ですわ。小百合様」

　にっこりと微笑ほほえみながらアテナが言う。小百合はまたしても口を押さえた。

（じゃあじゃあ。パウエルちゃんと里さと美みおばさんが会わなくてすむかもしれないっ！）

　小百合は頬ほおを紅潮させて階段を上る。彼女の部屋にはすぐに到着した。



「一弥お帰り～。――あ、アテナちゃんだー」

　小百合の部屋の学習机の上。パウエルはシュタッと手をあげたまま、アテナを見てニコッと笑った。少しばかり心が痛んで、押し黙るアテナ。しかし一弥はそれには全く気付かずに、ニヤニヤとした笑顔を浮かべながら、

「パウエル。お前、里に帰れるらしいぞ」

　既に、本日何回目かになる言葉を口にした。パウエルはちょっとの間ぼんやりと一弥たちを眺めていたが、次第に顔を輝かせて、

「えー！　メイネ様がそう言ったの？」

　両手を頬に当てて、頭を傾ける。アテナはできる限りにっこりと微笑んだ。

「そうですよ。パウエル」

「よかったね！　パウエルちゃん」

　小百合も少し興奮した様子で言った。パウエルはだんだん嬉うれしくなってきたようで、

「うんっ！　パウエル帰るーっ」

　にっこり笑ってそう言った。



　アテナは、できれば今日中に連れて帰りたい、と言った。一弥はもちろん大賛成だ。意外なのは、小百合までもが賛成したことである。ちょびっとばかしは悲しそうであったが。

「パウエル。コカートに乗って下さい。――一弥様、小百合様。ここでお別れすることになりますが、よろしいですか？」

　アテナは、トリスの上にまたがって言った。一弥は、異もなくうなずく。里の場所など、知られてはまずいことも多かろう。小百合は、それを聞いて、かなり残念そうな顔をしたが、今日の小百合はやや思慮深くなっているようで、しぶしぶながらも承しよう諾だくした。

　さて、パウエルであるが、バカなのかあっさりしているのか、彼女は何の迷いもなくコカートの上にまたがった。――が、

「いちやぁー！」

　彼女は急に泣きそうな顔をして一いち弥やを見つめた。急に寂しくなったのだろうか。一弥はドキッとしてパウエルを見た。別れを惜しまれたら、悲しくなってしまいそうで。しかしパウエルが言いたいのはそんなことではなかった。彼女は悲ひ愴そうな顔をして、

「コカートがちっちゃくなっちゃった……」

「へ？」

「コカートがいつもよりちっちゃいの！　怖いよぉ。これじゃ飛べないよー！」

　それは、彼女の雀すずめが小さくなったのではなかった。パウエルが、大きくなったのだ。毎日見ていたので、あまり実感が湧わかなかったが、雀と比較して見ると、確かに少し大きくなっている気がする。――依い然ぜん、ツルペタの幼児体型であったが。

　彼女はコカートの上から飛び下りると、一弥の指先にしがみついた。瞬間、アテナの目がキラリと光って、

「乗れないことはありませんわ！　パウエル！」

　ギラギラとした目で言った。一弥にくっついているのが気に食わないのだ。第一、パウエルが成長したといっても、まだ、大きさはアテナ以下。充分、雀に乗れる大きさなのだ。

「怖いからやー！」

　一弥の指の隙すき間まからパウエルが叫ぶ。雀に乗るのとアテナと、どっちが怖いのだろうか。恐ろしい目で彼女を睨にらむアテナを見ながら、一弥はそう思った。

「パウエルもう帰らなくていいもん！」

　パウエルはついにそんなことまで言い始める。これにはアテナが慌てた。彼女はトリスから静かに降り、深刻そうな顔をして言う。

「でも、そうは言ってもパウエル。他ほかに手段がないのよ？　だから……」

「――さゆ、パウエルちゃん送って行ってあげてもいいよ」

　アテナの声を遮さえぎって、小さ百ゆ合りが口を開いた。

「ホント!?」

「駄目です！」

　パウエルとアテナ、二人の声が重なる。

「どーして駄目なのっ？」

「だって……ほら、里の秘密とか……」

　アテナは言葉を濁にごらせながら、もごもごと言った。本当の理由は、パウエルを犠ぎ牲せいにして一弥とラブラブになるため。――なのだが、もちろんそんなことは言えない。

　言い出した本人である小百合は、そんなアテナをしばらく黙って見ていたが、

「……さゆは、里の秘密なんて興味ないよ。それでも嫌なら、途中まででもいいし。パウエルちゃんがこのまま帰れないのは、かわいそうだよ」

　静かな声で、そう言った。これには、皆沈黙してしまった。あまりにも正論だったからだ。いつものおバカな小さ百ゆ合りしか知らない一いち弥やは、思わず小百合のおでこに手を当てて、

「ね……熱はないな」

「さ、さゆだってちゃんといろいろ考えてるんだからねー」

　小百合は、ぷうと頬ほおを膨らませて言った。一弥はホッとしてひとまず笑みを浮かべると、

「はいはい。――で、まあ今回は俺おれも小百合に賛成だな。どうせ俺たちが連れていかないと、こいつ、帰らないだろうし」

　そう言って、アテナを見る。アテナは気まずそうに目をそらした。

（――ああ。一弥様は卑ひき怯ようですわ。そんな目で言われたら、私、私……）

「い、一弥様がそこまで仰おつしやるのでしたら……」

　彼女はもじもじとしながらそう答えた。一弥は大きくうなずくと、

「よし、じゃあ行くか！」

「え。……一弥様も行くのですか？」

「ああ。小百合だけで行かせて何かあったら、母さんに怒られるからね」

「あの、でも……」

「何かまずいのか？」

「そ、そんなことは……」

（大ありですわっ！）

　アテナは心の中で叫んだ。ザイスの話によるとパウエルを殺害するのは、里の中ではなくその外。もし一弥にその現場を見られたら、確実に嫌われてしまう。

　悩み、黙り込むアテナ。すると、小百合が待ちきれないといった表情で、

「いっくん、行くなら早くしよーよ。さゆ、里さと美みおばさん来るまでに帰りたいよー」

「ああ。そういやそうだったな」

（まあ、俺は会えなくても全然構わないんだけど）

　一弥は心の中でそう付け加えながら、パウエルを掴つかんで小百合の手に乗せてやる。

「じゃ、ちゃっちゃと行くか！」

「あの、一弥様っ。……もう、仕方がありませんね」

（――こうなったら、なるようになれ！　ですわ）

　アテナは小さく祈りを捧ささげると、急いでトリスに飛び乗った。

「小百合？　一弥？　どっか行くの？」

　玄関で靴を履いていると、母の勝かつ子こが顔を出して聞いてきた。

「ちょっと散歩するの！　いっくんも一緒だよ」

　アテナはトリスに乗って既に外に出ている。小さ百ゆ合りはパウエルを胸に抱きながら、満面の笑みでそう言った。相変わらず、嘘うそがうまい。一いち弥やは曖あい昧まいな笑みを母親に向けながらそんなことを思う。勝かつ子こはすっかり騙だまされたようで、

「ん。いってらっしゃい」

　にっこりと笑いながら、手を振るのだった。
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　時計は、午後四時を回っていた。里さと美みは腕時計を眺めながら、田舎いなか道みちを歩いている。小百合も一弥もこの時間なら帰っているだろう。もうすぐ、弓ゆみ島しま邸ていに着く。

「……なあ、サトリ。どうしてサトリは勝子ちゃんの家を出たんだ？」

　ふいに、里美の持つトートバッグの中から、メイネが聞いた。

　そう。かつて、サトリは彼と里を出て、幼い勝子の住む家へと辿たどり着いた。ちょっと世間からずれている少女と、さらにその上をいく両親。勝子たちはサトリを受け入れ、そしてそれを確認したからこそ、メイネは里に戻ったのだ。ミトクを、長おさに据すえるために。

　前だけを眺めていた彼女の目がメイネを見つめた。しかし里美はすぐにまた前を向くと、

「そんなの、勝子ちゃんの結婚生活邪魔しちゃ悪いじゃない。それに……」

　そこまで言って、彼女は黙った。照りつける太陽の日差しのせいだろうか、汗が一粒、彼女の顎あごから滴したたり落ちた。メイネは聞き返す。

「それに？」

　すると、彼女は初めて足を止めた。メイネを見るわけでもなく、俯うつむく。

「あたしね。……勝子ちゃんの子どもを、生き返らせてしまったんだ」

　それは、勝子に二番目の子どもが生まれてすぐのことだった。呼吸の停止した赤ん坊に、里美は思わず自らの血を与えた。呪のろいの子の血液。それは死者を生き返らせることはできない。時間を可逆することはできないからだ。しかし、まだ死んでいない肉体を蘇よみがえらせることは可能だった。勝子の子――小百合はまだ死んではいなかった。けれど……。

「あたしは中途半端だったんだわ。あの子は今、ほとんどあたしの血で生きてる……」

　里美は言って、再びゆっくり歩き出した。一瞬、迷った自分。泣いて、小百合を生かすように頼み込んだ勝子。生命力がほぼ尽きかけた状態になって与えられた彼女の血。

　思い出すと、奇跡のようにも、また悪夢のようにも思えた。

　里美は汗を拭ぬぐいながら、微笑ほほえんで言った。

「あたしがあんまり近くにいると、あの子の中に入ったあたしの魔力が過かじ剰ように働いて、普通の生活に支障をきたすかもしんないからさ」

　巨人にも、魔力は存在する。しかし、それは微々たるもので、魔法を生むには至らない。しかし、その子どもは偶然にして、その力を大量に体内に入れてしまったのだ。本来、生命力とは相反する性質を持つ、魔法の力を。

　目覚めさせてはならない。そして、いつか普通の身体に戻れるように……。

　里さと美みがそう願って勝かつ子こたちの元を去ったのはあまりにも当然で、悲しい理由だった。

「……そうか」

　メイネの呟つぶやきに、里美はただ微笑した。それから、しばらく無言で歩き続ける。やがて、彼女たちは弓ゆみ島しま邸ていに辿たどり着いた。いつものようにドアホンを押し、

「里美でーっす」

　大きな声で話しかける。すぐに玄関が開き、勝子が顔を出した。

「いらっしゃーい。入って入って」

　門もん扉ぴを開き、彼女は手招きした。しかしそれだけだった。いつもの、小さ百ゆ合りの姿がない。

「あれ？　さゆちゃんはまだ学校？」

　玄関の中に入っても小百合が出てこないのを不審に思って、里美は尋ねた。すると勝子は人さし指を唇に当て、うーんと唸うなると、

「帰って来たんだけど……散歩に行くって言って出てったわ。一いち弥やも、あ、あとパウエルちゃんも一緒だったわよ。でも、それにしたらちょっと遅いかも」

「そうか。それは困ったな」

「あ、メイネちゃん！　どう？　サトリちゃんとラブラブな会話、できた？」

　トートバッグの中から顔を出したメイネに、勝子が聞いた。メイネは赤くなって、

「あ……あのですね！　それより、私が現在のサトリを知らないって、一体何が変わったんですか!?　騙だましましたね！」

「騙してないわよー。だってホラ、サトリちゃんセクシー度がアップしてるじゃない？」

「……」

　悪びれず言う勝子に、メイネは沈黙した。それから、無視することに決めたのだろう、メイネは腕を組むと、

「散歩か……。まさかその子どもたち、パウエルを里に戻そうとしてないだろうな？」

「うーん。どうだろ……さゆちゃんといっちゃんが普通に散歩って状況がまずあり得ないのよねー。でも、パウエルちゃんが一緒だし、心配してってこともあるし……。でも、いっつもあたしに会いたがってるさゆちゃんがただの散歩なんておかしいわ。何か、重要な用事でもないと……」

　首を傾かしげる里美に、勝子は笑った。

「もー、二人とも考えすぎよー。お茶でも飲んで待ってようよ。すれ違いになるかもしんないでしょ？」

　勝子の意見はもっともだった。多少楽観的すぎる点を除いても。しかし、あまりに気楽なもの言いに、メイネと里さと美みは逆に不安になって、

「サトリ……」

「そうね。メイネ」

　二人はお互いにうなずき合うと、

『ごめん！　勝かつ子こちゃん！』

　言うが早いが、里美はメイネを連れて駆け出していた。勢いよく門もん扉ぴを開け、姿を消す。

　残された勝子は、呆あつ気けにとられて思わず見送ってから、呟つぶやいた。

「私だけ仲間外れなんて……ひどいわ」
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　ザイスは木の上で、息を潜ひそめていた。里のある森の中。その手には、宝剣〈地くに祇つか之みの憑より代しろ〉があった。彼の推すい察さつが正しければ、これで呪のろいの子が斬きれる。

（アテナがうまくやっていれば……そろそろだな）

　緊張して、ザイスは大きく息をついた。少し汗ばむ手を服に擦こすりつけて、再び剣を握りしめる。もし機会があるとするなら、パウエルがやってきたその瞬間だった。彼女が笑い、自分に話しかけてきたら……。正直、斬る自信はなかった。

（せめて、憎んでくれていれば――）

　彼はフッと笑い、視線を落とした。神経を研ぎすませて、感覚を、森と一体化させる。

　鳥の鳴き声、虫の音。それから、遠くで、複数の人間の足音がする。

　それから、僅わずかに聞こえる話し声――。

「あの……一いち弥や様。もう、ここで結構ですので……」

「えー、まだ入ったばっかりじゃん。パウエル歩きたくないー」

「パウエル！……あの、本当にもう」

「気にしなくていいよ。こいつのわがままには結構慣れたし」

「いや、だから……」

（……っておい！）

　思わずザイスは心の中で突っ込んだ。どうやら、巨人も一緒のようである。パウエルだけを連れてくるように言ったはずなのに……。

（まあいい。宝剣は、呪いの子を斬るものだ。恐らく巨人を斬ることはない。それに、巨人が攻撃してきたとしても、ここは森の中だ。人に見られる心配はないのだから、魔法を使えばいい――）

　ザイスは〈地祇之憑代〉を握りしめると、じっと彼らが近付くのを待った。



　アテナは一いち弥やが、パウエルは小さ百ゆ合りが。それぞれに久く那な斗との民を手のひらに乗せながら、二人は森の中を歩いていた。森に入ってからというもの、アテナの「もうこの辺で……」が出たと思ったら、パウエルの「まだまだー」、そして、一弥と小百合の「じゃあ、あと少し歩いたら……」という会話がエンドレスで続いているのだった。

　一弥は、これが最後だと思うと異様なくらい寛大になれた。小百合は元からパウエルには寛大だ。そんなわけで、現在彼らは、森の結構な深さまで足を踏み入れていた。

　そうやって歩いている時のことだ。小百合がふいに足を止めた。

「どうした？　小百合」

　一弥は振り向いて問いかける。彼女は前方のある一点を見つめ、立ち尽くしていた。その一点とは――。

（まさか……気付かれたのか？）

　ザイスは驚きよう愕がくの眼まな差ざしで小百合を見ていた。姿は完全に隠している。しかし、あの巨人の少女は、まっすぐにザイスを見つめていて――。



（あの、不思議な空気だ）

　小百合は、一本の木の上から見える空気をぼんやりと眺めた。パウエルも、アテナも、そして一弥も気がついていない様子である。しかし、あそこに久那斗の民が存在するのは、まぎれもない事実のように思えた。

（誰だれなの？）

　彼女がそう思って、その場所を見つめると、不思議なことに周りの風景が透けて、見覚えのあるこびとの姿が現れた。ザイス。彼は剣を持っていた。ザイスは、焦あせりを帯びた顔で彼女を見つめていて――。

（ああ。そういうことなんだ）

　小百合は、彼に向かって微笑ほほえんだ。瞬間、導かれるように、久那斗の民の少年は木の上から跳び上がった。両手で宝剣を握りしめ、彼女と自分との間に横たわる少し湿った空気を斬きり裂く。閃せん光こうが迸ほとばしり、膨張した輝きが大きな光の刃となって、小百合の手の上のパウエルへと向かう。

　しかし、そこで小百合は彼に背を向けた。手のひらに乗せたパウエルを、ゆっくりと草の茂みに放ほうり投げる。そして、

　小百合の背中が割さけた。



    

  
    
      


第六話　それぞれの場所



「どうだ……視みえるか？」

　里のある森へと足を踏み入れた里さと美みに、メイネは問いかけた。トートバッグの中から出て、里美の肩に飛び乗る。

「ううん……まだ……もっと、視界を広げれば……」

　里美の言う視界とは、普通の意味の視界ではなかった。

　彼女は、魔力を『視る』ことができる。

　それは、呪のろいの子の特殊な能力の一つだった。

　普通の久く那な斗との民は、自らの身体を縛る魔力に五感すらも同化してしまっており、魔力を異物として感知することは難しい。言わば、存在するのが当たり前になっているのだ。彼らは、それが魔法として発動して、初めてその存在に気付くのである。

　一方で、強い生命力と魔力が、常に反発し合っている呪いの子は、それを個々の存在として認識することが容易にできた。つまり、

（パウエルちゃんたちが森の中にいれば、視えるはず……）

　小さ百ゆ合りの発する微量の魔力は、元の自分に近いもの。パウエルも、先日会っているから分かる。判別は、可能――。

　里美は手近な木の幹に体重を預け、神経を集中させた。そして、

「……いた」

　彼女はほう、と息をつくと、白い手を額に当てて、小百合たちがいるであろう方向を見つめた。確かに、気配はあった。けれど、

「すごく弱ってる……おかしい……どうして？」

　青ざめた顔で言う里美に、メイネは言った。

「……とにかく、急ごう！」

「ええ」

　里美はうなずいた。全身から大量の魔力が溢あふれ出し、彼女の長い髪を浮き上がらせる。

　そして、獣のような速度で、彼女は走り出した。



　噴き出す血。

　そして、その血を浴びて輝く小さな剣。

　その剣を持つ少年は、呆ぼう然ぜんとその光景を眺めていた。

「さゆり―――っ！」

　叫んだのは、聞き覚えのある少女の声。パウエルが草むらから這はい出して、小百合に駆け寄る。殺すなら、今がチャンスだった。だが、彼は動けなかった。

（どうして……何が起きて……）

　宝剣は、呪のろいの子にしか効かないと思っていた。しかし今、小さ百ゆ合りを斬きり裂いたのは、紛まぎれもなく彼の剣だった。母に似た、巨人の少女。

（嘘うそだ嘘だ嘘だ……！）

「小百合！」

　パウエルの声で、我に返ったのだろう。一いち弥やも慌てて小百合の傍そばに駆け寄った。慌てて傷口を押さえる。しかし、血は止まらなかった。

　ザイスは思わず後ずさって草むらに隠れた。いまだ、小百合から目を離せずに。

　その小百合の指先が、ぴくりと動いた。彼女は僅わずかに唇を動かすと、微笑ほほえんで、

「よかった。無事で……」

「さゆりっ!?」

　パウエルが叫んだ。動いた指先を握りしめ、彼女を見つめる。しかし、小百合は何の返事も返さなかった。ただ、微笑を浮かべるのみ。

「さゆりぃ……」

　泣きそうなパウエルに、小百合は見えているのか分からない瞳ひとみで彼女を見つめ、そして、その目をゆっくりと閉じた。



　ガクガクと足を震わせながら、ザイスは後退を続けた。

（俺おれがしたかったのは、何だったんだ――？　犠ぎ牲せい？　必要？　では、この少女は――）

　――私が死ねば、あなたもその愚おろかしさに気付くはずです……。

　ふいに、母――ミトクの言った言葉が脳裏をよぎる。その言葉の意味が、やっと分かった気がした。

（だが……もう遅い！）

　小百合が助かりそうにないのは、彼の目にも明らかだった。ザイスは唇を噛かむ。

　一弥が、ゆっくりと立ち上がった。思わず後退し音をたてたザイスに、一弥の視線が向く。そして、ザイスの手の中にある〈地くに祇つか之みの憑より代しろ〉を認め、

「お前……何で！」

　叫ぶ。しかし、ザイスは答えなかった。いや、答えられないのだ。気の動転している一弥は、そんなザイスにいら立ち、拳こぶしを振り上げる。反応の遅れたザイスは思わず宝剣でそれを防ごうとし――、

「がぁっ！」

　次の瞬間、ザイスは宝剣と共に、一弥の拳に弾はじかれて宙を舞っていた。

（な!?　やはり――斬れない！）

　身体の痛みよりも、ザイスは宝剣が一いち弥やに全く反応しなかったことに驚いていた。やはり、巨人には効かないのか――。

　手から離れた宝剣が、曲線を描いて地面に落ちる。その数メートル後ろに、ザイスは何とか体勢を立て直して着地した。

（ということは、あの娘も呪のろいの子、なのか……？）

　ザイスは、はぁはぁと息をつく一弥のすぐ傍そばで目を閉じて動かない小さ百ゆ合りを見た。そのすぐ傍にはパウエル。アテナはどこかに避難したのだろうか、姿が見えなかった。

（血を……手に入れなければ……）

　ザイスは、虚うつろな目でその光景を眺めていた。恐ろしく冷静になっている自分がいる。

（大量に流れ出ている血……。それを浴びさえすれば、本来の願いはかなう）

　ザイスは小百合に向かってゆっくりと歩き出した。冷笑を浮かべながら。一弥が怒って再度攻撃を仕掛けてくる。しかし、

「ぐっ！」

　今回、呻うめき声をあげたのは一弥の方だった。ザイスの放った魔法の衝撃波に、まともに突っ込んだ拳こぶしの皮がめくれ、血が噴き出す。

「――邪魔だ」

　ザイスは一言そう言うと、両手を掲げた。同時に、彼の頭上に半透明の光球が出現する。彼の薄緑の髪と同色の、美しい球体だった。しかしその物体は、バヂバヂと危険きわまりない音を放っていて……。

（危ない！）

　一弥はそれがザイスの魔法の力であることを悟った。そして、その攻撃対象が自分たちだということも。

　小百合を見捨てて逃げるという選択肢はなかった。

（とすれば――！）

　一弥は、咄とつ嗟さに小百合とパウエルに覆おおい被かぶさった。ザイスは一弥の行動に眉まゆをひそめはしても、攻撃を止める気にはならなかったようだった。

　ザイスは魔法の球を一弥に向かって放つ。その瞬間、一弥の身体の陰にいるパウエルと確かに目が合った。彼女は、いつもののんびりとした表情ではなく、きつく、ザイスを睨にらみつけるように見つめていて……、

（ああ、俺おれは――）

　光球はもはや彼の意志とは無関係に一弥たち目がけて飛んで行く。それはやがて一弥たちにぶつかり――、

　――バシュン！

　奇妙な音がした。肉がえぐれるとか、そういう類たぐいの音ではない。そう、魔力を相そう殺さいされた時のような――。

（な……相そう殺さいだとっ!?）

　ザイスは驚いて一いち弥やたちを見た。そこにいるのは、魔法の使えるはずのない一弥と、意識のない小さ百ゆ合り。そして、パウエル。

（まさか……）

　ザイスはパウエルを見た。パウエルは、いまだザイスを見つめている。彼女はゆっくりとザイスに向けて歩き出した。ふわっと、彼女のお下げが浮き上がり、フェルトの帽子が地に落ちる。

（やはり……さっきのはこいつの魔力！）

　ザイスは悚しよう然ぜんとして後ずさった。全く魔法が使えなかったパウエル。どうせ、今の力も偶然にすぎないだろう。すでに、パウエルのお下げは元のままだ。しかし、ザイスは恐れを感じていた。この、幼なじみの少女に――。

　パウエルは歩みを止めない。二人の距離が縮まり、パウエルは、やがてザイスの元に辿たどり着く。そして、慌てて新たな魔法を生み出そうとするザイスの腕を背伸びしてぎゅっと掴つかむと、

　――ぺちん。



    

  
    
      



    

  
    
      「ばかぁ！」

　ザイスの頬ほおに、盛大に平手打ちを食らわせて、パウエルは叫んだ。呆ぼう然ぜんとなるザイス。一いち弥やも、驚いてパウエルを見ていた。

「何で、こんなことしたの！　ザイスのばかぁッ！」

　図星だったからかもしれない。ザイスは無性に腹が立って、パウエルの手を振り払った。

「俺おれは……完かん璧ぺきな長おさになる。そのためには……！」

　再び、決意を確認する。声に出さないと、揺らいでしまいそうだった。パウエルがその意味を理解したかは分からなかった。しかし彼女は頬を膨らませると、

「ザイスはやっぱりバカだよ。パウエルよりも、バカだもん！　何で完璧じゃなきゃいけないの!?　そんなのおかしいよ……。だって……」

　そこで、パウエルは言葉を詰まらせた。ぶわっと涙が溢あふれ、ぼたぼたと地面に落ちる。それを拭ぬぐいもせずに、パウエルはひくっと息を吸い込んだ。それから、大声で叫ぶ。

「ザイスは……ザイスでしょお!?」

　そのまま、パウエルはザイスの腰にしがみついた。ザイスは彼女の茜あかね色いろの髪を見下ろした。今なら、両手も空いている。確実に、仕留められる。

　しかし、彼にはそれができなかった。ただ、パウエルの言葉を反はん芻すうしていた。

（俺の力だけでは……長は務まらない……強い長にはなれない……なのに）

　つい先ほどまで、理想として思い描いていた『完璧な長』。しかし、今はとても空虚なもののように思えて……。

　自分はただ、次の里の長になるだけの容いれ物で。

　強くなければ、存在する意味がない、

　そんな風に考えていて。けれど……。

（そうか……）

　ザイスは、ぼんやりと思った。自分を、自分と認めてくれるそんな言葉を、自分は待っていたのかもしれなかった。

　我知らず、ザイスの目から涙がこぼれ落ちた。



　　　＊＊＊＊



「小さ百ゆ合りは助かるのか……？」

　問いかける一弥に、ザイスは答えられなかった。あれからザイスは、小百合に魔法による治療を試みた。彼女の血を浴び一時的に増幅した魔力で、何とか小百合の傷口は塞ふさがったらしかった。しかし、

（圧倒的に血が足りない――）

　宝剣は小百合の血液に反応して、彼女の身体を斬きり裂いた。そしてその時流れ出た血液の多くは、既に地面に吸い込まれてしまっていた。そのせいなのだろうか、地面から短い草が大量に生えてきて、小さ百ゆ合りの身体を包んでいた。

「小百合は……助からないのか？」

　震える声で、一いち弥やが再び問いかけた。ザイスは怯おびえた目で、一弥を見上げる。そして、彼が黙ってうなずこうとした時だった。

「――いいえ。助かるわ」

　茂みの中から現れて、そう言ったのは里さと美みだった。

「里美おばさん！」

　一弥は彼女を振り仰あおいで叫ぶ。そうだ。救急車だ。里美と二人なら、運べるかもしれない。

　と、里美は小百合の前にしゃがみ込んで、

「おばさん！……何を！」

　里美はシャツを肩までまくり、叫んだ。

「メイネ！」

「すまん！　サトリ！」

　里美の肩に乗っていた、白い髪の青年が叫んだ。彼は魔法の刃を繰り出して、彼女の腕を斬きり裂く。里美は思わず歯を食いしばる。

　――ボタッ……ボタボタ……。

　溢あふれ出る血が里美の腕を伝った。彼女はそれを口に含み、うつぶせに倒れている小百合に口移しで飲ませてやる。みるみるうちに、小百合の顔に生気が戻ってきた。

「里美おばさん……」

　呟つぶやく一弥に、里美は張りつめた笑みを浮かべる。

「ごめんね、いっちゃん。あたし、わりとおっきなこびとさんなんだわ」

（里美おばさんが……こびと……!?）

　一弥は緊張した面持ちで里美を見つめた、どう見ても自分よりも背の高い彼女。何かの冗談じゃないかと思った。

　だが事実、今の彼女は、どう考えても普通の人間ではなかった。

　伝い落ちる血液が、小百合の背中にも落ちる。盛り上がっていた傷口が、瞬間、跡形もなく消えていった。

（そういえばさっきサトリって呼ばれて……）

　サトリ。パウエルが捜していた巨人。こびとの仲間……。

　では、本当に彼女は……。

　一弥はそこまで考えて、ブンブンと頭を振った。今はそれよりも小百合のことだ。

「おばさん。小百合は助かったんだよな……？」

　少し晴れやかな顔になって、一いち弥やは問いかけた。その言葉に、パウエルもぱぁっと顔を輝かせる。しかし、里さと美みは静かに首を振った。

「血は、もう大丈夫。でもまだ終わりじゃない」

　彼女はそう言うと、既にほとんど傷の塞ふさがりつつある自らの腕をなでた。光が溢あふれ、里美の腕は完全に元通りになる。

「魔力が暴走しかけてる……。血と共に、魔力まで流れこんでしまった――。それも、たくさん……」

　呟つぶやくと、里美は小さ百ゆ合りの身体を仰あお向むけに寝かせた。

「さゆりぃ……」

　パウエルが呟く。小百合は、何の問題もなく眠っているように見えた。

　だが、里美は違うと言う。

「どうすればいいんだ……？」

　一弥は問いかけた。その答えは、意外なところから返ってきた。

「整魔法を行う」

　言ったのは、メイネと呼ばれていた青年だった。

「整魔法……？」

　聞き返す一弥に、メイネはうなずいた。

「この子の身体にある魔力を、抑え、無害にする」

　整魔法。魔力の流れを正す治療法。普通の回復魔法に比べ、ほとんど使われることのない治療法。だが、一弥には告げなかったが、それには厳しい条件が必要だった。それは、

　――魔力を流れとして感知することができること。そして、細密に魔力を操れること。

　まず、最初の条件が厳しい。魔力が見えるような里美たちを除いて、普通の久く那な斗との民は、魔力を空気同然に思っている。さらに二つ目の条件。自らの魔力が強大な者に、ほとんどこの条件は満たせない。これが理由で、里美はこの治療法が使えない。

　メイネは努力によって、何とか自分に応用する程度には使える。しかし、

（本来ほとんど魔力を持たない巨人の子で、しかもサトリの強大な魔力を抑えるのか……）

　強大な魔力を持つメイネにとって、整魔法は最も苦手な魔法で、そして、危険な魔法だった。何しろ、他人の魔力に直接介入するのだ。失敗すれば、相手の魔力が逆流して、自分の身体が壊れるか、刺激を加えるだけになって、相手の魔力の流れがより乱れるだけか……。無謀な賭かけかもしれなかった。しかし諦あきらめるにはまだ早い。

　彼はザイスに顔を向け、叫ぶ。

「ザイス！　整魔法だ。前に教えたろう？　力を貸してくれ……私一人では、無理だ……」

「な……だが、俺おれは……！」

　ザイスは動転して叫んだ。確かに彼はメイネから、この治療法を教わったことがあった。しかし、傷を治すサイクルを早くしたり、健康状態を保つなど、面倒くさいわりにはあまり役に立たない利点ばかりの整魔法は、彼の興味をひくこともなく……。

「早く！」

「できない……俺おれには……そんな……！」

　ザイスは怯おびえた目をして言った。やらなければ、この少女が死ぬ。自分が斬きった、この少女が。だが、できる自信がなかった。どうすれば……！

「俺は……」

「――私が治して差し上げますわ」

　ふいに、彼の背後から聞き覚えのある声が響いた。ザイスは驚きよう愕がくとともに振り返る。

「母上っ!?」

「――ミトク!?」

　ザイスと里さと美みが、それぞれに叫んだ。そこにいたのは、現里長、ミトクの姿であった。

「お久しぶりです。お姉様」

　ミトクは微笑ほほえんで言った。彼女の傍らには、アテナの姿があった。

「里の外を飛ぶ、彼女の魔力が視みえたので、連れてきていただきました。私の力が、お役に立てそうですわね」

「ええ。なかなかのタイミングよ。ミトク」

　ウインクする里美に、ミトクは頬ほおを染めて微笑んだ。それから、ミトクは静かに小さ百ゆ合りの前まで歩く。

　ザイスは思わず止めようとした。身体の弱い母。彼女が何をしようとしているのかは分からなかったが、彼女に何もできないことだけは分かっていた。

　だが、それより早く、ミトクは小百合の身体に手を触れた。

　――フワッ

　一見、何も起こらなかったように見えた。しかし、温かな空気が辺りを包んだのが分かった。ザイスは、驚愕して母親を凝視した。彼女は、ザイスを見つめて微笑む。

「整魔法だけは、得意なのよ」

　それは、得意というレベルではなかった。何の衝撃も受けず、他人の魔力に介入できる。

　それは、整魔法の究極のかたちであった。

　ほとんど魔力を持たず、また、里美から魔力を与えられることの多かったミトクは、自然のうちにこの整魔法を修得していた。

　何も与えず、何も奪わず。ミトクは魔力の流れをコントロールすることができる。

　身体も、魔力も弱かった彼女の、だからこそ得ることができた唯一の特技。

　ミトクの身体が優しく輝き、やがて小百合がうっすらと目を開いた。

「そんな……」

　ザイスは呟つぶやいた。賢者メイネでもできないと判断したやっかいな治療。それを、弱いだけだと思っていた、自分の母親がやってのけるなんて……。

　ミトクは微笑を浮かべた。目を開けた小さ百ゆ合りが、空を見上げながら、

「パウエルちゃん……大丈夫？」

　小さく、呟く。パウエルは小百合の顔の近くまで駆け寄ると叫んだ。

「大丈夫だよっ！　パウエル、元気いっぱいだよ」

「そう……よかった」

　小百合はニコッと笑うと、再び瞳ひとみを閉じた。スウスウと、静かな寝息が漏もれる。

　それを見た一いち弥やたち全員は、ホッと息をついて、自然と笑みを浮かべた。

　一番の功労者ミトクは、そんな彼らを見てにっこりと笑い、そのまま体勢を崩して――倒れなかった。その背後には、彼女の背を支える生意気そうな顔の少年。

「母上。……大丈夫ですか？」

　憮ぶ然ぜんとした顔で、ザイスは言った。ミトクは、息子の腕に身体を預け、瞳を閉じると、

「ええ」

　そう言って一筋、涙を流した。



　小百合はまだ眠っている。ただ、もう大丈夫とのことだった。一弥はアテナに魔法で手を治療してもらい、その拳こぶしを握ったり開いたりしている。

　小百合の状態が少し落ち着くまでと、一弥たちはそこにいる間に、里さと美みとメイネから様さま様ざまな話を聞くことになった。

　久く那な斗との民のこと。そして呪のろいの子のこと――。

　里美の過去をも交えたその話は、一弥の想像を絶するものであった。

　それは、ザイスたちも知らなかったことらしい。彼らも一様に驚いていた。

　ザイスはもう襲ってくる気はないようであった。ザイスは、長おさの本当の『力』の意味を知ったのだ。里長の本当の価値は、魔力では測はかれないのだということを――。

　アテナは、なぜか気まずそうに、メイネと里美の過去を聞いて、

「私は――私の愛は、間違っていました……誰だれかを犠ぎ牲せいにしようなんて……」

　そう、小さく呟いていた。一弥にはどういう意味なのかさっぱり分からなかったが。



　話が一通り済んでから、ザイスはパウエルに頭を下げた。パウエルは一弥の肩の上にいる。一弥は草むらに座ってはいたが、どうしても見下ろす姿勢になっていた。

　ザイスは、顔を上げてパウエルを見た。いつもは何も考えていないような顔しかしていないパウエルも、あんなことがあった後だからか、悲しみを帯びた目をしていた。

　拒絶されるだろう。半分諦あきらめながらも、ザイスは言う。

「すまん！　パウエル。俺おれは……お前が別の世界に行くのが怖かった。俺を忘れて、行ってしまうのが、怖かったんだ……！」

　自分の前からいなくなる運命のパウエル。だから、ザイスはその存在そのものを消そうとした。存在を否定すれば、パウエルがいなくなっても平気だと思っていた。けれど、それは違ったのだ。パウエルを心から消すことなんて、どうやったってできない――。

「ザイス……」

　パウエルはいよいよ泣きそうな顔になって言った。さっきのメイネの話を聞いて、やっと分かった。自分は、本当に皆とは違うのだと。皆と、別れなければならないのだと。

（怖い……パウエルも、怖いよ）

「俺は……間違っていた。お前が、他ほかの世界に行くのを、よりによってあんな方法で……邪魔……しようとして……だから、俺はもう……」

（違う。パウエルだって行きたくない！）

　俯うつむいて、彼女に別れを告げようとするザイスに、パウエルは必死になって叫ぼうとした。

　しかし、できなかった。声が出ない。

「俺はもう……お前を追ったりは……」

「違う！」

　叫んだのは、パウエルではなかった。里さと美み――かつてサトリと呼ばれた女性であった。

　驚いて声も出ないザイスに、彼女は言う。

「あんたたち、みんなバカよ……。あたしの話を聞いていて本当にそれがいいと思ったの？……あたしはあの時、本当に死んでもよかった！」

「サトリ……っ！」

　メイネが激げつ昂こうして叫ぶ。しかし里美は謝らなかった。彼女は真剣な目で、そこにいる、全すべての人間を見つめた。そして言う。

「だって……姿なんてどうだってよかった。あたしは……。

　あたしは、メイネとずっと一緒にいたかった……！」

　自然と、彼女の目からは、ぽろぽろと涙がこぼれていた。

「サトリ……」

　メイネは絶句して彼女を見た。自分たちとは違う世界。それでも生きていて欲しかった。その気持ちが間違っていたとは、今でも思わない。けれど。

　世界が違うなんて、決めつけて……。

　そんな小さなことを、一番気にしていたのは、実は自分だったのではないか――。

　メイネは、里美の過ごしたであろう孤こ独どくな日々を思った。自分が彼女の全てではない、そこまで思い上がるつもりはなかった。だけど、きっと寂しかったはずだ。巨人でも、久く那な斗との民でもなく暮らした、長い年とし月つき……。

　見つめるメイネに、しかし里さと美みはその視線に気付かないふりをして、ごしごしと涙を拭ぬぐうと、それからザイスを睨にらみ付けた。

「あんたは……どうなのよ……」

「俺おれは……」

　ザイスは、虚うつろな目をして呟つぶやいた。その目に、だんだんと生気が戻る。やがて、彼はしっかりとした口調で言った。

「俺は……パウエルと一緒にいたい」

　里美は、満足そうに満面の笑みを浮かべた。腕を組んで言い放つ。

「だったら、一緒にいなさいよ。……パウエルちゃんは？　嫌？」

　一いち弥やの肩の上に乗るパウエルは、ブンブンと首を振った。

「でも……パウエルがいたら、皆困って……」

　もじもじしながら一弥の耳を引っ張る。一弥は黙ってその手をはがした。

　手持ちぶさたになった彼女は、やはりザイスと視線を合わせづらそうだった。思わず、口を挟もうかと、里美が口を開きかけたその時だった。

「帰ってこい。パウエル！」

　ザイスが叫んだ。強い口調。いつもの、偉そうな態度。パウエルの目が見開かれる。

「本当に……いいの？」

「ああ。戻ってこい！」

　パウエルは一弥たちを見た。一弥は、彼女を掴つかんで手のひらに乗せてやると、優しくうなずいてみせた。

「お前は、帰りたいんだろ」

　こっくり。パウエルは一弥にうなずいて、それからゆっくりとザイスの方へと振り向く。そして、あのいつもの笑顔で、

「ザイス―――っ！」

　彼女は叫んで一弥の手から飛び下りた。そのまま、ザイスの元に駆け寄る。

　ザイスは、その少女の身体をしっかりと受け止めた。そして呟く。

「パウエル……共に生きよう。いつか別れる日が来るとしても……」



　一弥は、そんな二人をじっと眺めていた。

「パウエル……お別れだな」

　一弥はなるだけ笑顔で言った。寂しそうな顔をして引き止めたくはなかった。

「一弥……」

　パウエルは振り向いて呟く。ザイスの身体から少し離れ、彼女はしばらく俯うつむいた。そして、ガバッと顔を上げると、

「パウエル、一いち弥やのこと、小さ百ゆ合りのこと、絶対忘れない！――きっと……きっとまた会えるよね？」

　必死に笑顔をつくる。一弥はその表情を見て、ふいに心が騒いだ。さよならするのが、急に寂しくなって……。

（でも、それじゃ駄目なんだ）

　一弥はパウエルを見ないようにと、自分の足下に視線を落とした。そして、あるものを発見する。一弥はひと呼吸すると、何でもないように笑った。

「さあな。――それよりお前」

　一弥は、かがみ込んで、地面に手をついた。そして、そこに落ちていた、赤いフェルトの帽子を拾い上げ――、

「忘れモンだ」

　軽く、勢いをつけて放ほうってやる。パウエルはそれを慌ててキャッチすると、帽子を握りしめて、

「うん！」

　満面の笑みでうなずいた。帽子をかぶり、両手でその端を押さえる。この数日、何度も見たその行為を、一弥は優しく見守っていた。



　久く那な斗との民の面々は、帰る用意をしていた。一弥も、目覚めない小百合を抱き上げ、自らの背に乗せると、こびとたちを見つめた。

「お姉様。また、お別れですね」

　ミトクは、里さと美みを見つめてそう言った。少し、悲しそうな口調。しかしその表情は笑顔だった。長おさとしての、威光を感じさせる立ち振る舞い。里美は穏やかな顔をしてうなずく。

「ええ。ミトク。――立派な長になりましたね」

　ミトクは顔を綻ほころばせて、優雅に一礼する。皆、名残惜しそうではあるが、もう帰るつもりらしかった。

　しかし、メイネは、いまだその集団に加われないでいた。

「サトリ……」

　メイネは呟つぶやいた。里美のすぐ目の前で。先ほどの、里美の言葉が気にかかっているのだろう。里美は無言でしばらく彼を見つめていたが、

「分かってる。メイネ。今、里にはあなたが必要だわ」

　優しく微笑ほほえんで、里美は言った。メイネは、一瞬とても悲しそうな顔をして、

「……すまない」

　そう言うと、彼は里美たちに背を向けた。静かに里へと向かう他ほかの久那斗の民の中に交まじる。それに、里美は小さく手を振った。

「けど、また、会いに来てよ。それで、いろいろ片付いたら……！」

　その言葉に、メイネは顔だけを振り向かせた。そして、力強くうなずく。

「ああ。必ず行く」



　パウエルは、思いっきり手を振りながら。

　アテナは、涙ぐみながら。

　久く那な斗との民は里へと帰っていった。一いち弥やは、彼らの姿が見えなくなるまでその後ろ姿を見送る。隣にいる里さと美みが、ふいに口を開いた。

「行っちゃったわね」

「……そうですね」

　一弥は、呟つぶやいた。何だか、とても寂しくて。でも、心はとても温かくなっていて。

　不思議な気分だった。

　里美も、同じ気分なのだろうか。何だか、すっきりとした顔をしていた。

「里美おばさん……帰ろっか」

「ええ。勝かつ子こちゃんと、お茶も飲まなきゃならないしね」

「夕食も食べていけば？」

　おどけて言う里美に、一弥が言った。里美はクスッと笑って片目を瞑つむってみせた。

「もちろん、そのつもりよ」

　そして、彼らはその森を後にした。



　　　＊＊＊＊



　五月も、終わりが近付いてきた。この地方はもう梅雨入りしてしまったらしく、連日雨が降ったり降らなかったりの、嫌な天気が続いている。

　あれから、一弥には平穏な日々が戻ってきていた。小さ百ゆ合りは、真実を聞いてもケロッとしていて、相変わらずの性格を保っている。パウエルとちゃんとお別れできなかったことに頬ほおを膨らませて、ちょっとうるさかったりもしたが、それもいつもの彼女だ。

　学校では、事情を知らない菊きく池ちが、相変わらず小百合小百合と騒いでいるし、世間は、何一つ変わっていない。

　一弥は、今日も学校が終わって、家に帰るために、歩き慣れた田舎いなか道みちを歩いている。

　――ポツ。

　頬に、当たる雨粒。

　一弥は空を仰あおいだ。どうやら、にわか雨らしい。

　一弥は、持っていた傘かさをバサッとさした。

「――へくちっ」

　一瞬、どこかで、そんな声が聞こえた気がした。聞き覚えのある、間抜けな声。

　一いち弥やは思わず傘かさから顔を出して、辺りを見渡した。――何もいない。

　――バササッ

　ふいに、何かの羽ばたく音が聞こえた。音のした方向へ、一弥は顔を向ける。

　そこには、一匹のオナガがいた。

　紺色の尾羽が、スウッと暗い空を切り裂き、大空のかなたに消えてゆく。

　しとしとと、雨は降り続いている。もう、何の姿も見えない。

　しかし、一弥はそれでいいと思った。彼は唇の端で軽く笑うと、傘をさして、ぬかるんだ田舎いなか道みちを、再びゆっくりと歩き始めたのだった。





　（世界最大のこびと　終わり）



    

  
    
      



    

  
    
      


あとがき



　はじめまして。羽はね田だ奈な緒お子こです。

『世界最大のこびと』お楽しみ頂けましたでしょうか。

　わたしは、昔から「こびと」という存在がとても好きでした。

　昔、わたしが小学校一年生の時。わたしは図工の宿題で、困っていました。カラーフィルムでステンドグラスの絵を作る、という宿題なのですが、今思ってもおかしいくらいの量で、もちろん夜中になっても完成のめどは立ちませんでした。焦あせりで体温が上がり、カラーフィルムが手にくっついて、さらにそこをやり直す……。

　やがて、疲労とやけくそ気味な気持ちで、わたしは眠ってしまいました。

　そして朝、わたしが目を覚ますと、なんとその宿題が完成していたのです。

「お母さん！　お母さん！」

「なあに？」

「宿題できてる！」

「良かったわねー」

「きっとこびとさんがやってくれたんだよ！」

「……それは、きっと大きなこびとさんだったんだろうねぇ」

　そう言った母の顔は、どことなく疲れていました。

　そうして、わたしはうきうきで学校へ向かうことができたのでした。

　こびとさんはきっといたのです。ただし、わりとおっきなこびとさんが。

　ちなみに、この話は本文とはあまり関係がありません。



　最後に、この本を出させていただくにあたってお世話になった皆様にお礼を。

　担当編集の佐藤様。いつもぼんやりしていてすみません。

　編集長の三坂様。さらに輪をかけてぼんやりしていてすみませんでした。

　愛え媛ひめのＳお姉様。あなたがいなければ、わたしはぼんやりしたまま、ちゃんと小説を書くことはなかったでしょう。

　素晴らしいイラストを描いて下さった戸と部べ淑すなほ先生。さすがの私も、ぼんやりしている場合じゃないと、しばらく動揺してしまいました。

　そして、この本を手に取って下さった皆様。本当にありがとうございます。

　これからも精進してまいりますので、よろしくお願いいたします。

　　二〇〇四年　七月
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